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この本に集めた疑問は、どれもみな父母や学校の先生や子供たちから寄せられたものばかりで 
す。多くの専門家の協力を仰いで、このような質問に答えることを始めたのは昭和三年です から、 
この仕事ももうすぐ四十年になります。戦争で昭和二十年以前のものを失ってしまったことは It し 
んでもなお余りあることですが、戦後の二十年間に寄せられた問題だけでも、すでに十余万台に達 
しました。そのなかには、二十年間にたった一度しか質問されなかった問題もあれば、毎年何人も 
のひとが質問してくるような問題もあります。この本には、そのなかから、主として質問の頃度の 
高い問題を選んで解説しました。解説については、学生科学協会の顧問の学者たちのお力をおかり 
し、 わたし自身も大いに勉強しました。 

ここに集めた問題は、専門家からみれば、なんでもない問題かもしれません が、さて、 わたした 
ちが、自信をもって答えられるのは、このなかの何題でしょうか。 

しかし、わたしたちはその無知には気づかず、なんとはなしに暮らしております。そして、見る 
物、 聞く 物ことごとくに対して、なぜだろう？なんだろう？と眼を輝かす子供たちに直面す る 
と、 その旺盛な知識欲にあわてるのです が、 じつは、そのわたしたち も、 かつては 全く同じようこ 
知識に対して貪欲だったのです。 

それが、いつのまにか、「知らないことをさえ知らない」状態で過ごすようになったのよ k 孑で 
しょう0 

先哲は「学問をしているものはいつまでも若い」といい、「学問は疑問に始まって疑問におわる I 
といいました。わたしは、この本が、学問のはじめへのお手伝いの役をはたすであろうことを信じ 
ますが、それと同時に、つぎつぎと新らしい疑問が生じて、それを解こうと する、 その楽しみへの 
手びきにもなって くれる ようにと祈っています。 

昭和四十一年一月五日 折井英治 
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ァ ▽ふつうの貝は、切っても血が出ないのに、アカガイを切ると 


なぜ血が出るのでしょぅか . 1 

▽アサリをお吸物にしたら、小さなカニが一びきずつほとんど 

の貝にはいっていましたが、貝の中にどうしてカーーがいるのでしようか . 2 

▽アシカはなぜ芸をよく覚えるのでしようか。また、どのよう 


にして芸をしこむのでしようか 


▽アメンボはなぜ水の上を歩くことができるのでしょぅか . 

▽ァユを釣るのには、なぜ餌をつけなくても釣れるのでしょぅか 


3 


6 
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▽アライダマはなぜ食物を洗って食べるのでしょぅか . 

▽アリとアリがであう と、 なぜあいさつをかわすのでしようか . 12 

▽アリは遠くまで行っても、なぜ迷わずに帰ってくることができる 


のでしょうか 


4 


▽アリは仲間が死ぬ と、 どこかに運んでいきます が、 どこに運んで 


いくのでしょうか 


▽アリとアブラムシとはどぅしていつしょ C 住んで ハる ので 


5力 
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▽ アヮビの凤がらにはどぅして穴があいているのでし ょぅか 













V 


また、もう一方の貝がらはどこにいったのでしょうか . 20 

▽アンコゥを切るときには、どうしてつるしておいて切るので 

u . 2 

▽イソ ギンチャクは何を食べているのでしょうか . 22 

▽イソ ギンチャクはどんな役にたつのでしょうか . 24 

▽イタ チは何を食べているので しょうか . 25 

▽イヌはあんなに走ってもなぜころばないのでしょうか . 26 

▽イヌはどうしてなめるのでしょうか . 27 

▽イヌはイヌ小屋に虫よけ薬をまくとなぜいやがるのでしょうか . 29 

▽イヌは暑い日や走ったあとでは、®をだしてよだれをたらす 

のはどうして でしょう か . 30 

▽イヌは どうして、 ときどき草を食べるのでし ょうか . 31 

▽イヌと サルとはどうして仲が惡いのでしょうか . 32 

▽イヌ やネコの鼻はどうしていつもぬれているのでしょうか . 32 

▽イヌ やネコ も 人間のように夢を見るのでしょうか . 34 

▽イヌはなぜ電柱などに小便をするのでしようか . 34 

▽イヌ やネコはどうして トイレで おしっこをしないの でしょう力 . 36 

▽イノ シシを飼っていれば、ブタになる でしょう か . 37 

▽イモリは、 食いつ くと 死んでもはなさないといいますが、なぜ 

でしょうか . 40 

▽魚屋で売っているイヮシにはどうしてうろこがないのでしょうか . 41 
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ウ▽ウはなぜ天然記念物に指定されているのでしょうか . 

▽魚はいつも泳ぎまわっていますが、疲れないものでしょうか…： 

▽魚は何年くらい生きるものでしょうか . 

▽魚の年齢はどうやって知るのでしょうか . 

▽川の魚を海に入れるとどうして死ぬのでしょうか。また、海 
の魚を池に入れて飼っても育たないのはどうしてでしょうか：… 
▽魚の目玉は両がわについている のに、 なぜ前のほうが見える 

のでしょうか . 

▽魚にもにおいがわかるでしょうか . 

▽魚にはなぜ歯のある魚と歯のない魚があるので しょうか . 

▽人間が水の中で息を吐くと泡が出るのに、魚ではどうして泡 

が出ないのでし ょうか . 

▽魚のうきぶくろの中には何が入っているのでしょうか.：* . 

▽魚の うろこをとると 魚は死ぬ でしょうか . 

▽さかさ魚はどうしてさかさに泳ぐのでしょうか . 

▽ウグィスの糞で顔を洗えば どうして 色が 白くなる のでし ょうか：. 

▽ウグィスはどうして梅の木が好きなのでしょうか . 

▽ウサギの目はどうして赤いのでしょうか . 

▽白 ウサギの目は赤い のに、 黒ウサギの目はなぜ黒いので しょうか 

▽死んだウサギの目はどうして白くなるのでしょうか . 

▽ウサギの耳はどうして長いのでしょうか . 
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▽ウサギは歩かずにどぅしてビヨンビヨンはねるのでしょぅか 
▽ウサギはどうして泳げないのでしょうか . 


▽ウサギはなぜ水けのある物を食べさせると死ぬのでしょぅか 
▽梅雨時に飼いウサギがよく死ぬのはどうしてでしようか…… 


▽ゥマはよだれをたらさない のに、 ゥシはどぅしてよだれを長 
くたらすので しよう か . 


▽ゥシに赤い物を見せる と、 なぜ怒ってあばれるのでしょぅか 
▽ウナギにうろこがあるでしょうか . 


▽ゥナギはどぅしてぬるぬるしているのでしょぅ 
▽ウー ーのとげには毒があるで しよう か . 


▽ウマは何歳ぐらいまで生きるのでし ようか。 またウマやウシ 


の年齢はどうやって知るのでしょうか 


▽ウマの鼻いきはどうしてあらいのでしようか…… 
▽ウマはな：せいつも耳を動かしているのでしょうか 


▽ゥマはどぅして i 刖足で地面をけるのでしょぅか . 

▽学者馬はどうして計算問題などがとけるのでしようか . 

▽ウミガメの子はどうして卵からかえると海のほうへむかって 


いくのでしようか 


▽海坊主はほんとうにいるのでしょうか 


H ▽エビや ヵー ーにはどうして血がないのでしようか 
才▽お(尾)っぼはどんな役にたつのでしょうか . 
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▽オオカミはイヌの祖先でしょうか . 82 

▽オオム、イン コ、 キュカンチョゥなどはどうして話ができる 

のでしょうか . 83 

▽オタマジャクシはなぜカエルになるのでしょうか . 85 

▽まだカエルが出ないうちに、どうしてオタマジャクシが生まれる 

のでしょうか . 86 

▽オナガドリの尾はなぜ長いのでしょうか . 87 

力 ▽力はどうしてブーンとなくのでしょうか . 89 

▽ガのひげはなぜ大きいのでしょうか . 90 

▽チョゥは昼とぶが、ガはどうして夜とぶのでしょうか . 92 

▽貝がらはどのようにして大きくなっていくのでしょうか . 93 

▽貝の中にどうして真珠ができるのでしょうか . 94 

▽カイコは緑色のクヮを食べているのに、どうして白い糸をつくる 

のでしょうか . 96 

▽カイコはなぜ lli ^ るのでしょうか . 97 

▽カイコは眠るときなぜ頭をあげているのでしょうか . 99 

▽カエルのからだはどうしてつるつるしているのでしょうか . 100 

▽カエルののどは、なぜふくらんだり、ひっこんだりするので 

之 . 101 

▽力 H ルにはどうしておへそがないのでしょうか . 103 

▽カエルには尾がありませんが、オタマジャクシのときの尾は 
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どうなったのでしょうか . 

▽カエルは夂、、はどのようにして暮らしているのでしょうか . 

▽カキにも、おす•めすがあるでしょうか . 

▽カタツムリのしょつている貝がらは、どのようにしてつくられる 

のでしょうか . 

▽カタツムリには歯があるのでしょうか . 

▽カタツムリのおすとめすとはどうやって見わけるのでし ょうか… 

▽カタツムリがはったあとはなぜ銀色に光るのでしょうか . 

▽キツネやゾゥも家畜でしょうか . 

▽カツオのからだについている しま 模様は どうしてはっきりしてい 

るのでしょうか . 

▽カーーのはさみがとれたらどうなるでしょう . 

▽カーーのおすとめすはどうやって見わけますか . 

▽カニはどうして横に歩くのでしょうか . 

▽カニはどうして泡をふくのでしょうか . 

▽カーーはなぜ岩の間や砂の中にかくれているので しょうか . 

▽カニの穴のそばにある小さいおだんごはどうやってつくるの 

ですか。また、何のためにつくるのですか . 

▽カバはどうしていつも水の中にいるのでしょうか . 

▽カバはどうして水の中に長い こともぐっ ていられるのでしょ 
うか。鼻から水が入りませんか . 
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▽カバは 血の汗を流す というが、 ほんとうでしょうか 
▽カメは 隐く でしようか . 


2 

〇〇 
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▽カメはなぜ首をだしたりひっこめたりすることができるので 


しょうか 


▽カモはなぜ水にもぐるのでしょうか . 

▽カモシカはなぜ切手の図案にされているのでしようか 


▽カモメは 鬼 口 鳥です か、 益鳥です か . 

▽カワウ ソはなぜ水神としてまつられるのでしようか . 

▽カンガルーにはおすにもおなかにふくろがあるでしょうか 


キ ▽白いキジはどぅしておめでたいのでしょぅか 


14 
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▽キッネやタヌキは魔物で人を化かすといわれていますが、ど 
うしてそのようなことがいわれるようなつたのでしょうか… 

▽キンギョはなぜ赤いのでしょうか . 

▽キンギヨのこぶは何ですか . 


ク ▽クジラは水を飲むでしようか 


▽クマは冬になるとどうして穴の中にこもるのでしょうか 
▽クモはどうして巣をまるくつくるので しょう か . 


〇〇 
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137 
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140 


▽チョウの幼虫には毛がなくて、ガの幼虫に毛があるのはなぜ 


でしようか 


ケ ▽緑色をしたけものがいるでしょうか 


▽ゲンゴロゥはなぜ水中に長い間もぐっていられるのでしょぅか 
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J4 
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n ▽コオロギはなぜおすだけ鳴くのでしょうか 


▽こん虫にはなぜ目がたくさんあるのでしようか 


サ ▽むかしはサィの角を薬にしたそうですが、ほんとうですか… 
▽サギは唐くなつてから巣に帰りますが、暗いのにどうしてま 
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Ay 


ちがわずに帰ることができるのでしようか…… 
▽サケの鼻はどうしてまがっているのでしょうか 


▽サザ H の襌とはなんですか . 

▽サンマはなぜ秋にとれるのでしようか… 
シ▽二枚舌のある動物は実在するでしょうか 


▽シチメンチョゥはなぜ色が変わるのでしょうか . 

▽シマ々マやキリンにはなぜ模様がついているのでしょうか 

▽シミはなぜ本ばかり食べるのでしょうか . 

▽シラゥオはどうして白いのでしょうか . 
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ス ▽ツバメは虫を食べるのに、スズメはどうして田畑を荒らすの 


でしょうか 


▽鳥の巣箱を発明した人はだれでしょぅか 


164 
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セ ▽セミをつかまえようとすると、どうしておしつこをかけて逃げる 


のでしょうか 


ソ ▽ゾウの鼻はなぜ長いのでしょうか 


▽ゾゥの赤ちやんは何年くらいお乳を飲むのでしょぅか 
▽ゾゥは泳ぎができるでしょぅか . 
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▽ 「ゾウの墓場」はほんとうにあるのでしょうか 


夕▽大蛇はほんとうに人をのみこむでしようか 


▽タコ はほんとうに自分の足を食べるでしようか . 

▽タツノオト シゴをどうしてお守りにするのでしようか 


チ ▽チョゥのはねはなぜ美しいのでしょぅか . 

ツ ▽シカやウシの角の中はどうなつているのでしようか 
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72 

75 

79 
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▽ツバメが早く渡ってくる年は豊年だといいますが、ほんとう 


でしようか 


182 


▽ツバメの巣は泥でつくってあっても、どうしてこわれないの 


でしょうか 


▽ツルの頭はなぜ美しいのでしょうか 


テ ▽デンキウオはなぜ電気をだすのでしょうか 


▽動物は種類によってなぜ寿命の長さがちがぅのでしょぅか 
▽トラにはなぜ長いひげがあるのでしょうか . 


▽トラとライオンとは どちらが強いで しょぅ か 
▽いちばん大きい鳥はなに鳥でしようか . 


▽日本には鳥が何種類くらいいるのでしょうか…… 
▽鳥のくちばしはなぜとんがっているのでしょうか 
▽鳥はなぜよい声で鳴くのでしょうか . 
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186 
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189 
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▽コウモ 
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カエ ル、 へビなどは冬になると冬眠しますが、鳥 


は夂'、眠しないのでしょうか 


198 




















▽トンボの目は小さい目の集まったものだといいますが、いく 

つくらい目があるのでしょうか . 

ナ ▽ナ マズがあばれる と、 どうして地震がおこるというの 

でしょうか . 

11 ▽ニヮトリは なぜ空を飛べないので しょうか . 

▽-1ヮ トリの 頭にはなぜとさかがついている のでしょう か . 

▽ニ ヮ トリは なぜ小便をしないので しょうか . 

ネ ▽ネコの目はなぜ針のように細くなるのでしょうか . 

▽ネコの目は暗いところでどうして光るのでしょうか . 

▽ネコはどうして 顔を あらうのでしょうか . 

▽ネコはどうして魚が好きなのでしょうか . 

▽ネコはなぜ手でごはんを食べないのでしょうか . 

ノ ▽ノゥ サギはなぜ冬になる と 白くなるのでし ょうか . 

▽ ノミはなぜはねるのでしょうか . 

ハ ▽ハエはなぜ手や足をこするのでしょうか . . 

▽ハエはどうして便所に飛んできて卵を産むのでしょうか . ^ 

▽ハエにはどうして食物のある場所がわかるのでしょうか . 

▽ハクチョゥ(白鳥)はなぜ白いのでしょうか . 

▽ハ トは 子を乳でそだてるといいますが、ほんとうでしょうか…… 
ヒ▽ヒクィドリ(火喰い鳥)はどうして石炭の燃えがらや石を食べる 
のでしょうか . 
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V ヒトデの口はどこにあるのでしょうか . 

▽ヒバリはどうして绝高くさえずるのでしょうか . 

▽ヒラメとカレィはどうちがうのでしょうか . 

▽ヒラメの目はどうしてならんでついているのでしょうか： 

フ ▽フカはほんとうに人を食べるでしょうか . 

▽フグはどうしてからだをふくらませるのでしょうわ . 

▽フクロウやミミズクはどうして昼間は目が見えないの 

でしょうか . 

▽ブランクトンは何を食べて生きているので しょう か . 

へ ▽白いへビがほんとうにいるでしょうか . 

▽ベリカンの口はどうして大きいのでしょうか . 

▽ベンギンはどうして病気に弱いのでしょうか . 

ホ ▽ボウフリが上にいるときには、なぜ雨が降るのでしょうか 
▽シロダマ(白熊)はなぜ南極地方にはいないのでしょうか 

▽ホトトギスはどうして血を吐くのでしょうか . 

▽ボラのへそはボラの何でしょうか . 

ミ ▽ミノムシはなぜみのをつくるのでしょうか . 

モ ▽モズはなぜ木の枝にカエルや魚をさしておくのでしょうか 
▽モルモットはなぜ医学の実験に使われるのでしょうか…… 

ヤ ▽ヤマアラシにはどうしてとげがあるのでしょうか . 

ラ ▽ラィチョウの羽は、冬と夏とどうしてちがうのでしょうか 
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▽ラク ダはなぜ水を飲まずにいられるのでし ょうか…… 

▽ロバとラバとはどのようにちがうのでしょうか . 

▽ワカサギはどうして冬釣れるのでしょうか . 

▽冬、皇居の濠にくる小鳥はどこからくるのでしょうか 
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ふつうの貝は、切っても血 ァヵ ガイは北海道の南部から九州までの海にすむ貝で、波の静かな 内 
が出ないのに、ァヵガイを： 湾の泥がかった蠢にいます。足から糸をだして、泥の中の小石などに 
切!^ 0 / CC ぜ血が出るのでし 一ついてい享が、いつも後端をすこし泥の上にだしています。これは、 

ァサリのような水管をもたないので、もしすっかりもぐると息ができな 
くなってしまうからです。おいしいので大むかしから食物とされてきま 
した。それで貝塚からたくさん掘りだされることもあります。アヮビとともに貝のなかではいちば 
ん値段が高いので、十円すし屋などではほんもののアヵガイでは勘定にあわないといって、サルボ 
ウを代用しています。 

ァヵガイという 名は、 貝の身が赤いためにつけられたものです が、 身が赤いのは肉が 赤く、 その 
うえ、血も赤いからです。 

ところで、ハマグリやアサリを切っても血が出ないというのは、観察がたりないためで、これら 
の貝からも血は出ます。ただ貝類の血はほとんど色がないか、またはうす青色で透明なので、血だ 
と気づかないのです。 

われわれは自分たちの血が赤いので、血といえば赤いものときめてかかっていますが、赤い血を 
もっているのは高等な動物だけで、下等な動物の血にはほとんど色がありません。 

貝の血もほとんど色がないか、またはうす青色です。ところが、ァヵガイのなかまは例外で、サ 
トウガイ、マルサルボウ、サルボウ、ハイガイなどは、身も赤ければ血も赤い色をしています。 

ただし、同じように赤く見えても、人間の血とアヵガイの血とではふくまれているものがちがい 
ます。人間の血が赤いのはへモグロビンをふくんでいるためですが、アヵガイの血が赤いのは、へ 
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グロモ ー ゲンという血色素をふくんでいるためです。 

ア サリ、 シオ フキ、 バカガィ、カキ、ハマグリなど、二枚貝の中には 
カニがはいっていることがあります が、 これは貝が食べたのではなくて、 
カニのほうからはいったのです。 

カーーは卵からかえると、ノープリアスという、親とはまったく形のち 
がう幼生になって、水の中を泳ぎまわりますが、それからメガロッパと 
いう幼生にかわって、水の中を歩きまわります。貝の中にはいるのはこ 
のころだろうと考えられています。 

このようなカーーは カクレガニ といって、貝のからだを宿として、その中に一生とじこもってい 
て、もう外には出ません。貝の食べ残したものを食べているのですから、食物に不自由はしません 
が、日の目も見ない生活をしているだけに、ほかのカニにくらべる と、 からだが退化しています。 
ふつうのカーーは石灰質のかたい殼をつけていますが、 カクレガー ーは 石灰 質がなくなって、甲ら もや 
わらかく、ぶよぶよしています。足もよわいし、眼も退化してよく見えません。 

カクレガニはいろいろの貝を宿にしていますが、そのなかまのなかには、きまった種類の貝にし 
かはいらないものもあれば、カギヅメピンノのように、バカガイ、イガイ、アズマニシキ、イタボ 
ガキなど、いろいろの二枚貝を宿主とするものもあります。また、ゴカイの巣の中やナマコの肛門 
に住んでいるようなものもあります。 

いろいろの貝の中を注意して見さえすれば、 カク レガニを見つけることはさほどむずかしパこと 


7サリをお吸物にしたら、 
小さなカー I が I びきずつほ 
とんどの貝にはいっていま 
したが、貝の中にどぅして 
カニがいるのでしょぅ か。 
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ではありません が、 気づかずに終わる人もたくさんいることでしょう 。アリストテレスは、 今から 
二千何百年も前の人です が、 紀元前の大むか しに、 すでにこの 力 二を見つけて、いろいろ調べた と 
いうことです。 

サー カスで、 もっとも 人気のあるだしものは オット セイの曲芸です。 
それを見て感心した子どもが、「オットセイはどうして芸がじょうずな 
の？•」とたずねたら、おかあさんが「オットセイはおりこうだから」 と 
答えました。 

オットセイの毛皮は上等なので、さかんにつかまえられ、一時は絶滅 
しそうになりましたが、日本、英国、米国、ソ連などの国々で条約をむすんで保護したので、今で 
は数百万頭にふえたものとみられています。 

ところで、 サー カスで曲芸をしている オット セイは、たいていはアツカのめすです。アシ カと 才 
ットセイとはよく似ていますが、アシカのほうがすこし大きく、毛色がやや黄みがかっていて、綿 
毛がすくな•く、後足も オット セイより強そうです。それに、 オット セイは暑さに弱いので飼いにく 
いが、 アシカは オット セイにくらべる と 飼いやすいので、 サー カスの動物として適しています0 
アツカは毛皮では オット セイにかないません が、 芸では オット セイより上で、もっともすぐれた 
動物俳優といえます。それでボールや水のはいった コップ、 開いた傘などを*先にのせた まま、 か 
らだをごろごろころがして見せたり、煙草を吸って、煙の輪を吹いて見せたり、観客に拍手を求め 
るしぐさをしてみせたりします。それは7シカがりこうだからにはちがいありませんが、アシカ以 


7シカはなせ芸を±く賀え 
るのでしょうか。また、ど 
のようにして芸をしこむの 
でしょうか。 
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議顔 



上にりこぅな動物でも、芸はかならずしもアシカょ 
り上手だとはいえません。 

多くのすぐれた ア シカ俳優を育てた アメリカの ア 
シカ学校の校長先生にいわせると、アシカが曲芸に 
巧みなのは、7シカが鼻の先で何かをあしらう習性 
をもっていて、見え坊で、食いしん坊だからだとい 
います。 

ア シカの名調教師 マーク•ヒューリ ングが 、アシ 


ァ 


の力のショウを思いついた のは、 7シヵが海でくわえ 
力た 魚を キャッチボー ルの ょうに 投げあって愉快そう 
0. に 遊んでいるのを見たのがきっかけだといいます。 
また、 見栄坊だから、芸ができた とき、 おだててや 
ると得蠢なって やり 享。それで、これをうまく 
利用してしこむのです が、 食いしん坊ですから、芸 
と 交換に小魚 ひときれのほうびをあたえること も必 
1 要です。 

いつぞや松山の動物園で死んだ、めすのアシヵを 
解剖してみたら、胃袋の中に石ころが三百四十二個 
も入っていました。鉛、ラムネの玉、釣針、安全ピ 
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ソなどまで重さにして七 キロ 余りもの物が入って 
いましたが、これは見物人が投げこんだもので、 
アシカは 腸が 細いので、それが胃にたまってしま 
ったのだそうです。このような例は、前にも、/¢1 
路その他の 動物園に もありました。 芸を しこむと 
きには、この食いしん坊の性質も利用するのです 
が、 満腹す ると、 「はい、それまでよ」 と、 知ら 
ぬ 顔を するそうです。 

東京の上野動物園の人気者のァシカに芸をしこ 
んだ人も、ゾゥやラィオンはムチと愛情でしこむ 
が、 7シカは、えさと愛情でしこむのだといって 
います。 

その実際の方法としては、はじめ ボー ルを鼻先 
にじっとつけ て、 小魚ひときれをほうびにあたえ 
ます。これに味をしめさせてから、こんどはボー 
ルを落さないように鼻先にのせていれば小魚ひと 
きれをやるというよう に、 だんだんむずかしくし 
ていきます。こうしてならす と、 りこうなアツ カ 
なら 三 力月くらいで ボー ルを 鼻先にのせた まま、 










からだをごろごろころがすことまでやるょぅになるそぅです。 

なお、7シヵは自由の大海では、群をなし、水の中を巧みにくぐって魚をとって食べています 
が、ときどき海岸の岩の上にあがって眠ります。用心深くて、眠るときにはかならず見張り番が一 
頭いるそうです。そして、もし危険がせまると、シカのような鳴き声をだしてなかまに知らせ、い 
つせいに海中にとびこむといいます。それで、交代して眠ることを「アシカの番」といいます。むか 
しの本では、アシカに海鹿の字をあてています。 


ァメンボはなぜ水の上を步 
くこと ができるのでしよう 


か 


ァメンボは池や沼にすんでいるこん虫で、つかまえてにおいをかぐ 
と、水飴のにおいがする ので、このような 名がつけられたといいます。 
また、別の名をカヮグモ、ミズグモ、水またぎ、水馬などとも呼びます 
が、 これは、水面を活発に走りまわるからでしょう。 

日本にいるァメンボの種類は二十種を越え、そのなかには翅のないものもありますが、翅をもっ 
ているものでも、とぶ能力はあまりありません。いろいろの種類のアメンボがおなじ池にいるのを 
観察す ると、 大型の ナミ アメンボはまん中近くにかまえ、小型の ヒメ アメンボは池のふち近くにい 
るというように、 だいたい行動す る 区域がきまっています。これはたがいに繩張りを守っているわ 
けですが、おなじ種類のもの どうし もまた、それぞれの繩張りをもっています。 

アメ ンボが巧みに水に浮く のは、 ひとくちにいえば、水の表面張力の上に うまくの るからで す。 
鉄や鋼は水に浮きません が、 針を水に浮かせることはできるし、安全かみそりの 刃 も、水面に静か 
にたいらにおけば水に浮きます。それどころか、その上に一円の硬貨をのせても沈みません。この 
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ときの水面を見てみましょう。まるで膜が張っているか 
のように見えるでしょう。このように、水の表面にはち 
ぢまろうとする性質があるので、水より重い物で も、» 
きようによっては、浮くのです。このかみそりの刃も立 
ててのせたのでは沈んでしまいます。 

水にはこのような性質があるうえに、ァメンボのから 
だは浮きやすくできています。アメンボのからだにはこ 
まかい絹のような短い毛が生えていますが、ことに腹 ： iy 
は銀色の毛でおおわれています。そのため、水にふれて 
もぬれません。 

また、ァメンボの足は細長く、中足と後足は体長の二 
倍以上も あり、 足には長い毛が束になってついています。 
この毛の來を開いたり、閉じたりして水の上を走りまわ 
るのですが、毛がたくさん あると、 足の面積が広くなっ 
たのとおなじりくつになるので、からだが浮きやすくな 
ります。 そのうえ、からだから油を だして、 毛をぬらし 
ているので、水にぬれず、いっそう浮きやすいのです。 

そのしょうこには、もしアメンボのからだを水にぬれ 
やすくしたり、水の表：囬張力をよわめたりすると、ァノ 




ンボは水の上を歩くことができなくなります。 7 メンボにはかわいそうですが、たとえばアメンボ 
のからだをアルコールでふくと か、 水の中にせっけん水を入れるとかしてごらんなさい。アメンボ 
は水の上に立っていられなくなります。 

アユを釣るのには、なぜ 1?アユは清い流れにすむ姿の美しい魚で、むかしから、めでたい魚だと 
をつけなくても釣れるので されてきました。それで、天皇の御即位式の万歳ののぼりにもかかれて 
しう力 一きました。寿命がだいたい一年なので、年魚ともいわれていますが、川 

I 魚のなかでもっとも香りがよいので、香魚とも書かれています。 

アユは、からだ こそ 小さい が、 サヶやマスの なかまで、 川を上り下り します。しかし、 サヶ 、マ 
スとちが うところは、 若い ときに 川をのぼる ことです。 親は卵を川口近くの砂の中に産みつ け、 卵 

からかえった子は海に出て育ちます。そして、五センチくらいになると川口に集ま 
って川をのぼりはじめます。海にいるときには、おもにプランクトンを食べてい 
ますが、このころになると歯がのびて、川の底にすんでいるこん虫などを食べるよ 
うになります。そして、もっと大きくなって、上流に向かうようになる と、 とがっ 
ていた歯が板のようにかわって、石についている水アヵ(小さいモ)を食べるよう 

になります。 

アユをとるのには、釣ったり、やなでとったり、鶴飼のゥにとらせたりします 
が、 いちばん楽しいのは、友釣りやかばり(蚊鉤)釣りでしょう。かばり釣りは、さお 
の先にかばりをつけて釣る方法で、わりあいに小さいアユがかかってきます。かば 











りは カゲ ロゥににせてつくった針です が、 種類は千以上もあります。魚は一般に大食です から、 な 
んにでも食いつくものですが、アユは腸のいちばんきれいな 魚で、 あまりがつがつしないといいま 
す。それでもかばりにとびつきます。 やはり、こん 虫だと見まちがう のでしょう。 

すこし大きくなって、水アカを食べるようになったアユは、コケのたくさんついた岩のある 場所 
を自分の繩張りにして、そこを泳ぎまわって餌をとっています。そして、もし誰かなかまが きて領 
分をおかそうとでもすれば、それこそ大変です。アユは勇ましい魚ですから、 大敵に でも体当りで 
向かっていきます。この 性質を 利用して、おとりのアユを使ってとる 方法が 友釣りです。それで、 
おとりには 元気な アユを選んで使います。ですから、アユの友釣りは、友釣りというよりも 敵 釣り 
といったほうがふさわしいともいえるわけです。 

アライヴマはなぜ食物を洗 アライダマは北アメリカの大部分と中央アメリカに分布している動物 
って食べるのでしょうか。 で、耳が 小さく、 からだつきががんじょうで、タヌキによく似ていま 

す。 からだの毛が 長く、 綿毛が厚い ので、 皮は上等な毛皮になります。 
アメリカでは、 開拓者たちが これで 帽子を つくる ためにさかんに捕えた ので、 すっかり減って しま 
いました。 

アメリカでは 毛皮を とる ために 飼育していますが、ペットとしても飼われています。それは、ア 
ライ ダマは、 餌に 好き嫌いがなく、なんでも 食べる ので飼い やすく、 しかも、 動作が かわいらしく 
て、 顔 もおもしろく、そのうえ、なかなかのあいきょうものだからです。 寿命は 長くても 二十 年く 
らいで、 一回に 二ひきから 七 ひきくらいの 子を 産みます。 木の ぼりも 泳ぎ も上手ですが、 夜行性で 
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すから、昼はよく木のほら穴でねています。 

7ライグマという名は、何か食べるときにはな 
んでも水で洗う奇習をもっているところからつけ 
られたといい、西洋には「アライダマのように清 
潔にせよ」という格言があるほどです。動物園で 
は、アライダマのおりには池をとり入れ、水をた 
めてありますが、そこで観察すると、ビスケット 
や果物などを水につけて、ときには食べるところ 
がなくなってしまうことさえあります。このよう 
イな奇習は他のけものにはないことで、アライダマ 
ラだけのものです。 

ア アライダマのなかまのカコミスル、ハナグマ、 

パンダなどにも、このような習性はありません0 
それで、わたしたちは、わが身にひきくらべて、 
アライダマはきれい好きな動物だと感心するので 
すが、きれいな食物をあたえても、きたない水に 
ひたして食べたりします。水の汚れを気にとめ 
ず、また、食物が小さくなってもかまわずに★•に 
つけるところをみると、これは頭をはたらかして 
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やっているとは思えません0 

それでは、もし近くに水がなかったらどうでしょう。水がなければ、むろん水につけることはで 
きません。アライダマの洗うということばを人間の物を洗うのと同じ意味にとって、アライダマは 
けっして食物を洗わない と 主張する人もいますが、アライダマの洗いは水につけることをいったも 
ので、ふつうのけもの だと、 かたわらに水があっても、食物を水につけることはしません が、 アラ 
イダマは水につけます。もし水がなかったり、あっても遠かったりすれば、つけないで食べるのは 
いうまでもないことです。 

野生のアライダマは、水中の動物を捕えて食べることが多く、水底の泥の中に前足をつっこんで 
獲物をつかまえます。アライグマが食物を水につけるのは、このようなことがもとで、身についた 
ものでしょう0 

アリとアリがであう と、 な アリのいないところはないといってもよいくらいで、アリは世界中の 
ぜあいさつをかわすのでし どこにでもいます。種類も五千を越えます。洞窟のこん虫の代表的なも 
う力 ので、ある学者は「人間は、人間としてはまだ最も下等だが、アリは、 

アリとしてはこれ以上には高等になれないほど進化したからだをもって 

いる」といつています。 

『イソップ物語』によれば、アリはたいへんなはたらきものですが、巣の中ではあまり働かないと 
いいます。しかし、外ではよく働き、ハタラキアリは天気さえよければ毎日手わけをして出かけて 
いき、食物をさがしては運んできます。そして、ひとりで運びきれないときには、いそいで帰って 
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きて仲間に知らせます。 

途中で仲間にであうと、触角をたがいにふれあって何か話をしているように見えます。やがて、 
わかれてそれぞれの目あての方向にむかっていきます が、 アリに人間とおなじような心や頭があっ 
て、 人間とおなじような方法で自分の考えを伝えあうとは思われません。 

人間が ラジオ や テレビの アンテナを考えだした のは、こん 虫の触角から思いついたのだそうです 
が、アリの 触角はりっぱなアンテナです。 

アリはハチの仲間が空中の生活をやめて、土の中で生活するようになったものだといってもよ 
く、 おもに土の中で暮らしているので、からだもそれに向くように変わっています。それで目はあ 
まりき かなくなり、種類によってはめくらのもの もあります。 それなのに、こまかいことまでわか 
るのは、触角のおかげです。 

アリの生活は、においをかぐ ことと さわる こと だけだといっても よく、 触角でにおいをかいだ 
り、 物にさわったりして、いろいろのことをはっきり知るのです。 

餌を自分の巣にまちがわずに何回も運ぶことができるの も、 においをかいでいくからです。アメ 
リヵの学者の研究に よると、 アリはおしりの針を断続的に地面にすりつけて、分泌腺から フヱロ モ 
ンという香気物質をだして、それを地面につけていき、そのにおいを頼りにして、獲物のところに 
たどりつくのだといっています。また、このようなにおいに よる 情報交換は道しるべのときだけに 
かぎらず、自分の身にせまった危険を仲間に知らせて、仲間のアリの助けを求めるときにも役立っ 
ていると考えられています。いま、こん虫学者はにおいによるアリの会話の研究を進めていますが、 
出 あったとき触角をふれあうのも、においで倩報を交換しているので しょう。 
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アリは遠くまで行 っても、 I たいていのこん虫は、巣をつくらず、休むのに都合のよい場所をさが 
なぜ迷わずに帰ってくるこ してかくれていますが、ハチの仲間とシロアリの仲間は巣をつくって、 
とができるのでしようか。社会生活を営んでいます。 

I アリは土の中に巣をつくり、そこで社会生活をいとなみますが、食物 
をあさりにでかけるのは、もっぱらハタラキアリの仕事です。 

ハタラキアリが食物をさがして歩く範囲はおよそきまっていて、その範囲のなかなら、容易に帰 
ることができます。庭に巣をつくっているアリでためしてみると、二十メートルくらいまでのとこ 
ろからなら、さして苦労することもなく帰れるようです。これは、その場所のようすを知っている 
ので帰れるのかもしれませんが、しかし、ほとんど盲目にちかいアリが、目で見て知るわけはあり 
ません。 

それではどのようにして知るのでしょうか。まだはっきりしたことはわかりませんが、たぶんに 
おいで知るのだろうと考えられています。つまり、自分の歩いたあとに残っているにおいをかいで 
帰ってくるのではないかというのです。そのしょうこには、あまり遠く離れると帰れなくなってし 
まいます。 

また、近年、一部のアリで、巣からずっと遠くに行ったときには、太陽の光線をコンパスにして 
巣に帰ろうとすることが証明されました。太陽にむかっていったアリが、太陽を背にして歩けば、巣 
のほうに帰れるはずですが、しかし、餌までの道はかならずしも平たんではなく、石もあれば草む 
らもあり、水たまりもあります。それをのりこえたり、遠くまわり道をしたりしてたどり着くので 
すから、方向がずれ、また、太陽との角度も時々刻々に変わっていきますから、太陽をコンパスに 
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するとい つても、 かんたんなことではありません。ある 
学者の調べにょると、アリは帰るときには、はじめに歩 
いた距離だけ歩いても巣に行き着かないと、そこから直 
角の方向に歩いて巣にたどり着くといいます。 

ア アリのほかにも、巣やふるさとに帰る能力をもった動 
ぶ物はたくさんいます。 

こ ミ ツバチは何キロもはなれたところまで蜜を集めに行 


^ っても帰ってきます し、 ッバメは何千キロもの海を渡り 
^ ます。サヶは海で何年も育ったあとでも、生まれた川に 
帰るといいます。 

また、 ィヌ やネコを風呂敷に包んで遠くにすててきた 
のに、 二、 三日後に帰ってきたという話などもよく聞き 
ますが、三百キロもへだてた遠い所から帰ってきたなど 
という 記録 もあります。 人間には言葉が ありますから、迷うこともない はずです が、 もし 言葉の通 
じない 土地では ぐれたら、わたしたちは 途方に暮れて しまうでしょう。パプアの土人は、 密林の中 
でもけっして 方向を あやまらないといいますが、文明人は、 方向を 知る能力を失なってしまった の 
でしょう か。 

それにしても、これらの下等な動物が、わたしたち人間よりも、もっとすぐれた能力をもってい 
るということは、おもしろ、；，ことではありませんか。 
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アリは仲間が死ぬ と、 どこ 自分の巣の中に運んでいくのです。 

かに運んでいきます が、 ど アリは社会生活をしているこん虫で、人間につぐ知能的な動物だとい 
に運んでいくので しよう われています。しかし、アリの社会生活は人間の社会生活とはちがって、 
力 どんなても、ひとつの家族で、大きな巣には何十万びきもい 

ることがあります。これではたいへんな食糧難におちいるわけですが、 
さいわいなことには、多くのアリはたいてい何でも食べます。植物の蜜もなめれば、動物の死骸も 
食べます。それにハタラキアリがせっせと食物を集めます。 

アリは分業で仕事をしており、卵を産むのは女王アリの仕事で、ふつう一つの巣に一びきいま 
す。ほかには、わずかのおすアリがいるだけで、ほとんどのアリはハタラキアリです。ハタラキ7 

リは土などに穴を掘って巣をつくりますが、熱帯地方には巣の長さが二十メートルにも達するもの 
があります。巣はたくさんの小さな室にしきられ、そのなかにはごみ捨て場もあります。 

ごみ捨て場には、いらない室とか、または入口の横わきの室をあて、アリはそこへ食べた物のか 
すや、幼虫のぬいだ皮や、けがをしたアリや、仲間の死骸をすてます。いわば墓場とごみ捨て場を 
いっしょにしたようなもので、この点、大むかしの人のつくった貝塚に似ています。 

アリは自分の仲間が死ぬと、巣に運んでいって、このごみ捨て場にすてるのです。以前は、仲間 
の死骸を食べるといわれていましたが、専門にしらべた人の話では、死骸をばらばらにすることは 
あっても、仲間の死骸を食べることはないそうです。 

なお、アリは生死の判別もにおいによって見きわめるものと考えられています。 . 
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クリの木にむらがるアリマキとアリ 





アリと いつしょに生活しているアブラムシは、台所を荒らすアブラム 

シではなく、 アリ マキです0_ I __ 

わたしたちが知っている動物で、俗にアブラムシとよぶ動^]は三つ糾 
りま寸0 

一つ t けものの コウモリで、 夏の宵な ど 人家の軒近くをとぶ アブラコウモリ(ィエ コウモリ」 のこ 
とを アブラム シ とよびます。 あとの二つはこん 虫で、 一つは台所の忍者 ともいうべきゴキブリ、も 
う 一つは、 植物の葉や枝にたくさん ついて 草や木の養分を吸う アブ ラムシです。これが アリと いっ 
しょこ、 るアブラム シ で、アリ マキの 名は、 たえず アリに とりまかれて いると ころからつけられた 
ものです。 ‘ 

老人に おいしいお茶をごちそうしてあげる と、 「甘露の味だ」などといって喜びます が、 甘露とい 
うのは、 字のとおり甘い露のことです。むかしの 人は、 甘露は，国が よく 治まって、 世の中が太平の 
ときに天から降って くる もので、 とても 美味で、 これを なめれば長生きができるとしていました。 
アリマキは、 この甘露を肛門からだすので す。 アリがいつもアリマキをとりまいているのも甘露を 
もらうためです。 

アリマキは植物の葉や枝にたかり、くちばしをさしこんで汁を吸い、その中からたんぱく質をと 
って生きているのですが、汁の中に食まれている糖分はそのまま肛門から排出されます。これが木 
の葉の上などに。ほつぼつ落ちたのが甘露で、むかしの人が天から降ってくると思ったのは、アリマ 
キが高い木にづいて、そこから甘い液を落としたからでしょう。このように、アリマキは甘い汁をだ 
すので、アリはそれをもらおうとして集まるのですが、そのかわりに、アリマキを外敵から守った 


7リとアブラムシとはどう 
してい〇しょに住んでいる 
のでしょうか。 
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り、安全な場所まで運んでやったりします。なかには巣の中に保護しているものもいます。 このよ 

なアリは、アリマキの肛門付近を触角でたたいて、甘露をたくさんださせたりします。 これを® 
察して、それではひとつやってみようと、ダーゥィンもためしてみたそうですが、人間がアリのま 
ねをして、髪の毛などでアリマキの肛門の付近をなでてみても、人間がなでたのではすこしも甘 M 
をだしません。アリマキのことを「アリの牧場の家畜」だといいますが、理由のないことではあり 
ません◦こんなわけで、アリとアリマキとは、もちつもたれつの共生生活をしているのです。畑こ 
出て、注意して見ると、ムギやナノハナなどにたくさんのアリマキがつき、多数のアリがせっせと 
上ったり下ったりしているのを見かけることがあるでしよう〇また、エノキや ヶヤキの#こつ、こ 
アブラムシを、アリが木くずで巣をつくり、その中に保護しているなども見られます0 

なお、アリマキはふつうのこん虫とくらべると、かなり変わった生活をしていますが、ふえか」」 
も変わっています。 

ふつう、アリマキは卵で冬を越し、舂になると卵からかえりますが、このときかえるのはみなめ 
すで、翅がありません。しかも、このめすは子を産みます。一般のこん虫には、おすとめすとが、， 
て、めすが卵を産むのに、アリマキはめすだけで、しかも子を産むのです。しかも産まれた子虫は 
これもまた全部めすばかりです。そして、このめすがまた子虫を産みますが、これもま」こ、めす f 
かりです。 

f アリマキは、 このように代々めすだけで子虫を産みますが、秋の終わりころに なると、 Ji I じめ - t / 
おすが産まれます。こうして、ここではじめておすとめすとがそろい、こんどはめすが卵を産みま 
す。そして、この卵が冬を越すのです0 • 
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アヮビの貝がらは皿のような形をしているので、ハマグリなどのよう 
な二枚の貝がらをもっている貝の片がわのように見えますが、アヮビは 
巻貝ですから、貝がらはもとから一枚しかありません。 

卵からかえったばかりのころには、ほかの巻貝とおなじように、ァヮ 
ビのからも巻いていますが、大きくなるにつれて、貝がらの口がひろが 
り、ふちにつぎつぎと穴ができて、皿のような形になります。穴は一列 
にならんでいて、どれも外のほうにむかってつきだしていますが、表から裏まで通っているのは、 
ふつう、四つか五つです。 

アヮビは大きくなると、岩についたままで、海藻を食べていて、あまり移 
動しません。岩には、腹がわにある足で吸いついていますから、これでは呼 
ビ 吸ができません。しかし、さいわいなことには貝がらに穴があります。貝が 
ヮ らの穴はァヮビがいきをする穴です。また、二番目の穴は、 t ベた物のかす 
ァをだす穴です。 

穴は一生おなじ穴というわけではなく、ァヮビが大きくなるにつれて、貝 
がらには新しい穴ができてきます。そして古い穴からだんだんにふさがって 
いきます。それで穴の数は、貝が大きくても小さくても、だいたい同じです。 

アワビの貝がらはごつごつしていますが、内がわはにじのように美しくかがやいています。それ 
で貝細工やボタンにしますが、近ごろは、これからピンク色の美しい真珠をつくっています。むかし 
は、貝がらの内がわに南無妙法蓮華経という字や天神様の像をかいて軒端につるしたものですが、こ 



アワビ の貝がらに はどうし 
て穴があいているのでしょ 
うか。また、もう 一方の貝 
がらはどこにいつたのでし 
ょうか。 
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のよぅにすると、病気よけのおまじないになるといわ ix てい 
ました。また、中国では、むかしから、貝がらから目薬をつ 


く 


つています。 漢方で 石決明といいます0 


アン n ウを切るときには、 
どうしてつるしておいて切 
るのでしようか。 


アンコウは、春、卵を産むの 
で、冬の間がおいしく、肉も皮も 
臓物もことごとく食べられます。 
肉、えら、皮、かんぞう、腸、胆 
囊、腸間膜をアンコウの七つ道具とよびますが、とくにおい 
しいのは、かんぞうと皮です。アンコウは、うちわのような 
形でひらたくて、胴が小さいので、まるで全身が頭ばかりのよ 
うに見えます。ひれが小さいので、泳ぐことは あまり 上手で 
なく、早く泳ぐことなどはできませんが、海底をはうのに 
は、ひれが役立ちます。また、アンコウは食物をとるようす 
がたいそうおもしろいので知られています。 

アンコウはからだの色を海底の色に応じてうまくかえるこ 
とができるので、なかなか見つかりません。そのうえ、背び 
れのいちばん前の端が、頭の上に糸のように細く伸び、先が 
すこし太くな っていて、 まるで釣糸に餌をつけたように見え 
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ます。それで、海底にじっとしていて、これをピラピラ動かす と、 小さい魚は餌と見まちがって近 
づいてきます。アンコウはこうして魚をおびきよせ、小魚がちょうど頭の上にきたときを見はから 
って、急にとびかかってひとのみにし、砂の中にもぐってからゆっくりそれを食べます。すこしも 
働かずにじっとしていて、ごちそうにだけありつくことを、「アンコウの待ち食い」というのは、 
これから出たことばです。 

アンコウは、ふつう、このようにして餌をとっていますが、小魚が思うようにとれず、あまり U 
もじくな ると、 水面に浮いてきて、あの大きくさけている P で、水鳥を丸のみにすることもありま 
す。アンコウのからだは、やわらかくてブョプョしていて、水あげされたところはまるで大きな) ® 

物のようです。やわらかいうえにねばりがあるので、ふつうに切ろうとしてもなかなかうまく切れ 
ません。それで、アンコウを切るときには、つるし切りをするのです。アンコウの下あごに繩を通22 
して鈎をかけ、つるしておいて肉をそぐのですが、むかしは、アンコウの口から水を十リットルも 
入れ、重みをつけてから切ったそうです。 

イソ ギンチャクは何を食べ 海の大食漢として知られているのはタコですが、イソギンチャクは夕 
ているのでしょう か。 コにも負けないほどの大食いです。 

イソギンチャクはふつう筒のような形をしていて、胴の上の中央に口 
がひらいていますが、これは食物の入口であると同時に、食べた物のかすをだす肛門の役目もして 
います。胴体には骨がなく、筋肉がよく発達しているので、伸びたりちぢんだりすることができ、 

伸びちぢみがひどいので、伸びたときとちぢんだときとでは形も非常にちがっ.て見えます。口のま 



わりには細いひものような触手がたくさんついていて、それがひらいたところは、花が咲いたよう 
にみごとです。色もきれいで、まるでアネモネの花が咲いたように美しいので、英語では、この類 
のことを「海のアネモネ」とよんでいます。 

イソ ギンチヤクが触手をひらひらさせていると、それにさそわれて小魚がそばに寄ってきます。 
そして、もし触手にふれれば、 イソ ギンチヤクは触手を魚にからませて、口の中に入れて食べてし 
まいます。そのときの触手をちぢめるようすが、きんちゃくの口をしめるのとそっくりなので、イ 
ソギンチヤクの名がつけられたのです。 

こころみに、肉片やこん虫をふれさせてみると、触れた触手がこれを捕えてだんだんに口に送り 
こむのがわかります。また、指をふれてみると、多数の触手が指のまわりに集まってきて、ねばり 
つくのがわかります。魚を捕えたときには、触手にある針でさして弱らせるのです が、 指やてのひ 
らでは、それはあまり感じません。 

これは余談です が、 ある学者が、五十円硬貨とおなじくらいの太さの イソ ギンチヤク に、 五十円 
のお金を食べさせてみました。すると大食漢の イソ ギンチヤクは、さっそく触手でお金をかかえ、 
口をいっぱいにひろげて食べてしまいました。しかし、いかに食いしんぼうでも、硬貨を消化する 
ことはできません。ところが、不幸なことには、硬貨がちょうど胴いっぱいにつまってしまったの 
で、 いまさら口からだすこともできなくなってしまいました。まるで、からだのまん中に戸をたて 
られたような形に なり、 動きがとれなくなって、 イソ ギンチヤ クも 苦しそうです。どうなることか 
と見ていると、 イソ ギンチヤクの形がだんだんかわってきて、幾日かする と、 ついに胴体が上下の 
二つに切れてしまいました。さすがの イソ ギンチヤ クも 、もうこれでおしまいかと、なお も 見てい 
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たら、おどろいたことには、 根 もとのほうの 切れ 口には 触手が 生え、上のほうの 半分は近くの岩に 
吸いついて、どちらも一びきずつの イソ ギンチヤクになり、さかんに魚を食べはじめました。そこ 
で、もう一度、五十円硬貨をやってみました。前の舌しさに、もうこりごりだといって食べないか 
と思いきや、こりもせで、また食べてしまったのには、 それ こそ、あいた口もふさがらなかったと 
いいます。 

学者のいうことですから、うそではないと思います が、 わたしがためしに石をやってみたときに 
は、 触手でからだの外におしだしました。 

イソギンチヤクはどんな役 イソギンチヤクは S 帯から熱帯にかけてひろく分布している動物で、 
にたつのでしょうか。 岩石の多い磷ではどこででも rm につく動物ですから、誰でもよく知って 

います。種類も多く、熱帯のものは色もあざやかで、南洋のハナブサイソ 
ギンチヤクなどは直径が三十センチもあって、 白、黄、緑、 褐、紅などの色にかざられています。 
習性もさまざまで、ヤドカリの入っている貝殼の上につき、ヤドカリにあちこち移動させてもらっ 
ているヤドカリイソギンチヤク、触手を動かしながら、水の表面近くに浮かんでいるオヨギイソギ 
ンチヤク、クラゲ類に寄生しているヤドリイソギンチヤクなど変わったものがたくさんあります。 

しかし、 人の役にたつものは 少なく、あまり 利用されていません。ベニヒモ イソ ギン チヤ ク、 イ 
シワ ケ イソ ギンチヤ ク、ハナワ ケ イソ ギンチ ヤクなどは、 みそ汁のみや、酔の物にして食べます が、 
あとはせいぜい魚の釣餌にするくらいのものです。 
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イタチに鶏舎をおそわれて、ひと晚でニヮトリが全滅してしまった話 
などをよく聞きます Q しかし、イタチはいつもニヮトリをおそうわけで 
はありません。 

イタチは、からだは小さいが力が強く、性質が非常に荒らいので、ほかの動物を殺すことが好き 
です。それで、ニヮトリをとって全部食べてしまうというわけではないのに、ひとたび鶏舎をおそ 
えば、はしからかみ殺したりするのです。 

イタチは平地から低い山にかけ、わりあい人家の近いところに住んでいますが、水辺が好きでよ 
く水を泳ぐことができますから、そこではカエルを食べたり、カジカのような小 m をとって食べてい 
ます。陸上ではおもにネズミを食べていますが、動作がすばやいので、ときにはマムシをおそってか 
み殺したりもします。自分よりずっとからだの大きいノウサギを殺して、生血を吸うこともありま 
すが、そのときには、ウサギの前で毛をさかだて狂ったように踊ってみせて、ウサギの好奇心をそ 
そり、ウサギが見とれているすきをねらって、いきなり首すじにかみつくといわれています。この 
ほかにもスズメ、ツグミなどの小鳥、甲虫、コオロギ、バック、イナゴ、トンボ、ヶラなどのこん 
虫もとって食べます。しかし、何といっても、いちばんおもな食物はネズミで、ネズミにとっては 
イタチはいちばん恐ろしい天敵です。イタチはネズミを殺しても、肉を食べるのではなく、血を吸 
うだけで、せいぜい食べても脳を食べるくらいですから、ほかのどのけものよりもたくさんネズミ 
を殺します。からだが細長いから細い穴にももぐることができ、めすのイタチは直径三センチの管 
でも自由にぬけられるといいます。ですから、ネズミの穴に入って追いかけるくらいはなんでもあ 
りません。ネズミの当 a は、金銭にかえると毎年数百億円にものぼり、ときには畑を全滅させられた 


ィタチは何を食べているの 
でしょうか。 
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りするので、それを防ぐためにイタチをふやしている地方もありますし、奄美大島でもおそろしい 
II 母をもつハブを防ぐためにイタチを移入しています。 

ところで、このイタチのいちばんの敵はキツネです。イタチが追いつめられて、絶対絶命になっ 
たとき、その瞬間に、パッと鼻先にひっかけるのが、有名な「イタチの最後屁」です。 

イヌはあんなに走っても、 幼児はイヌが走っているのを見て、よく、このような驚きの声や質問 
4° €■ ころばないのでしょう を発するものです。それは、自分たちはしばしば物につまづいてころぶ 
力 のに、イヌはどこへでも一もくさんに走って、しかもころぶことがない 

からです。 

イヌは、大むかしから人間に飼われている動物です。イヌが家畜として大事に扱われているのは、 
いろいろすぐれた特性をもっているからですが、足の強いことも目立った特長の一つです。イヌは 
非常な長距離を歩くことができるばかりか、かなり速いスピードで走ることができます。 

動物の四本の足は、もともと運動のための器官ですが、運動法は、種類によって、陵を歩いたり、 
水を泳いだり、空を飛んだり、地をもぐったり、あるいは木にのぼったりなどいろいろです。これ 
は、生活する場所や習性によって足の構造がちがうからですが、四足獣の運動法は歩くことと木に 
のぼることが主です。そのうち、イヌはもっぱら歩いたり走ったりで、木にのぼることはしません 
が、これは、イヌの足は走るのには都合よくできていますが、物をつかまえたり、抱くようにはで 
きていないからです。 

イヌが、原始時代から、ほかの強い動物たちにほろぼされることなく'栄えてくることができたの 
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は、一つには速く走ることのできる四本の強い足をもっていたからでしょう。わたしたち人間の場 
合には、四本のうち、前の二本は手とよんで、歩くことには使わず、二本の足で歩きます。しかも 
重い頭を首の上にのせて直立しているのですから、イヌにくらべると重心もずっと高くなっていま 
す。人間にくらべると、重心がずっと低くて、しかも四本の強い足をもっているイヌが、人間より 
倒れにくいのは当然のことです。それは乗物の二輪車と四輪車とを比較してもわかることですが、 
しかし、四輸車もときには倒れることがあるように、イヌもほかの物にぶつかったり、他から別の 
力を加えられれば、ころぶことがあるのはいうまでもありません。 

イヌはどうしてなめるので イヌは紀元前五千年ころには、もう家畜になっていたといいます。 
ようか。 アルプスの救護犬として有名なセントパーナ ー ドのように、体長一 • 

七メートル、体重九十キロにも達するものから、マルチースやチヮヮの 
ように、体重ニキロそこそこしかないものまで、大小いろいろの品種があり、毛色や形もさまざま 
です。しかし、どんなに変わった品種を見ても、これはイヌだとすぐわかります。それは習性によ 
って知るからです。人とイヌとは大むかしから仲よしになって、たがいに助けたり助けられたりし 
てきたので、おたがいによくその習性を知っています。 

イヌが骨をしゃぶったり、人にあまえるときに、からだをすりよせ、手や顔をなめるの も、 イヌ 
の習性の一つです。 

暑いときや運動したあとなど、イヌが舌をだしているのはよく見る情景で、これが舌の表面から 
熱を放散して体温を調節しているのだということは、周知のとおりですが、しかし、舌はそれだけ 
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が役目ではなく、食物の味を知ることがもっとも大きな役 cn です。味ばかりでなく、形、熱いか冷 
めたいかなども舌で知りますが、食物をかむときに、食物を«の問に支えておき、かみ終わると、 
丸めてのどに送るはたらきもしています。また、口の中や*のそうじをしたり、口のはしについて 
いる食物をなめとったりもします。それから毛をきれいにするブラシの役目もしています。イヌの 
舌は人間の舌よりざらざらしていますが、これは骨をしゃぶって、骨についている肉をなめとるの 
に便利です。 

イヌがものをなめるのは、骨についている肉をきれいになめとる習性と関係がありますから、手 
になにか食物がついているようなときには、このんでなめるわけです。ある人の手はなめないが、 
ある人の手はなめるというような場合には、たいていは、その手に食物などのにおいが残っている 
ときです。 

もっとも、その手でいつかイヌをいじめてあれば、たとえ手になにかついていても、「その手は 
食わぬ」と見向きもしないでしょう。 

また、食物とは関係な く、 なめるのは、イヌがあまえるときのしぐさです。 

イヌ好きの人は、イヌがなめると、こちらも喜んでなめさせるので、イヌはいっそうなめてあま 
えます。なかには、お菓子をイヌと 一口ず つおたがいにかじりあったりする幼児などもいます。 

動物をかわいがるのはよいことですが、しかし、このようなことは危険です。イヌの唾? SI がつく 
ことはあまり感心したことではなく、獣医はイヌを診察したあと、とくに手をよく洗って消毒しま 
す。人間は、自ら万物の霊長ととなえるくらいですから、自分をほかの動物より非常に高等なもの 
だと思っており、それで人間の病気と動物の病気とはまったく別のものだと者えやすいのですが、 
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イヌと人間とは共通感染の病気が多く、ことに唾液に関しては注意を要します。 

狂犬病は、狂犬にかまれなくても、傷のあるときには、なめられただけでも感染します。また、 
イヌの結核には人型と牛型があり、日本のイヌには人型結核のものが多く見られますが、これはイ 
ヌが人から伝染したり、イヌから人が伝染したりします。 

トキソプラズマ、ヮイル氏病などの寄生虫や病原菌は、糞や尿に直接さわらなければ、伝染しな 
いように思っている人もいますが、イヌの口はあまり清潔ではないので、このような病気の感染す 
ることもあります。それで、イヌになめさせることはやめるべきです。 

イヌはイヌ小屋に虫よけ薬 力にさされてはかわいそうだと思って、せっかく虫よけ薬をまいてや 
をまくとなぜいやがるので ったのに、人の親切も知らないで——と思いますが、これは、じつはイ 
しょう Z ヌにとっては、力にさされるよりも迷惑なことなのです。わたしたちに 

はそれほどに感じない虫よけ薬の臭気も、イヌのようなよい鼻をもった 
ものにとっては、とてもたまらないにおいなのでしょう。それで、イヌは、においがすっかりなく 
なってしまうまで、小屋の近くに立ちよらなくなったりすることもあります。 

イヌの嗅覚は私たちの想像しているよりもずっと鋭く、たとえば、化学分析ではさがしだせない 
くらい薄い薬を塗っておいても、イヌの鼻にはちゃんと感じます。ですから、イヌを利用すると、 
あるかないかわからないような非常に薄い毒ガスなどを発見することもできます。イヌの鼻は、い 
わば、においを見つけだす顕微鏡のようなものです。イヌはこのように鋭い嗅覚をもっていますか 
ら、虫よけ薬はあまり好きではありません。しかし、どれも大きらいというわけではなく、あまり 
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ひどく気にしないにおいもあります。 イヌの いちばんかぎたがるにおいは、なんといっても動物に 
関係のあるにおいで、動物の死骸や仲間の排泄物があった とき、これを かぎ歩かない イヌは、おそ 
らく一びきもいないでしょぅ。 

わたしたちは、運動をしたときや、暑い日にはさかんに汗をかきま 
す。はげしい運動をしたときには、一時間にーリットルも汗がながれま 
す。いったい、汗はどんな働きをしているのでしょぅか。 

私たちのからだは、運動をしたとき や、 暑いときには、からだの中に 
熱がたくさんできて、体温があがります。体温がむやみにあがるとたい 
へんなことになりますから、汗がつぎつぎに流れて体温のあがるのを防いでいるのです。それで人 
の体温は病気でないかぎ り、 いつも三十 六、 七度をたもっています。 

汗は皮膚の表面にある汗腺から出ます。わたしたち日本人の皮廇にある汗腺はおよそ二百万で、 
南方の土人には四百万もあります。動物が汗をかくのも、やはり汗の出る腺があるからですが、例 
外はイヌです。イヌは汗腺が発達していないので汗をかきません。それで、はきだす SV といっしょ 
に熱を放出するよりほかに方法がありません。イヌは夏になると少し運動しても、大きな 口を あけ 
て、長い舌をたらし、浅い呼吸を速くくりかえします が、 これは、熱をだし体温のあがるのを防いで 
いるのです。また、このときよだれをたらしますが、 このよ だれは、ねばりけのない水の ような 唾液 
です。この唾液は体温をさげるのに役立っています。人間でいえば汗の働きをしているわけです。 

イヌの体温は人間より少し高く三十八、九度がふつうですから、老人のなかには、コタツだとい 


イヌは暑い日や走つたあと 
では、舌をだしてよだれを 
たらすのはどうしてでし 
うか。 
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って、冬、 イヌをだいて寝る人もい ます。 

イヌはどうして、ときどき あらゆる動物のなかで、イヌほど人間の生活に近い暮らしをしている 
草を食べる のでしょう か。動物はないでしょう。文明人の飼犬になると、未開人の生活よりも高等 

な生活をしています。畳の上にあげられて、人といっしょに生活をして 
いるイヌさえあります。 でも、 それがイヌにとってしあわせかどうかは別問題です。どんな富豪の 
家のイヌで も、 外に放せば、ゴミ箱をあさったり、きたないものにからだをすりつけたりします。 
飼主のあたえるごちそうは、人間にとってはごちそうであっても、イヌにとっては迷惑なこともあ 

るので しょう0 __ _ 

—イ，ヌが草を食べたがるのは、たいていおなかのぐあいの悪いときで、こんなときには胃酸過多か 
®? じのよくないときが‘多* ^。 人間に飼われているイヌは運動不足になりがちで、食べ物も人 
間好みの塩分の多い物をあたえられるので、ときどき胃酸過多になります。また、外で悪い物を食 
ベ、それがおなかにたまって中毒のような症状をおこすこともあります。 

こんなと き、 イヌは自分で薬を飲んだり下剤をかけたりすることができません。それで、草を飲 
みこんで胃や食道を刺激して吐き気をおこさせたり、腸を刺激して通じをよくするのです。けっし 
て食物として食べるのではありません。そのしょうこには、このようなときにはカヤのような長い 
草をほしがってさがすでしょう。 
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イヌとサルとはどうして仲 イヌと サルとは仲のわるい代表で、顔さえ見ればけんかをするように 
がわるいのでし ょうか。 いわれます が、イヌと サルといっしょに飼えば、けっこう仲よくなるも 

のです。桃太郎の昔話では、 イヌと サルとがいっしょにお供をしてい ま 
すし、 わたしどもが子どものころ見たサル芝居では、 イヌと サルとが仲よく芸を演じたものです。 
«草の花屋敷で見たサル芝居を、わたしは今でもなつかしく思いだします。 

ところで、初対面の イヌと サルとはなぜ仲がわるいのでしょうか。それは、イヌは今でこそ人間 
に飼われて、ご飯に味 i 日汁をかけたものでも食べ、人にもよくなついて、かわいがられていますが、 
もともとはオオヵミの親類で、肉を食べる la 物です。きっと一^^のどきには動物をおそって食べて 
いたにちがいありません。そして、そのねらう相手があまり大きいと手がでません が、 そういうこ 
とでは、サルくらいの大きさが限度であったでしょう。一方、サルにとっては、大きさは自分とお 
なじくらいで も、 嗅覚の鋭い肉食のイヌは強敵というわけです。それで、イヌとしてはサルに向か 
うときには、ありったけの力をだして向かわなければならないでしょうし、サルはまた強敵に向か 
う態勢をとらねばならぬといったようなわけで、たがいに*をむいてにらみあうのでしょう。 

イヌやネ n の鼻はどうして けものはいっぱんに よく 嗅覚が発達していますが、イヌの鼻は とくに 

いつもぬれているので しよ よくききます。 

うズ 水の中に住んで いるクジ ラはべつと して、 けもののなかで嗅覚のあま 

り発達していないのは人間で、それにつぐのはサルの仲間です。コゥ モ 
リの鼻もあまり発達していません。ところがネズミなどになる と、 たいそうよく発達していて、ネコ 
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ィヌの嗅覚を利用して犯人をさがしだす訓練 


の近づくのを知るのも、目で見て知るより先に、 
まず、 嗅覚で知るのです。 

また、 シヵのような弱•い動物は恐ろしい猛獣の 
においを鼻でかぎわけます。イヌになるといっそ 
うよく発達していて、イヌは鼻の動物といわれる 
くらいです。警察犬などとして、すばらしい働き 
がで きる のはそのためです。イヌにとっては、数 
時間たってからでも、犯人の足跡をかぎわけて追 
跡す るく らいはなんでもありません 〇シ H パード 
を買った人から聞いた話ですが、ある 日、 郵便配 
達員が手紙の束を投げ込んでいったと ころ、 その 
シ H パードが郵便物のそばをどうしても離れない 
ので、郵便の束をほどいてみたら、その中から前の 
主人が発信したハガキをくわえだしたそうです。 

このような鋭い嗅覚をもっているイヌの鼻は、 
できかたも非常に複雑で、においをかぐ部分もた 
いそう広くなっています。そして、そこからたえ 
ず粘液をだしています。粘液でいつもぬれている 
と、 かわいているときよりずっとにおいをかぐ« 
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きが強くなるのです。鼻の外の部分、つまり鼻の頭といっているところには、毛の生えていない部 
分があって、粘液はそこからもだされているので、イヌの鼻はいつもぬれているのです。 


イヌやネコも人間のように 
夢を見るでしよう か。 


これはイヌやネコに聞いてみなければ本当のことはわかりませんが、 
聞く方法もないので、はっきりしたことはわかりません。イヌやネコは 
わたしたちのいちばん近くにいる動物ですが、私たちとはずいぶん違っ 
た世界にいることを忘れてはなりません。わたしたちが自分のことから想像して、こうだとはっき 
りきめてしまってはいけないと思います。それでイヌやネコが夢を見るとか見ないとかはっきりは 
いえません が、 寝ているときのようすからおしはかって、たぶん夢を見るだろうと考えられます。 

イヌやネコを飼ってみます と、 今までじっと寝ていたものが急に立ちあがったり、ほえだしたり 
することがあります。それはちょうど人間が何か夢を見て、はっと目をさましたときのようすとそ 
っくりですから、たぶん夢を見るのでしょう。 ドイッには、 イヌが夢を見るかどうかを調べるため 
に、多くの愛犬家にいくつかの質問をだして意見を求め、また、イヌのそばにいて脈膊や呼吸を測 
定したり、表情や運動などをこまかく観察した学者がいますが、その結果 も、 夢を見ているにちが 
いないといつています。 


4 

3 


イヌはなぜ電柱などに小便 
をするので しようか。 


後の片足をあげて、電柱などに尿をするのはおすのイヌで、めすのイ 
ヌと小犬はしやがむよぅなかっこぅをして尿をします。おすイヌは«の 
中ででも道ででも、木、電柱、置石など、ことに目立ったところに好ん 



で尿を しますが、 喜んでい ると きには とくにた びたび尿を して、しまいには 尿が 出なくなることも 
ふめります。 

むかしは、イヌがそこらじゅうに尿をかけて歩くのは、帰りに道にまよわないようにするためだ 
といわれて いました。ちょうど 人間が山にのぼると き、 木の枝を折って、みちみちすてて いき、 帰 
りの目じるしにするのとおなじようなわけで、自分のにおいを残しておいて、それをかいで帰るの 
で、遠い所からでも帰れるのだというのです。しかし、このごろでは、その考えかたはあまりあた 
っていないとされています。 

イヌがつぎつぎと目立った場所に尿をしていく のは、 自分の勢力範囲をひろげるためではないか 
と 考えられて います。 

つまり、尿をして自分のにおいを残すことによって、ここは自分の領分だとい うこと をあらわし 
ているつもりなのだろうと推测されています。このことは、二ひきのおすイヌがつづいて通るのを 
見ていると、なるほどとうなづけます。 

二 ひきの イヌは、 先の イヌの ほうが強くて大きい と、 後からきたほうは尿をしないで そのまま 通 
りすぎますが、 後の イヌの ほうが強い場合には、先の イヌの かけていった場所にいちいち尿をかけ 
ていきます。 

動物が自分の勢力範囲をひろげようとする性質は、 イヌ ばかりでなくて、ほかのものにもありま 
^-0 たとえば、ヵモシヵの仲間には、目の近くからでる分泌物を木の枝につけておくものがありま 
すが、クマが木の幹などをひっかいたり、小鳥が卵を産む時季に林の中で梢をさえずり渡ることな 
ども、みなこれと同じわけであろうと考えられています。 
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それはしつけがわるいからだといえます。 イヌを 飼っている人には、 
毎朝連れて歩いて、よその家の前や庭先に糞をさせるのを当然のことと 
思っている人が 多く、イヌ やネコをだいて寝る人で も、トイレで 用をた 
させている人はいません。それで、わたしたちは イヌ やネコは行儀のわ 
るいものだときめこんでいますが、 イヌ やネコ も 所えらばずどこにでも粦や尿をするものではな 
く、 きまったところに しよぅと するものです。なかには、用をすませた あと、 後足で砂をかけてお 
くものもいます。 

イヌを 飼って観察す ると、 糞や尿をするところはだいたいきまっています。それはたいていは - M 
まった隅っこの場所です。まずその付近の地 W のにおいをかぎ まわり、 それから用をたします。前 
にした糞の上にまた重ねて糞をするよぅなことはしません が、 きまった木の根もとにばかり尿をか 
けるために、木が枯れることなどもあるほどです。 

また、戸外では道ばたのく さむら、 枯れ葉のたまった ところ、 砂山などにします が、 これもほぼ 
おなじ場所を えらび、 ほかのイヌの糞のあるところにはしません。 

イヌは便がしたくな ると、 かならずそこらへんをかいで、ぐるぐるまわるので、警察犬を訓練す 
る人は、そんなときすぐ幼犬をだきあげて、 ffi をさせるところへつれていきます。これをくりかえ 
している と、 イヌは自分でそのきめられた場所にいくようになります。 

ただ、 おすイヌが電柱や石などにさかんに尿をかけて歩くのは、尿がはずんできてするというよ 
りは、 自分のなわばりを仲間に知らせるためだと考えられています。 

また、 ネコは、まだ母乳を飲んでいる子ネコのうちは、母ネコがその糞尿をなめて始末をします 


イヌ やネコはどぅして トイ 
レでおしつこをしないので 
しょぅか。 
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♦か、 なにか食べはじめるようになる と、 自分ひとりです るよう になります から、 このときネコの 卜 
イレをきめてやることがたいせつです。 

子ネコは自分の尿のにおいの残っているところにするものですから、畳などの上にしたら、新聞 
紙に尿を吸わせ、この紙をトイレときめた箱の中に入れておきます。そして畳は熱湯でふいて、に 
おいを消しておきます。また、糞は庭のきまった場所にすてておきます。庭におりられるようになっ 
たら、箱のトイ1/もそちらに移動すれば、子ネコはそこをトイレにきめて、用をたすようになります0 

イノシシとブタとは、ちょっと見るとずい ぶんちが った 点が ありま 
す。いま 飼われて いるブタの 代表的な ものといえば、ョークシ ャーやバ 
丨クシ ャーです。 これとイノシシとをくらべてみると、イノシシは 顔が 
長く、 額から鼻にかけての線が まっす ぐです が、 ブタは 顔が 丸く、 しゃくれています。 また、 イノ 
シシは犬歯が大きく、 いわゆる 牙になって いて、とくに 下 あごの 牙は小刀の ように 鋭くな っていま 
す。 牙はイノシシの武器で、満州では、 イノシ シをおそった トラが 牙で腹を さかれることもあるそ 
うです。 

このように牙が鋭くとがるのは、上あごの牙と下あごの牙とがよくかみあって、たがいに磨きあ 
うからです が、 これにたいして、ブタの牙は非常に小さく、上あごの歯と下あごがかみあわないの 
で、 すこしも鋭くありません。 また、イノシ シの鼻は鼻先が長くて強いので、これを地面に さしこ 
んで土を 掘り、 土の中の植物の根やミミズなどをさがして食べます が、 ブタの鼻はしゃくれたよう 
になっているので、土を掘ることもずつと下手です。 


ィノシシを飼つていれば、 
ブタになるでしょぅか。 


イノシシ（左）とブタ（右）の頭部 


それに、イノシシの M はまっすぐ立っていま. 

すが、ブタの尾はくるっとねじれており、耳 
も、イノシシの耳はブタの耳よりもずっと立っ 
ています。 

また、イノシシの頭から背中にかけては怒り 
毛という、長くてかたい毛がならんで生えてい 
て、怒るとこれがさか立ちますが、ブタには怒 
り毛はありません。それからイノシシは毎年五 
月ころ子を産み、一度に産むのは五、六びきで 
すが、ブタはふつう一年に二回子を産み、飼い別 
かたによっては三回産ませることもでき、しか 
も一度にたくさん産みます。 

日本にも二十六ぴき産んだ記録があります 
が、中国のニュースによると、シャントン省の 
ブタは、一度に六十一びきも産んだそうです。 

このように数えてくると、イノシシとブタと 
はかなりちがっていますが、しかし、たいそう 
よく似たところもあり、朝鮮や満州のブタのな 
かには、イノシシなのかブタなのか見わけにく 



いものもあります。このようなものでは、子に も、イノ シ 
シの子とおなじように縦のしまがあります。これは^然と 
いえば当然のことで、イノシシとブタとは、もとは同じも 
のだからです。 

中国ではブタに猪の字を あて、 猪肉といえばブタ肉の こ 
とです〇 イノ' ゾシとブタとがちがっているように見える点 
も、 たいていは、ブタのその部分の筋肉などが退化したた 
めに生じた相違です。 

ブタはイノシシを飼育して、肉用に改良したものですか 
ら 、肉の 量はブタのほうがずっと 多く、 肉もやわらかです 
が、 食通は、肉の味は イノ シシのほうがおいしいといい、 
山クジラとよんで賞味します。近年、山の温泉宿などで 
は、冬季、イノ シシの肉を食べさせるといって宣伝してい 
るところも多く、 しかし、実際に イノ シシを捕えることは 
容易でないので、ここに目をつけて、 イノ シシを飼育し、 
つぎつぎに子を産ませることをもくろんだ人がいました。 
しかし、それはうまくいきませんでした。二代三代と経る 
にしたがって、 イノ シシはだんだんブタになってしまうか 
らです。 


議纖 II 


一 V :一.：囊 



シ 

シ 
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ィ モリは、 食いつ くと 死ん むかしから、ィモリが食 
でもはなさないといいます (つくと死ぬまで丈なさな 
が、 なぜで 一よう ho 

ヵナセてし一力 いとか、雷が鳴つてもはな 

さないとかいわれていま 
す。 五十年くらい前です が、 ィギリスの軍人が日光の 
モ中禅寺湖で ボート をこいでいて、ひっくりかえり行方 
る がわからなくなったことがあります。そのと き、 潜水 
^夫をもぐらせて底までさがさせた ところ、 潜水夫たち 
^ はまっ青になって水面へあがってきました。湖の底に 
出がいこつがたくさんころがっていて、長さ ニメートル 
気もあるィモリが うようよ していた——といつてこわが 
^ りました。ほんとうのィモリはどんなに大きくなって 
も二十センチくらいです。 

ィモリはヵエルの親類で、ほとんど一年じゅう池 
や沼、田などのきれいな水の中で過ごしていますが、 
冬眠するときだけは陸にあがり、しめった穴の中や石 
垣の間にかくれたり、枯れ葉や石の下にもぐりこみま 
す。春になると出てきて、水草の茎や葉の上に卵を一 
大きさはニミリくらい、かんてんのようなぬるぬるしたもの 


と 



ひ 



で包まれています。卵からかえると、やがて力ニルとおなじようにオタマジャクシの形になりま 
す。おなかの色はうすい褐色です が、 そのうちにだんだん濃くなってき て、 つぎの年には血のよう 
なまっ赤な色になり斑紋もできてきます。背中が黒くて腹がまっ赤なので、とてもあざやかです。 
それでィモリのことをアカハラとよぶところも あり、 アメリカ人は観賞用に飼っています。 

モリは陸の上で敵におそわれると、頭と尾をもちあげるようにして、からだを左右にまげ、ま 
っ赤な腹を見せますが、これは相手をおどかすためかもしれません。かみついても水の中に入れて 
やればたやすくはなしますが、死んでもはなさないなどといわれるのは、おなかの色が毒々しいか 
らでしょう。スッボンもかみつけば首を切りおとしてもはなさないといわれていますが、いっぱん 
に水の中に住んでいる動物に食いつかれたら、さわがずにそのまま水の中に入れてやれば、大けが 
をしないですみます。 

近年、イモリはめっきり減つてしまいました が、 これは医学や動物学の実験用に使うためにたく 
さんつかまえたからだといわれています。 


魚屋で 売つ ているイワシに イワシはたいそぅ弱い魚で、漢字で書くときには魚へんに弱と書きま 
はどうしてうろこがないの す。イワシは、クジラ、サメ、カジキ、マグロ、カツオ、ツイラ、トビ 
でしょ— ウオ、サバなどの大好きな萌で、これらの魚はイワシの群を追いかけ 

て、 むさぼり食べます。それでイワシのことを「海の牧草」とょぶ人も 
いますが、これではイワシは絶えてしまぅはずです。事実、イワシの産んだ卵の九九•九パーセン 


卜 


までは大きくなるまでに死んだり、他の魚に食べられたりして、生き残るものはわずかに〇 


4J 


レ 

ク 


t . パーセントにすぎません。しかし、自然はうまくできている 

^〜 もので、このような弱い魚は卵をたくさん産みます。一びきの 
^ / 1\ マイワシの産卵数は五万から八万で、サケやマスとはけたちが 
Ar ” JT4 , 一 ぃです。 

W 戀 J^j ?•! 『また、ィヮシのぅろこは非常には S ゃすく、ちょっとした 
^ ^ ^^0が M ことでもとれますが、これがまた身を守るために役立っていま 

疼、 f す。イワシをとるのには地曳網や巾着網を使ぃますが、水から 
あげると、跳びはねているうちに、うろこはつぎつぎに落ちてしまいます。魚屋で売っているイワ 
シにうろこがないのはそのためですが、このことは、敵におそわれたとき、うろこを身がわりにつ 
かませて、逃げるのに好都合だと考えられます。 


1 ' 

ゥはなぜ天然記念物に指定 I ゥといえば、だれでもすぐに鵜飼を思いだします。それで、ゥが天然 
されているのでしよう か。記念物に指定されていると聞けば、アユをとらえる特殊の技術をもって 

I いるから天然記念物に指定されているのだろうと考えるかもしれません 
が、 そういうわけではありません。 

もともと、天然記念物というのは、国またはその地方に昔から存在し、その国土の記念になるよ 
うな天然物のことで、動物とはかぎりません。天然記念物には、その土地だけに見られる珍しい 
動物、植物、鉱物のほか、天然の風景を構成するのに関係の深いもの、郷土の歴史を思い浮かべさ 
せるもの、土地の特徴をよくあらわしているものなどいろいろありますが、ふつう天然記念物とい 


42 


うときには、文化財保護法(第五章史蹟名勝天然記念物)によって保護をうけているもののことをいい 
ます。この法律によって天然記念物に指定され保護される動物は、現在日本にいる有名な動物で他 
国からはまだ発見されていないもの、日本で有名な家畜や家禽の品種、近年めっきり数が減ってい 
って絶滅してしまうおそれのある動物、東亜に有名な動物で保存しなくてはならぬもの、外国産の 
動物で日本にきて局地的に野生の状態になっているもの、それに動物の繁殖地または渡来地として 
有名なところなどで、国とはべつに、府県で指定した天然記念物もあります。ウが青森県、福島 
県、 愛知県、山口県その他で天然記念物になっているの も、 繁殖地、渡来 地、 棲息地などとして指 
定をうけているものです。 

@飼〇ウは、川で働いてはいますが、カワウではなくてウミウです。 

カワウはウミウにくらべると魚を捕える能力が低いので、鵜飼には使われません。狩狐家も、力 
ワウは、アユのような高貴な魚をとらえる資格がないといっています。 

ウミウは北海道や東北地方で繁殖し、冬になると本州の南に移って越冬します。たとえば山口県 
壁島はその渡来地として有名で、それで天然記念物に指定されています。 

また、カワウは晚秋から冬にかけて、たくさん集まって、マッやスギの大木の枝の上にめいめい 
巣をつくり、卵を産みひなを育てます◦青森県の猿賀神社、千葉県の大嵌寺境内、愛知県知多半島 
のウの山などはその集団繁殖地として有名で、それで天然記念物に指定されています。 

ウの集団繁殖地では糞がたくさん出るので、これを肥料として利用しています。このようなとこ 
ろでは、巣を作っている木の下に、わらを敷いてウの糞をしみこませ、これを畑に入れて肥料にし 
k り、土をまいて糞をしみこませたりしていますが、採肥の権利の競争入札をおこない、それによ. 


って学校を建てたところもあるほどです。そのうえ、木の下にじっと待っていると、ゥがひなのた 
めに運んできた魚を落とすこともあるので、「木によって魚を求める」ことさえできるといいます。 

魚はいつも泳ぎまわってい 魚は生まれてから死ぬまで年じゅう水の中で泳いでいます。なかには 
ますが、疲れないものでし 生まれた所から住む所まで何千キロもの旅をつづけたり、餌を追って遠 
よう 力 洋を泳ぎまわるものもありますが、こんな大きな移動はしなくても、い 

I つも泳いでいるわけです。しかし、ふつうは.そんなに疲れるということ 
はないでしょう。それは、ちょうどわたしたちが毎日学校に行ったり、お使いに行ったりしてもあ 
まり疲れないのとおなじことです。しかし遠足のときや、はげしい運動のあとには疲れるように、 

魚もはげしい運動をすると疲れることがあります。コィやフナを水槽に入れて、少しもじっとして 
おれないように、はげしく泳がせてみると、呼吸が早くなり、からだの中にたくわえていた栄養分 
がぐっと へり、 弱ってしまいます。海の中を泳いでいる魚 も、 よく水中にじっとしていることがあ 
りますが、それは疲れをやすめているのだろうといわれています。 

魚は何年くらい生きるもの 魚が何年くらい生きているかということは、漁業関係の人の知りたい 
でしよう か。 ことなのですが、なかなか正確なことはわかりません。わたしたちの年 

齢でさえも、戸籍がなければ正確にはわからないでしょう。 

魚は広い海や川を自由に泳ぎまわるうえ、種類によっても、また、おなじ仲間の魚でも一びき 一 
びきについてかなりちがいますから、いちがいにいうことはできませんが、多くの学者の研究の結 
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果をまとめて みると、 だいたいつぎのようになります0 

ァ ユ——多くのばあい一年ですが、ときには生き残って二年のものもあります。 

イヮシ - 二、三年ですが、八年という記録があります。 

ゥナギ——ヨーロッパ産のものには五十五年の記録があります。 

エイ——二十年くらい。 

キンギョ——三十年も生きた例があります。 

コイ —— 四十五、六年。インドのお寺には百年以上生きていた例があるそうです。 

サヶ - 四、五年がふつうですが、十三年も生きるものがあります。 

サバ ！ 五、六年くらい。 

サユリ——一年から二年。 

タ ラ - 十三年くらい。 

ドジョゥ ——二十二年も生きた例があります。 

ナマズ —— 六十年の記録があります。 

ニシン-八年から十年くらい。 

ハゼ——三年くらい。 

ブリ——十年くらい。 

ボラ——四年くらい0 

マス-四、五年がふつうですが、十八年も生きた例があります。 

マダイ-十年くらいですが、四十年も生きた例があります。 
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魚の年齢はどうやって知る； 何にょらず真の年齢を知るということはむずかしいものです。おなじ 
のでし ょうか。 一なかまの人間にしたところが、顔や姿を見ただけではわかりません。こ 

とに女性の年齢などはたずねることさえ失礼だとされているほどですか 
ら、お化粧でもすれば見当がつかなくなってしまいます。それくらいですから、ほかの動物の年齢 
などはなおさらわからず、知ろうとしても、人間の年齢を調べるようなわけにはいきません。まし 
て、われわれとはかなり血縁の遠い魚の年齢など、どうでもよいようなものですが、魚の資源を調 
ベる立場からみると、これはなかなか 
重要なことなのです。 




ところで、魚の年^を知る方法には 
いろいろありますが、いちばんふつう 
の方法は、うろこをしらべて知る方 ： S 
です。 

コィ、 フナ、ィヮシなどのうろこを 

一枚つまみとって、水でよく洗い、虫 
めがねで拡大して見ると、木の切り口 
にある年輪とよく似た輪が見えます。 

これは、うろこが外が わへ 外が わへ と 
成長していくのでできたものです。魚釋 
.のうろこは真皮が骨化してできたもの 




ノ ち％ iif : ハ.’ 




1 


ギ 



- 

參露 
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魚 
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で、たがいに重なりあっていて、成長とともに同心円状に％達しますが、発達の速度は夏と冬とで 
はちがっています。 

夏は水温が高く、食物もじゅうぶんにあるので発達がはやく、冬は水が冷めたく、食物もすくな 
いので発達の速度がおそく、ときには一時とまったりもします。それで、夏に発達したところはこ 
の年輪の目があらく、冬に発達したところは目がこまかくきざみこまれています。ですから、これ 
を見れば、木の年輪で木の年輪をあてることができるように、魚の年齢を判断することができるの 

です。 

しかし、魚のうろこにあらわれる年輪は、魚の種類によっては、夏、冬 
以外の季節や、産卵期にあらわれることもあり、また、全然年輪のあらわ 

れないものもあります 。コイ、 フナ 、イヮシ、 サヶ 、マス、 タイなどでは 
年輪がはっきりわかります が、サバ、 ヵツ オ、マグロ、 ヵジキなどのうろ 
こには年輪が見えません。 

そこで、うろこのほかに も、 背骨、耳石、その他にあらわれた年輪を 
見て、それを参考にして年齢を推定します。 

背骨は臼のような形をした骨が一列につながりあったものです が、 その 
一つ一つを切りはなして調べると、そのへこんだ部分にも年輪のような輪 
があります。 また、 耳石は耳の中にある石で、これにも年輪があらわれて 
います。それから最近の研究では、背びれのとげの切り口にも年輪が見ら 
れることがわかりました。これらの方法を併用すれば、ほぼ正確にわかる 
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ものです が、 それは 七、 八年までのことで、それ以上になると年輪の輪の線がほとんどくっつきあ 
ってしまうた め、 わかりにくくなってきます。 

年輪以外の方法では、魚のからだの長さをはかって、それから推定する方法があります。また水 
族館で飼って調べる方法もあります が、 これには自然の状態ではないという欠点があります。その 
他、 魚の泳ぐ区域や距離から調べる方法などもあります が、 なかなか正確にはわかりません。それ 
で魚の年齢を知るには、一つの方法にたよらず、いろいろの方法で調べたものをてらしあわせてきめ 
るのですが、ヵジキの年齢などは、今のところまだ調べる手がかりがついていません。何十歳など 
という大きな魚の年齢は、たいていは漁師が長年の経験を生かして、大きさから判断した年数です。 

川の魚を海に入れるとどう ー セロファンまたはぼうこうのふくろに蒸溜水〇び^^难どを入れて、 
して死ぬのでしようか。まふく ろの P をかたくし ばり、 これを塩水の中にひたして おくと、 ふくろ 

た、 海の魚を池に入れて 飼の中の水は、ふくろの膜をとおして塩水のほうに移ってい—す〇また 

っても育たないのはどうし 

:? ^)^0 一 その反対に、塩水を t ろに入れて、蒸溜水の中にひたして おくと、 ま 

わりの水がふくろのほうに移っていきます。 

動物や植物の細胞膜 も、 セロファンやぼうこうのふくろと同じような 
はたらきをもっています。野菜を塩でつけると、野菜の中の水分が外に出てくるのも、ナメクジに 
塩をかける と、 ナメクジの体液が外に出てナメクジがしなびるの も、 そのためです。川にすむ魚を 
海に入れたときも、これと同じことがおこるわけで、淡水魚の体液の水分は、細胞膜をとおして海 
水のほうへ移っていき細胞質がちぢんでしまいます。こうして生きるためにたいせつな水分がとら 
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れるので、魚は生きていられなくなるのです。 また、 海にすむ魚を真水の中に入れた ときは、この 
反対に、まわりの水が海産魚の体内に移ってくるので、細胞質はふくらみ、やはり生きていられな 
くなります。 そして、 その害のひど さは、 淡水魚を海水に入れた ときのほうが、 海水魚を淡水に入 
れたときよりも ひどく、 早く死にます。 

ところで、誰でも知っている ように、 魚のなかには海水と淡水の両方に生活することのできるも 
のがあります。たとえば、サヶ 、マス、カヮヤ ッメ、 チョゥザメ 、ィトヨな どは 海に住んでいます 
が、 産卵のために川をのぼります。 そして、 サヶや マスは 卵を産むとそこで死んでしまいますが、 
ィトヨは 卵を産んで川を 下り、 海に入ります。 また、 ァユの稚魚は川から海に 入り、ゥ ナギの稚魚 
は 海から川に入ります が、このような ものは どうして 死なないのでし ょうか0 

それは、これらの魚では場所がえする時期になると、膜をとおして体液のしみだすはたらきがう 
まく 調節されるからで す。 

また、おもしろいのは メ ダカで、ほとんどすべての淡水； g は海水に入れれば死んでしまいます 
が、メダ カは、しだいにならせ ば、 海水の中でも生活することができるようになります。小川•が海 
に流れこんでいるようなところでは、メダカが小川と海の間を行ったり来たりしながら、平気で® 
らして いるのを見ることができます。ある学者の研究に よると、 淡水産の メダ カを急に塩水の中に 
移す と、 塩分一•五パーセントまでなら少しも異常なく、塩分二•四パーセントでは六時間に半数 
が死に、二十四時間で全部死ぬといいます。また、塩分が三•ー パーセントでは三時問のうちに全 
部死ぬということですが、しかし' だんだんに塩分をかえていくと、およそ五十日で海水の中でも 
平気で暮らすことができるといいます。 
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魚の目玉は両がわについて 魚には、カレィやヒラメのようにからだがひらべったくて、同じがわ 
いるのに、なぜ前のほうが に眼のついているものもありますが、多くの魚は級 il ?:^ で、からだの両 
見えるのでし ょうか。 がわについていますから、碧の眼はほとんど正反対のほうを向いてい 

ます。魚の眼の構造は、人間やサルなどの眼とかなり似ていますが、大 
きなちがいが二つあります。 

その一つはまぶたのないことで、もう一つは目玉の形が丸いことです。魚の眼にはまぶたがあり 
ませんから、フグのようなとくべつのものをのぞけば、魚は眼をあけたり閉じたりすることができ 
ません。それで眠っているときでも眼はあけたままです。また、目玉は、人間の目玉のようにレン 
ズ形だと、物を見る場4口に、それを厚くしたり薄くしたりして遠近を調節できますが、魚の目玉は 

み鐘 まんまるで、形をかえることができませんから、見 
5ラ_ようと思うものに焦点をあわすのには、レンズを： m 
n & ll . のいちばん奥にある網膜に近づけたり遠ざけたりし 
み“雛瞳なければなりません。しかし、魚の眼の網膜はあま 
し1 7. mIb < り発達していないので、そのはたらきは人間の目に 
目& 5ゃくらベると、ずっと劣っているものと考えられます。 
卽バ 6. t lo. 魚はこのような眼1もって水中に住んでいるので 
L 僅疣すが、水中では光の屈折が空気中より大きく、しか 
触 < lb 脈も水の中は空気中ほど澄んでいません。それに水が 
L ゃ L 深くなればなるほどあたりは暗くなりますから、人 
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魚眼レンズで見た鉄橋。魚が物を見るとき，この 
ような感じ方をするのではないかと思われる。 


間が見ているようには、はっきり見えないはずで 
す。魚は、いっぱんに近視眼であると考えられて 
います。 

ところで、魚の目玉は頭の両がわについていま 

すから、人間やサルなどのように、左右の眼を同 

時に使って前方を見つめることはできません。わ 

たしたちが物を見るときは、両方の眼でおなじ物 

を見るので距離がはっきりするのですが、魚では 

右の眼では右がわを見、左の眼では左がわを見て 

いますから、距離もあまり正確にはわからないで 
しよ50 

ただ、眼で見る広さは、一方の眼で見る広さが 
かなり広いので、両方の眼の見ている広さを合わ 
せると、人間より広い区域が見えるものと考えら 
れます。魚眼レンズは魚の目玉をヒントにして生 
まれたものですが、魚の眼にはおそらく魚眼レン 
ズをとおして見たような世界がうつっているにち 
がいありません。目玉は横についていても、それ 
ぞれの眼に広い区域がうつるので、それで前方も 








見えるのでしょう。 

なお、望遠眼をもっているといわれる深海魚やトビハゼなどでは、左右の眼が頭の前方について 
いるので、両眼で同時に一つの物を見ることができます。 

魚釣りをする人の話によると、たとえばフナを釣るとき、傷ついた 
フナを水の中に放りこんだりすると、釣れなくなるそうです。また養魚 
場でミミズをこまかく切ってあたえる と、 魚は喜んで集まってきます が、 
もしこのとき同じ種類の魚の血を入れてみると、魚はみな逃げていきます。これは、魚にもにおい 
がわかるしょうこです。学者はもっとくわしい実験をしていますが、それによってみても、魚にに 
おいがわかることはたしかです。しかし、人間が感ずるのと InJ じにおいに感じているのかどうかは 
わかりません。 

魚がにおいを知るのは鼻のはたらきです。魚の口のすぐ上、目のちょっと前のところを見ると、 
たいていの魚は左右二対の小さな孔をもっています。これが鼻の孔ですが、これは鼻が二つあるの 
ではありません。前の孔から糸のようなものをさしこんでみると、後の孔から出てきます。つまり 
孔は鼻の入口と出口です。それで、魚が泳ぐときには、前の孔から水が入り後の孔から出てきま 
す。このとき水にとけているにおいが、鼻の中にある神経のはたらきでわかるのです。 

クジラのようなけものでは、ときどき鼻を水面からだして空気を出し入れしなければなりません 
が、 魚はえらで呼吸しているので、魚の鼻はまったく呼吸とは関係な く、 ただにおいを感ずるはた 
らきだけをしています。 


魚にもにおいがわかるでし 
ようか。 
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鋭し、歯をそなえている魚の代表ゥッボ 


\ 〇 
力 


魚にはなぜ歯のある魚と歯 たいていの人は、 
のない魚があるので しよう 「魚に歯があるか」と 

力たずねられると、まご 

つきますが、それは、 

魚には歯のあるものとないものとがあるからで 
す。魚の歯は種類によって発達の程度がちがって 

います〇ヵマス、タチゥオ、ゥツボなどには鋭い 
歯がありますが、ヵツオ、マグロ、ブリ、タツノ 
オトシゴなどの口には歯が見あたりません。 

魚の歯はいっぱんに、どの歯も一様にこまかく 
て、とがっていますが、これは魚の#は、人間の 
歯とはちがって、物をかみくだくはたらきをして 
いるのではなくて、捕えた餌を逃がさないように 
するのがおもなはたらきだからです。ヵツオやマ 
グロのように速く泳ぐことのできる魚は歯があり 
ませんが、動作がすばやく、獲物を追うことも、 
それをのみこむことも速い魚にとっては、歯がな 
いほうが餌をとるのには便利でしょう。また、夕 
ツノオトシゴは、動作はすばやくありませんが、 
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水中の微生物を食べて生きていますから、あまり歯を必要としま 
せん。 

ところが、タチゥオやゥッボなどは、泳ぐのがおそいうえに大 
僉いです。ですから、このような魚では、いったん獲物を捕えた 
ら逃がさないようにしなければなりません。それで歯が鋭くなっ 
ているのです。ゥッボとタコの闘争はものすごい死闘を展開する 
ことで有名ですが、ゥッボに噛まれたら、たいていの魚は即死 
し、人間でも指などちぎられることがあるといいます。 

ところで、魚の®でおもしろいのは、のどに歯があって、これで食物をかみくだくものがいるこ 
とです。 コィ も口には歯がありませんが、のどにはよく発達した歯があって、これで餌をかみくだ 
いて食べます。 

このように、魚の歯はその魚の習性によってさまざまの形をしています。岩に生えている海藻類 
をちぎって食べるブダイや、岩についている貝をかじりとるイシダイ、カワハギなどはひらべつた 
くて固い®をもち、貝やカニをかみくだいて食べるタイは日歯のような固い歯をもっています。 




人間が水の中で息を 吐く と 
泡が出る のに、 魚ではどぅ 

して泡が出ないのでしょ 

\ 〇 
力 


人間が吐く息は気体なので、水中で息を吐くとぶくぶく泡が出ます 
が、魚は気体を吐くのではなく、えらにふれた水をだしているので、泡 
にならないのです。 

えらは、水中にすむ動物が水中で呼吸をおこなぅための器官です◦魚 
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がえらぶたを開いたり閉じたりすると、水は口から入り、えらの間を流れて、えらぶたの横のすき 
まから、からだの外におしだされます。それで、えらはたえず新しい水にふれることができます。 
えらが赤いのは血管がたくさん分布しているからで、これに水がふれる と、 水の中にとけている酸 
素が、えらにある細い血管の壁をとおして吸収されます。そして血液によって集められてきた二さ 
んか炭素は、えらからまわりの水にとかされてすてられます。魚の呼吸はこのようにしておこなわ 
れますので、酸素も二さんか炭素もつねに水の中にとけて、水といっしょに出入りしているわけで 
す。魚はとくべつのものをのぞいては、空気の中からじかに酸素を とる ことはできませんから、水 
からだしておくと、じきに死にます。 

小さな鉢に入れたキンギョが水面に頭をだして口をぱくぱくやっているのは、空気をじかに呼吸 
しているのではなくて、のみこんだ空気の中の酸素を口の中で水にとかし、その水からえらで酸素 
をとりいれているので す。 

魚のう きぶく ろの中には何 うきぶくろは銀色に光る皮からできていて、魚の仲間にだけある特別 
W ° A っているので しょう な器官です。うきぶくろには、呼吸器のはたらきをしているもの や、 音 

を聞く助けをしているもの や、 音をだすはたらきをするものなどもあり 
ますが、たいていの魚のうきぶくろは魚の運動をしやすくしています。 
とくに、水の深さにしたがっ て、 浮いたり沈んだりするときにはたいせつな役目をしています。 こ 
れは、うきぶくろの中に入っている気体が比重を調節しているのです。 

ところで、うきぶくろの中の気体はどこから入ったものでしょうか。それは. rfIL 液の中から とり 入 
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メダカのうきぶくろ 
を切りだすところ 



オイカワ（ヤマべ) 



イ シモロコ （クチポソ） 




れられたもので、余分の気体をだすときには、血液の中にだします。ですから、ぅきぶくろの中に 
たくわえられている気体は、空気とおなじょぅに、おもに酸素とちっ素で、これにわずかな二さん 
か炭素がまじっています。しかし醆索やちっ素の割合は、空気とおなじでは なく、 また魚の種類に 


タナゴ 
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よっても# 常にち がっています。 淡水に住んでいる 魚はわりあいに 酸素 
が 多く、 海に住んで いるものでは、 深いと ころに 住む もの ほど酸素が多 
くなっています。 深海魚の なかには、 気体の九十 パー セントまで 酸素 だ 


といぅものもあります。 • 

ぅきぶくろはゆっくりと中の気体の量を調節していますから、深いと 
ころにいた魚が、 潮流な どの関係で、 急に水面 近くまでもちあげられる 
と、にわかに ff 力がへってうきぶくろが急にふくらみ、調節が間にあわ 
ないことがあります。こんなときには、魚は 水面に 浮き、しばらくは 沈む ことができません。瀬戸 
内海のウキダイはこれです。 


魚のうろこをとると魚は死 シラゥオやアナゴなどはべつにして、たいていの魚にはうろこがあり 
ぬでしよう 力。 ます。魚のうろこは、魚のからだをまもっているものです。魚には コイ 

のようにうろこのとれにくい魚もあれば、イワシのようにうろこのとれ 
やすいものもあります。イワシのように、いろいろの魚に食べられるものでは、うろこのとれやす 
いことは、かえって都合のよいこともあります◦カニがはさみをおいて逃げるように、イワシはう 
ろこを残して逃げるのかもしれません。ハコフグの仲間やマッカサゥオなどは、とても堅い、よろ 
いのようなうろこをもっているので、つよい歯をもっている魚で も、 容易にかみくだくことができ 
ません0 

角のうろこをとると魚が死ぬかどうかを調べるために、フナのうろこをとって、そのようすを調 
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ベてみます と、 およそ一力月で、(形は多少ちがいますが)またもとのようにうろこができます。です 
から、程度の問題でありましょうが、うろこがとれても、それだけでは魚は死にません。キンギヨ 
などはうろこをとると死にます が、 これは淡水の中に住んでいる水棲 M が傷口につくためです。 


さかさ魚はどうしてさかさ 
に泳ぐのでし ようか。 


日本人で魚を知らない という 人は一人 もい ないで しょうが、 それでは 
魚とはどんなものかと聞かれる と、 満足なこたえのできる人もすくない 
ものです0 

魚の 種類は およそ 一万三千種 もあります が、 どれも 水中で 生活しています。それだけに、魚のか 
ら だは、そのつくりが 水中 生活をするのに 都合よ くできています。からだが 紡錘形で両 がわにやや 
ひらたく、 頭と胴との間に首がなくて、胴から尾へのうつりかわりがほとんど目立たないのも、か 
らだがぬるぬるしているの も、. 水の中をはやく泳ぐのに適しています。 

しかし、数ある魚のなかには、ずいぶん変わった形のものや珍らしい習性をもったものもいま 
す。運動法一つ見ても、トビゥオのように空中をとぶことのできるものもあれば、ずいぶん変わっ 
た泳ぎかたをするものもあります。ヵレィと ヒラメは、 海底の砂の上から泳ぎだすときには、横に 
なったままで、 しばらく 砂の上を滑走しますし、マンボゥは大海原の水面近くに横だおしに浮いて 
みせたりします。また、へ コア ユや タッノオト シゴは頭のほうを上にお尻のほうを下にして 、まっ 
すぐ立ったかっこうで泳ぎます。しかし、なんといっても、変わった泳ぎかたのチャンピオンはシ 

ドン チス でしょう。 

シノドンチスはナマズの一種で、ナィル川やその付近の川にいる魚です。シノドンチスは腹を JI 
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N 中を下にしてさかさに泳ぐ ので、 俗にさかさ魚などとよばれてハます。 





:•••• . .卜. 、 •..• 

11 r .. :广：:'..:^ 



1_ 



> v ; v .> 




議 f 蒙 

::::萬，ぶ貧、論 .，.. k 

/ . ..VV:.* . 、 v,. 



fclll 



泳 

て 

0 

な 

こ 

幻 J 

/T 

力 

さ 

て 

せ 

ま 

ら 

く 

ふ 

を 

腹 


ナィル川には、テラ ピア、 ナマズ 、コィ、 ゥナギな ど 
いろいろの魚がたくさん住んで いて、 シノドンチスの仲 
間も十数種類いますが、さかさに泳げるのは-1グリ タと 
いう 種類だけです。 

シノドンチス•ニグリタには、ナマズのょうに口ひげ 
があって、大きなものは十六、七センチに達します。小 
さいころは褐色をしています が、 おとなになると黒くな 
りま寸〇 

泳ぐ ときには、 肩を 下に、 腹を上に して、 ふつうの魚 
とは まったく反対の姿勢で泳ぐ ので、 むかしから人の注 
意をひいた ものとみえ、 古くから彫刻や壁画などにもの 
こされています。 

ふだんは 水底に いますが、そのときの 姿勢は ふつうの 
魚とおなじょうに、腹がわを下にしていることが 多く、 
水族館に飼って いるものを 見る と、 石や草の裏にかくれ 
ているときには、さかさになつていること もあります。 

そして、水底で ffi をたくさん食べて、満足す ると、くる 
りとさかさになって水面近くまで泳ぎのぼってきます。 
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さかさに泳ぐことで 有名なシノドンチス.ニグリタ 


さかさ泳ぎの速さは、秒速おょそ二十五センチ 
だといいますから、けっして速いとはいえませ 
ん。それに、ヵィロの 水族館で 飼育して観察し 
た結果に ょると、 満腹しても水温が二十度以下 
だとさかさ泳ぎをしないそぅです。 

これらのことから考えて、さかさ泳ぎをする 
シノドンチスのぅきぶくろには、なにかとくべ 
つのしくみがあるのではないかといわれていま 
すが、いまのところ、まだ、どうしてさかさに 
泳ぐのか、また、からだにどのようなしくみが 
あってさかさに泳げるのか、よくわかっていま 
せん。 


ウヴイスの糞で顔を洗えば ゥグイスはひと声 
どうして色が白くなるので 千両といわ ix るほど 

しょう か。 Q 鳥です から、 糞に 

もねうちがあると信 

じられたのか、むかしからゥグイスの糞で顔を 

洗えば色が白くなるといわれています。 
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ウグイスの糞にその三十倍のアズキの粉または米ぬかをまぜた とかいう ものを白 美液と称して 売 
っていた時代もありましたが、それを発明したのは、京都の染物屋さんだとい うこと です。染めあ 
げた布地にウグイスの糞がおちて、そのあとが白くなったのに ヒントを 得て、 染物の色抜きに使用 
したのがはじ まり だそう で、 ついには人間の顔の色抜きにまで発展したのです が、 科学的な研究が 
おこなわれていないので、理由 も 効果のほども わかりません。 

ちなみに、三十何年 も 前の ことですが、オーストラリアの 海岸で大きな クジラの奨を !4 つけて一 
躍大金持ちになった船員がいました。 クジラの 粦を香料の原料として% ってもうけたということで 
した。 それはたぶん マッコウクジ ラの腸の結石を精製して つくる 竜涎香の ことを いったの でしょう 
が、 むかし高価だった竜涎香 も、 香料化学の進歩した現在では ほとんど 価値が なくなりました。 

ウグイスはどうして梅の木 伝説に よると、ウグイスは、 まだ この 世に生まれていないときには法 
が好 S のでしようか。 華宗のお寺の小僧だったそうですが、もの覚えが わるくて：どうしても 

お経を覚えることができませんでした。それでいつも和尚さんに叱られ 
ていました。あるとき、こんなことではいけない、百万べんもけいこしたら覚えられない ことはあ 
るまい と 心にちかって、山には いり、 それから毎日一心ふらんに法華経、法華経とお経を読むよう 
になった——といいます。それはともかくとして、ウグイスは姿が美しいうえに声もよいので、 日 
本では二千年も前から人に飼われていたといわれています。歌や詩にもよくよまれ、名も#告 鳥、 
報春 鳥、 舂 鳥、 金衣公子、経読 鳥、 ホヶ チョ 鳥な ど、 たくさんつけられています。いまも侮 年、 鳴 
き合わせ会が開かれます が、これは、 いわばウグイスの のど 自 K 大会です。美しい声で鳴く ウ グイ 


61 


スを育てるのには、発育のよいひなをさがしてきて、鳴き声にくせのない親鳥につけて、さえずり 
方をおぼえさせます。 

むかしから「梅に鶯」といい、そのことばがあまり行きわたっているので、ウグイスはウメの木 
にしかこないものと思っている人もいるほどです。ウグイスは、夏は山のくさむらや、ささやぶに 
巣をつくっていますが、寒くなると人里近くおりてきて冬を越し、ウメの花の咲くころ、さえずり 
はじめます。花の咲いたウメと、さえずるウグイスとのつりあいがまことによい風情なので、それ 
で「梅に鶯」というのでしょう。ウメの花の蜜が好きだからそれをなめにくるのだとか、ウメの木 
の害虫を食べにくるのだとかいう人もいますが、ウメの木がとくべつ好きで、ウメの木にだけくる 
というわけではありません。 

ウメの花は、暖かい地方では一月のなかばには咲くのに、北のほうの寒い地方では五月のなかば 
でないと咲きません。また、ウグイスが鳴きはじめるのは、南の地方では二月十日ごろですが、北 
の地方になると三力月もおくれて五月十日ごろになります。ウメの花が咲きはじめたころ、ちょう 
どウグイスがさえずりはじめるのは関東地方、中部地方、それに1足 都、 奈良付近くらいのもので、 
奥羽より北の地方では、ウグイスの初音が聞かれるころには、まだウメの花は咲きません。しかし 
ウグイスがあちこちでさかんにさえずるようになると、ウメがぽつぽつ咲きはじめるので、ウメに 
ウグイスの情景を見ることができます。また中国、四国、九州などでは、ウメの花が咲いてもまだ 
ウグイスはさえずりはじめません が、 ウメの花の咲く期間が長いので、やはりウメにウグイスを見 
ることができます。しかし、九州や四国の南海岸、伊豆、房総方面などのような暖かい所ではウメ 
がずっと早く咲いて、ウグイスのさえずり声に間にあわない所もあるでしょう。 
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こうして、ウメの 木で鳴いていたウグイス も、 やがて人里をはなれて、やぶの中などに移り住み 
ます。卵を産む時季は四月から八月ごろまでで、ヤブウグイスといわれるころになる と、 もうウダ 
イスの美しい声は聞かれなくなります。 

ウサギの眼も人間の眼も、だいたいのできかたは同じですから、鏡に 
向かって自分の眼をよく見てみましょう。眼の表面に色のないすきとお 
った膜のあるのが見えるでしょう。まん中には丸いまっ黒なところがあ 
ります。これは瞳です。光はこの瞳から中に入っていきます。眼のいちばん奥には網膜という膜が 
あって、明るさや色や形を感じます。瞳のまわりには幅の広い、輪の形をした茶色の膜があります0 
これは舡彩という膜で、写真機でいえば、しぼりのようなものです。わたしたちが明るいものを見 
るときには瞳を小さくし、暗いものを見るときには瞳を大きくして見るのは、この膜がちぢまった 
り開いたりして、瞳を調節するからです。日本人の眼では虻彩は茶色をしていますが、ウサギの虹 
彩には色がありません。動物が生きているときには、虹彩や網膜の血管にはたえず血液が流れてい 
ますが、ウサギの虹彩には色がないので、これらの血管を流れる血液の色がそのまますきとおって 
赤く見えるのです。 

西洋人と日本人とをくらべてみると、西洋人のほうが色の白いことは 
誰にでもわかりますが、眼の色をくらべてみても、西洋人の眼の色は青 
く、日本人の眼は茶色か黒い色をしています。西洋人の眼の色が青ハの 


白ウサギの目は赤いのに、 
黒ウサギの目はなぜ黒いの 
でしようか。 


ウサギの目はどぅして赤い 
のでしょぅか。 
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は、 瞳のまわりにある虹彩の中の色素の分量が日本人よりも少ないからです。このように、眼の色 
と 皮膚の色との間には深い関係があるのですが、皮膚の色はまた毛の色と も 関係が あります。 色の 
白い人の髪の毛は、たいていは、赤ちゃけているものです。毛が黒いのは、毛の皮質と いう 外がわ 
の細胞にメラニン という 茶色の色素がたくさんあるからで、毛の赤ちゃけた人 や、 西洋人のような 
金髪の人には、この色素が少ないのです。 

白ウサギの毛には色素がなく、皮膚にもほとんど色素がありません。また虹彩にも色素がないの 
で白ウサギの眼は血液の色がすきとおって赤く見えるのですが、黑ウサギや茶色のウサギでは、毛 
や皮膚に色素が多く、虹彩にも色素がたくさんあります。それで、日本人の眼が黑や茶色をしてい 
るのとおなじように、黑ウサギの眼も黒く見えるのです。 

死んだウサギの目はどうし 生きているときには美しい色をしていたウサギの： EH も、死ぬと白くに 
て白くなるのでし ようか。ごります。 ウサギの目が赤いのは血の色がすきとおって見えているから 

ですが、死ぬと心臓がとまり血液がめぐらなくなりますから、もうまっ 
赤な血の色は見られなくなります。それで白くなるのですが、死んだすぐあとでは、まだ角膜がす 
きとおっています。ところが、すこし時間がたつと角膜の表面にある上皮がかわき、やがて上皮も 
死んでしまうのですきとおらなくなり、白くにごってきます。もっと時間がたつと角膜の内部の組 
織も死んで、もっと強くにごってきます。そして、さらに進む と、 水晶体まで白くにごってしまい 
ます。このように目が白くにごるのは、死んでから長い時間たった後のことなので、魚の鮮度を見 
わけるときには、「魚の目が白いのは古いし ようこ だ|などといいます。 
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ウサギの耳はどうして長い ウサギはたいそう長い耳をもっています。そして、その耳をたえず動 
のでしようか。 かしています。 

西洋には、ウサギの耳の長いのは、人間がウサギを持ち運びするの 
に、 いつも耳をもってぶらさげたからだというたとえ話が あります。また、 きばをほかの動物にや 
って、 かわりに長い耳をもらったからだとい 〇 伝説 もあります。 日本に も、 ウサギはおかあさんの 
おなかの中にいたと き、 シィの実を食べたから耳が 長く なったとか、ビヮの葉を食べたから長い耳 
になったとかいう童話が あります。 

ウサギは穀物、木の葉、野菜などを食べている動物で、ほかの動物をおそって食べるような ことは 
できません。それ どころか、 キ ツネ、 タスキ 、テン、フクロウ、 タカなどにはいつもねらわれてい 
ます。しかも、つのがあるではなし、きばがあるではなし、くさいガスを放つ^があるではなし、 
おそわれればただ逃げるだけの弱い動物です。それで敵の来襲にたいしては、つねに目や耳をはた 
らかして警戒をおこたることができません。 

ところで、 耳殼は音を集めるはたらきを する ものです が、 ウサギの耳殻は 大きくて、しかもよく 
動いて、音のする方向にむけられます。人間の耳はウサギとは比較にならぬほど 小さく、 耳を動か 
す筋肉も退化してしまったので、耳の動かせる人はあまりいません が、 人間以外のけものはたいて 
い耳を動かす ことができます。 ウサギの ように、 たえず耳をはたらかさなければならない弱い動物 
が、 大きな、よく動く耳をもっている ことは、 自術上たいそう好都合で、ウサギが今日まで生存で 
きたのも、このような 耳をもっていた からですが、また、 そのために耳がますます発達したともい 

えましよう〇 
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むかしの子どもは、月にウサギがいて餅をついているという夢をもっ 
ていました。わたしは月に裏がわのあることを知ったと き、 月の向こう 
がわのことが知りたくてたまらず、祖父にしつこくたずねたものでし 
た。すると、徳川時代に生まれた祖父は、月の向こうがわにはたぶん力 
メがいるのだろうと答えました。 

科学の進歩によって、今日では月の裏がわを見ることができるようになりました が、 人類は永遠 
に月の半面しか見ることができないものときめこまれていたその時代には、ウサギがビョンピョン 
はねる のは、 十五夜になる と、 月の中のウサギをうらやましく思って踊るのだといわれていまし 
た。 そして狐師たちは、ウサギは夜活動する動物で暗いところを好む のに、 月夜には、明るいのに 
もかかわらず、ほんとうに元気よく山をはねまわるといって、その話に裏づけをしました。 

ところで、 ウサギは 歩くことが へたです。 

ウサギの歩くようすは、まるで人間が松葉杖をついて歩くようなかっこうです。前足を 一、 二と 
i 刖にだし、からだの重みをかけてから松葉杖をつくように後足を前足の前のほうにつきます。ほか 
の動物では、前足をふみだす幅と後足をふみだす幅がおなじです が、 ウサギはこのような歩きかた 
をすることはできません。 

それは、前足にくらべて後足が長すぎるからです。もしウサギにふつうの動物のような歩きかた 
をさせれば、頭をさげたままであげることができないでしょう。せっかくの長い後足も何の役にも 
たちません。長い後足を じゆう ぶん使った歩きかたは、ジャンプすることです。つまり ピョンピョ 
ンはねてとぶことです。 


ウサギは歩かずにどぅして 
ビヨンビヨンはねるのでし 
ようか。 
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ノ 


ウサギ狩り 


ウサギは耳をまっすぐに立てて急行列車とおなじくらいのスピードでまゝ 
いために坂を下るのはへたです。それで' 追われると、たいてい山をかけミります 0 ^足力— 
.のときに、山の上に網をはっておいて、下から大勢で追うのはそのためです。 

° L て泳げなぃ伝説にょると、辭の白ウサギは水を泳いで渡ることができない S 
力 に、ヮーーサメをだまして、われわれの仲間とあなたがたの仲間とどちら 

が多いかくらベてみるのだといって、ヮニの背をとんで、って、赤丈だ 
かにされましたが、日ごろは■だけ住んでいて、とても泳げそうにも思われないけものが、/^ 
となると、りっばに泳ぐことがあります。ウマやイヌがじょうずに泳ぐことは誰でも知っ てい ハす 
ヵ クマやイノシシも、かなりの距離を泳ぎます。またゾウのような、体重が H トンもあるよう k 

大きなけものでも巧みに水を泳ぎます。サルの仲間では、 J ゲザルがいちばんじょうずこ泳ぐそ 
うて ^ TNO 

ウサギを飼育するときには、ことさらに水をやらないくらいですから、ウサギを水の中こ入卜こ 
らおぼれるにちがいないと考えるのも当然ですが、それは考えすぎで、わたしたちよ、髮に 
(長野県)の奥にある研究所の近くで、ウサギの泳ぐのを見ました。日本アルプスの雪を^かして，® 
れてくる”の水は、二度という冷たさでしたが、その水の中をウサギは泳ぎ渡りまし」こ。も H 
を泳いで往復したのにはおどろきました。 J 

人間には とても泳ぎのじょうずな 人 もいますが、かなづちもいます0泳ぎのへ たな人丈、きっと 
水の 中で も陸上を歩くときのような足の動かしかたをするのでしょう。 
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ウサギはなぜ水けのある物 人間で も ウサギで も、 水けがなければ生きていられません。のどがか 
を食べさせると死ぬのでし わくのは、からだの水分がたりなくなったしょうこです。水分の多い物 
ようか。 を食べていると、のどはかわきません。 

I ウサギを飼うのには、たいていのばあいは青草をあたえます が、 青草に 
よたくさん 水分がふくまれています。ウサギはそれくらいの水分で じゅうぶんなので、 それ以上に 
水をあたえなくてもよいのです。ですから、水をやっても、ふつうは飲もうともしません。 また、 
ウサギは 水に ぬれた草や菜っ葉をやる と、 おなかをこわしやすい動物ですから、ウサギを飼うとき 
こは、 ぬれた餅をやらないように心がけることがたいせつです。」 かし、 ふすまやほし草ばかりあ 
たえるときには水をあたえる必要があります し、 子を産む前にも水を飲ませるほうがよいのです。 
ウサギに 水け のある物を食べさせると死ぬといわれているのは、ウサギは湿気によわい f 物でお 
なかをこわしやすく、おなかをこわすと死にやすいからです。 

梅雨時にヵィウサギがよく 梅雨時にだす手紙には、「気候不順の折から」と書くくらいで、この 
死ぬのはどうしてでしよう 時季はウサギばかりでなく、たいていの動物にとってうっとうしいとき 
か。 です。ウサギは暑さと湿気によわく、また消化器のたいそう弱い動物で 

すから、ウサギを飼う人は、飼育箱をいつも乾燥したところに置いて日 
光や空気がよく通るようにし、飼料にもじゅうぶん気をつけて、乾燥した飼料をあたえるときのほ 
か文、 ふつう、 水をあたえないようにしています。ことに子ウサギは暑さやしめりけをきらい、 
また、 梅雨から夏にかけておこる消化器の痢気などもあるので、梅雨のころに生まれた子ウサギは 
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育てに くいと されています。それでウサギを飼う人は みな、 梅雨時をどうやってすごさせるかに苦 
労し、 敷きわらをときどき取りかえて乾燥に注盘したり、腐敗した食物をあたえないように気を つ 
けたり、ぬれた草をやるまいとして刈って稹んでおいたりしますが、うっかりしている と、 積んで 
おいたために草がむれて いて、 かえって失敗したりすることもあります。このようなわけで、梅雨 
時には家ウサギがよく死ぬのですが、その大もとの原因はむし暑さと湿気です。 

ウマはよだれをたらさない 人間はおいしいものを見るとよだれをたらしますが、ウシはいつもよ 
のに、 ウシはどうしてよだ だれをたらしています0 

^°£長くたらすのでしょう ウシは、霸といって、いちど冒の中に入れた食物を、あとになって 

もういちど口の中に だして、 根気よくかみな おし、 唾液とよく まぜ、 そ 
一れからのみくだす動物です。 loft 液は食物が口の中にあるときにたくさん 
出て くる ものです が、 ウシは反拙をおこないますから、食物を食べるときだけでなく、胃から口の 
中にもどってきたものを よく 消化す るた めに、 いつもたくさん睡液をだします。よだれは唾液が口 
の外に出てきたものですから、たえずたくさんの1¢:液をだしているウシからは、よだれもたくさん 
出るわけです。ところが、ウマは反拙をおこないませんから、食物を食べるときだけよだれをたら 
し、 そのほかのときは、よだれをたらしません。つまりウシとウマとは食物を消化する方法がちが 
うので、一方はよだれをたらし、一方はよだれをたらさないのです。 

よだれをたらすのは、ウシばかりでなく、反芻する動物はみないつもよだれをたらしています。 
動物園に行ったとき、ラクダや水牛をよく見てみまし ょう。 ウシのよだれが長くなるのは、いつも 
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よだれが出ているうえに、よだれにねばり気があるためです。 

よく、 ウシに赤いものを見せるとあばれるといいます。本に も、 スぺ 
インの闘牛では、闘牛士がウシの前で赤い旗をふってウシを怒らせるの 
で、 ウシは猛 りくる ってつのをつきたてて くると 書いてあります。 ま 

た、東南アジアを 旅行す ると、 案内 人が 水牛の説明をしてくれますが、 
やはり赤い色を見る と、 すごく興奮するといいます。 このように、 ウシが赤い物を見ると怒ること 
はひろく信じられていますが、今日、動物学者のなかで、それを ほんとう だとする人はいないでし 
ょう。 ウシが赤い色を見る と 興奮するとい うのは、 ウシの感覚を人間の感覚とおなじだと考える と 
ころからおこった間違いです。 

人間の世界では、色は 大きな役割を していますから、人間には色彩から離れた 生活は考えられ ま 
せん。それで、 イヌ やウシなどのけものもおなじように、色を感じて生活しているように思いがち 
ですが、 実際には そうではなくて、色の 区別^^比較的 ' il くわかる^^はサ八め ffl 間 くら^ I のもので 
す。イヌになる と、 もう色の 区別が あまりよくできません。ウシも色の 区別が よくわからず、 おそ 
らくたいていのものが白と 黒に 見えるものと考えられています。 

強い太陽の光のもとで闘牛士の振る赤い旗は、見物人を興奮させるのにはたいそう役立つでしょ 
うが、ウシの目には赤いものとは見えず、黑いものに見えているのでしょう。そしてウシは赤い布 
が不快な色に見えて怒るというよりも、むしろその振れ動くことにたいして強い危険を感じて猛る 
のでしょう。わたしは、台湾で亜熱帯の強い陽光にたえかねて、手にしていた洋傘を開いたら、水 


ウシに赤い物を見せると 
なぜ怒つてあばれるのでし 
ようか。 
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牛が目をつりあげて向かってきた経験をもっています。 

ウナギにうろこがあるでし ウナギは、このごろでは、わたしたちの口にも入るようになりました 
ょうか。 が、以前は、土用の丑の日にかばやきの香りをのせた風をかぐのが関の 

一山でした。脂肪が多くて栄養価が高いとはいいますが、生のウナギは昧 
がわるく、そのうえ血液には毒成分がふくまれています。 

だれもウナギの卵を見た人がいないので、ョーロッパでは「ウナギはウマの毛から生まれる」と 
いい、アリストテレスも「ウナギは泥から生ずる」といいました。日本でも「山芋変じてウナギと 
なる」などといいます。 

また、ウナギは冬寒くなると泥の中にもぐって冬眠したり、皮膚でも呼吸するので、水からあげ 
ても長いこと生きていたり、「ウナギのぼり」の語が示すように、岩にそって滝をはいあがったり、 
数千キ：一も離れた遠い海まで卵を産みにいったり、まったく奇妙な魚です。 

むかしはやった「ないないずくし」に、「ウナギにうろこがあるかいな」というのがありました 
が、手にさわって感じとれるようなうろこがないので、『旧約聖書』にも、モーゼの教えとして、 
「ウナギはうろこのない魚だから食べるべからず」としてあります。しかし、うろこがないのでは 
なく、ぬるぬるした皮膚の下に小さいうろこがうずもれています。顕微鏡で見ると、それがはっき 
りとわかります。では、ほんとうにうろこのない魚はないでしょうか。それはアナゴやシラスのめ 
すです。なお、ヤッ^ I ウナギはウー^う名がついていますが、これはウナギの仲間ではなく、 
魚よりももっと下等な動物で、うろこはありません。 
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ウナギはどうしてぬるぬる I くろうとはゥナギを何の苦もなくおさえますが、しろうとがおさえよ 
しているのでし ようか。 うとすると容易でないことは、落語の「しろうとうなぎ」にあるとおりで 

す。中国でも、つかまえにくい悪者のことをゥナギにたとえて「老鰻」と 

いいます。つかまえにくいのは、形が 長くて、 
ぬるぬるしているためですが、ぬるぬるしてい 
g 讨るのは、ゥナギにかぎらず、魚のからだにさわっ 
てみ ると、 たいていの魚がぬるぬるしています。 

これは魚のからだのいちばん外を包んでいる 
ル' ± H 皮の中に、ねばねばした液をだすしくみがあっ 
so て、そこから液が出ているからです。それで魚 
仰で' は自分たちのまわりの水からうける抵抗が少な 
くてすみ、水の中をたやすく泳ぎぬけることが 
できます。また、堅い物にあたっても、ひどい 
けがをせずにからだを守ることができます。ゥナギやドジョゥがつかめないくらいぬるぬるしてい 
るのは、ぬるぬるした液をだすし くみから、 とくべつた くさん 液が出るためです。 

ウ II のとげには毒があるで j ゥニに は、 さしわたしが二十センチも^^るものもあれば、ーセンチに 
しようか。 も達しないような小さい種類もあります。また、ブンブ クチャ ガマ、 夕 

コノマクラ、 ヵシパンな ど、 変わった名をつけられているものもありま 
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すが、ふつう、磯でとれるのはムラサキウニ 、バフ ンウー ー、ア ヵウ ニ、 コシダヵウニな どで、 なか 
でもいちばんふつうに見られるのはムラサキウニです。 

ムラ サキウニは石の下や岩のわれ目などにはいっていて、そこからむらさき色のとげをつきだし 
ています。しかし、取ろうとしても、ころがっているものをひろうようなわけにはいきません。そ 
れは、一つには長いとげで穴やすきまにつっかい棒をしているからです。 また、 取るとき メリメリ 
はぐような感じがします が、これは、 岩にぴったりくっついている細いやわらかい糸のような足が 
ちぎれるからです。 

こんなとき岩を見る と、 糸の先がいぼのようになって、岩についたままのこっているのが見られ 
ます。ウニがべつの 岩の ほうにうつっていくときには、 足を 動かして 海の底を はっていきます が、 
ィガグリのような 形を しているので、 左右の区別 や 前後の区別は つきません。わかるのは上下です 
が、 口が 下が わのまん中にあり、 肛門が上が わのまん中にありますから、口と)] T . 門の関係 だけから 
いえば、さかだちをしているようなものです。とげは 体 じゅうどこからも 生えて いるように 見えま 
すが、でたらめに 生えて いるのではなくて、きまったところから 出て います。 一本一本 動くので、 
見ていてもみごとです が、 死ぬ とみんなとれてしまって、あとにはまんじゅう 形の殻が のこります。 

ふつうのウーーのとげには、毒はありませんが、 種類に よっては毒のあるのもあります。たとえば 
ガンガゼや ラッパウーーのとげには毒があります。 ガンガゼは浅い ところの 岩の間などに いますが、 
とげの 長さが 二、 三十センチ もあって 折れ やすく、からだにささるとな かなかぬ けず、 強い痛みを お 
ぼえます。ラッパウニも 浅い ところに住んでいますが、とげは 短 かくても、 jf をだす 腺が あるので、 
手で とるときな ど皮膚を さされることがあります。なお、パィプウニのとげ は 太いので 石筆に した 
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横：縦 


ほうろう質マ、一- 


はく あ質-一- 


歯神経の腔 



七鉸 


5:4十三歳 


4:5十九歳 


ぞうげ質 


:6二十五歳 


ウマの歯のしくみと年齢との関係 


り、孔を通してパイプにしたりします。 


ウマは何歳ぐらいまで生き I ゥマは人間 
るのでしよぅ か。 またゥマ より短命で、 
|?!11|”ゃ って i まで 生 

きることはむ 
ずかしいでし 

ょぅ。 ゥマのからだが一人前になるのは 
五、六歳で、それまではまだ未成年で 
す。そして五、六歳から十五、六歳まで 
が壮齢、それ以上は老齢の部に属しま 
す。体力のもっとも旺盛なのは八歳から 
十二、 三 歳までで、 十八 歳ともなれば体 
力のおとろえが目に見えてきます。イギ 
リスには 三十 六歳まで生きていたウマが 
いますが、ウマでは、 三十 歳に達したも 
のは、天寿をまっとうしたものと考えて 


よいでし 


上 


う 


ところで、 ゥマの年齢は、若いか年寄 
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りかをあてるぐらいなら、見ただけでわかります。年寄りのゥマは全身に白い毛が出ていたり、毛 _ 
のつやがなくなっていたり、下くちびるが力なくたれさがっていたりします。 もっと 正確に、 何歳 
かを知るのには歯を見ます。若いゥマなら 、歯の 生えかたや抜けかわりのようすを見ればわかりま 
すし、一人前になったゥマだったら、左右三本ずつ並んでいる前歯のすりへりかたや形の変化を見 
ると わかります。 

ゥシの年齢 も、姿 や顔つきを見ればおよそのことはわかります が、 めすは角を見ます。めすは子 
を産んだり、乳をしぼられたりするので、からだが弱って角にくぼみが でき、 それが輪のようにな 
ります。この輪の数に二を加えたものがゥシの年齢です。二を加える のは、 子を産めるようになる 
のが満二歳だからです。 また、 歯のぬけかわりのようすによってもわかります。なお、ゾゥの年齢 
も歯で推定しますが、アフリヵの土人たち は、 耳のすりきれかたを見てあてるそうです。 

ゥマの鼻いきはどうしてあ 漫画のなかのゥマ は、 鼻のあなを大きくあけ、柱のような息をしてい 

らいのでしようか。 ます0 

わたしたちは、はげしい 運動を すると、 ハ アハア息をします が、鼻だ 
けで 間に あわないと口で も 息をします。ィヌも口をあけてせわしそう に呼吸を します。はげしい 運 
動をしたときは、たくさんの 空気を はやく 吸って はやく吐きださないと苦しくなるからです。ゥマ 
はから だが 大きい うえ、 はやく走ったり、 重い車を ひきますから、よほどたくさん 空気を 吸ったり 
吐いたりしないといけません。 

ところが、 ゥ マの 呼吸の しかたは、ちよっ と人間や ィヌとちがっています。というのは、 私たち 
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は鼻で呼吸をしていますが、鼻がつまる と、 口でする こと もできます。ゥマはそれができません。 
鼻だけで呼吸をします。ウマの鼻のあなが大きくて、息づかいがあらいのはそのためです。サラブ 
レッドのような、よく走るウマの鼻を見る と、 大きい鼻のあながよく 開く ようになっています。 

人間は、鼻の中におできができても、すぐに息がつまるようなことはありませんが、もしウマだ 
つたらどうで しよう。 ウマが S をいためたら、それこそ大変なことになります。 


ゥマ はなせい つも 耳を動か I ゥマの感情は、からだの姿勢や顔の表情や尾や足の動かしかたや声で 
しているのでしょう か" I わかります が、 いちばん感情の よく あらわれるのは顔で、そのなかでも 

:耳 、鼻、 目です。人間は口のしまりで賢愚がわかるといいますが、ゥマ 
では耳で気持ちがよくわかります。ゥマの耳は心の鏡だといわれるくらいです。たとえば、気分の 
よいときには耳をまっすぐ 立て、 耳のつけね も しっかりしていてときどき動かすだけです が、 気分 
のよくないときは耳をたえず動かしたり前や横にた おし、 耳のつけねはぶらぶらしています。心が 
はりつめているときには首をもたげて耳をそばだて、興奮したときにはたいてい後向きに伏せま 
す。疲れたりぼんやりしているときは耳のつけねに力が なく、 前や横のほうにたおし、眠いときや 
休んでいるときは耳が横！ i ひろがっています。 また、 臆病なゥマはたえず耳を動かしています。 

耳だけについてみても、このように感情のあらわしかたがちがっていますが、鼻や目についてみ 
ても、それぞれ違いがあります。ゥマの尾は心の磁石といいますが、一本の尾についてみても、い 
ろいろ表情の区別があります。動物を飼う人は、その表情を見て、感情をとらえてやることがたい 
せつです。 
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ゥマはどぅして前足で地面 || ゥ マの感情がいちばん ょく あらわれるのは顔です が、 からだの形や姿 
をけるのでしょぅ か。 勢にもあらわれます。興奮すると立ちあがつてからだを ゆるがし、 心が 

一張りきるとからだをひきしめます。そして、横にな つたり、 足をまげた 
り、からだをだらりとさせているときは、心のなごやかなときです。 

前足で地面をけるのも感情の表現です。ウマが前足で地 M をたたくようにしてけっているのは何 
かほしいときです。食事の時刻が近づいて くると、 おねだりするのに、さかんに前足で地而をける 
動作をくりかえします。これにたいして、後足は危険を防ぐときに使い、普戒しているときは後足 
でける準膪をしています。 


学者馬はどぅして計算問題 

などがとけるのでし ょぅ 

\ 〇 

力 


ぺ 


サーヵスの学者馬は、数ある文字板のなかから主人の命じたアルファ 
ットを ひろって きたり、 算数の計算をしてみせたり して、 見物人をお 
どろ^^せます。 

世界の名馬といわれたクレバー•ハンスは「七時半から五分たてば時 
計の小針はどこを指しているか」という質問にも答えられ、立日楽をさえ鑑賞するといわれました 
し、 世界一の学者馬は、 加法、 減法はもとょり、掛け算や割り算 も、 かたっぱしから解いてしまう 
といいます。馬はどの動物ょりも鋭敏な知能をもっているといわれてはいます が、 どうして計算が 
できるのかわからないので、科学者が調査してみました。その結果わかった ことは、これらの 計算 
は、じつは、学者馬のそばに立っている主人がやるということでした。 

学者馬は足ぶみの数で答えの数をだすのですが、足ぶみの数は主人が合図してやらせるのです。 
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入口図が終わった ときに 足ぶみをやめるように訓練してあるので、ちょうど正しい答えの数をふみ終 
わった ときに、 合図を終えればよいわけです。合図が見物人にわかったのではいけませんが、さい 
わいな ことに、 人間には聞こえないような特別の音がけものには聞こえるので、馬にだけ聞こえて 
人には聞こえない音をだして合図をすればよいので す。 世界一の学者馬には、鳥の羽でつくったぺ 
ン先をとがらせて、 ポケットの 中に入れて おき、 これを 握りしめて、 馬にだけしか聞こえない音を 
だして合図したそうです。 

学者 イヌと か物言う イヌと かいうもの も、 みなこれ と 似た ような、 なんらかの合図に よる もので 
す。 


ウミガメの子はどうして卵 


カメには、陸に住んでいるものもあれば、水の中に住んでいるものも 


からかえると海のほうへむ 一ありますが、卵を産むときにはすべて S - にきて産卵します。海にはァオ 
かてしくのでしようか ウミガメやァヵウ、、、ガメなど、たいそう大きいヵメがいます〇ァオウミ 

:ガメは、ショウガクボウともよび、ふつう六、七月ごろに海から砂浜に 
やってきて、砂を深く掘って卵を産み、砂をかけて、大きなおなかでしっかりおさえて、見つから 
ないようにかくしてから海にもどっていきます。卵はピンポンの球くらいの大きさで、一びきのめ 
すが百個くらいも産みます。 

卵は六、七十日するとかえりますが、生まれた子ガメは砂の上に出てくると、だれにも教えられ 
ずにひとりで海のほうに歩いていって海に入り、泳いでいってしまいます。べッコウの材料にする 
.ので有名な タィマィも、 アオウ ミガメ とおなじような性質をもっています。アオウ ミ ガメの子がど 
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うして海のある方角を知るのか、ということは長い 
ことよくわかっていませんでしたが、研究の結果、 
子ガメば明るい'^^う^5^01ていく性質 
を生まれながらにもっで3^ので、陸のほうよりも 
明るくて低い海のほうにむかっていくことがわかり 
ました。そして、この性質は、卵からかえって十二 
時間くらいのあいだもつているものであることもわ 
かりました。 

海坊主はほんとうにいるの 長いこと船頭をしてい 

でしようか。 る老人のなかには、海坊 

主のいることを信じてい 
る人がかなりいます。また、実際に見たという人も 
います。海坊主を見たといってがんばる人の話で 
は、 暴風のときによく波間からあらわれるそうで、 
丸い大きな頭の、鼻も口もないのっぺりした坊主 
で、目ばかりぎよろぎよろしているということで 
す。外国にも、ノルゥヱーの海岸で、からだ一面う 
ろこで包まれた大坊主を見たという人がいて、その 


79 


ことが 本に のっています。 

これらの 正体に ついては、大きな タコ のようなものにちがいないとする 説、 ガスにうつった自分 
の 影 だとする 説な どいろいろあります が、 とにかく、 現代の 科学知識からみて、海坊主という 生物 
、がいるとは考えられません。きっと 暴風や ガスの恐ろしさにおびえていた 船頭が、錯覚を おこした 
ものと思われます。海には、海坊主のほかに、口から 水柱を 吹く 怪物 だと か、 煙突 ほど も ある 尾を 
もったへビだとか、まだ、いろいろのお化けの 話が あります が、 今までにまだ 生 捕りに した例 もな 
く、 おなじものを 二度見た という 人 もいないので、何ともはっきりしません。 

H ビやヵニにはどうして血 やさしさの すこしもない情知らずの ことを、 血も淚もない といいます。 
がないのでし ようか。 また、 鬼のように冷たい心の人の ことを、 切っても血の出ぬ 人と いいま 

す。その反対に、濁りのない、美しい心をたとえるときには、「赤い血 
潮」ということばを使います。わたしたちのからだでは、爪のようなところは別として、どこをき 
ずつけてもすぐに赤い血が出てきます。血は、わたしたちのからだの中ではいろいろたいせつなは 
たらきをしています。肺で 酸素を とって、それをからだじゅうにくばり、からだから集めてきた 二 
酸化炭素を 肺から外にだします。からだのすみずみまで 養分を くばったり、いらないものをからだ 
の外にだすために集めてきたりもします。また、からだの中に入ってきた バィ キンを殺して、す こ 
しくらいのことでは 病気に かからないようにします。 体温が どこでもだいたいきまっているの も、 
血が循環しているからです。血はこのほかにもまだいろいろのはたらきをしていますから、もし、 
けがでもして、からだの中の血が五分の 一 くらいでも出ようものなら、生命があぶなくなります。 


80 


こんなわけで、動物が生きていくうえには、血が必要ですから、どんな下等なものにも血 i ある 


はずです。でも、エビ、力 


貝などからは赤い血は出ません(ただしアカガイは特別です 0また、 


トンボ、セミ、クモなどからも赤い血は出ません。それで血がないのではないかと思ぅ人がいるか 
もしれません が、 血はあります。こん虫の血 1C, は'5 a 色がない し、 エビ 、カタッム リ、タコ、 
クモなどの血は青い色をしています。わたしたちの血が赤いのは、血の中に赤血球が あり、 その屮 
にへモグロビンがあるからです。もしヘモグロビンがなければ、赤い色はなくなるでしょう〇ニビ 
やカタツムリの血が青いのは、へモグロビンのかわりにへモシ7ニンというものがあるからです。 
ヘモグロビンは鉄をふくみ、へモシアニンは銅を含んでいますが、どちらも空気中の酸素を [/II 液の 
中にとりこむはたらきをしています。 


お(尾)っぽはどんな役(-た r ネコのしっぼ」などということばがあるくらいで、とかく尾は無用 
つのでしよう か。 -の長物のようにみられがちですが、じつは、いろいろのはたらきをして 

います。 

ィヌは、 うれしいときには尾を ふり、 恐ろしいときには尾を後足の間に さげます。 ネコは敵を お 
どかす ときには、 背を 高く して尾を上に直立させて威勢を見せます。 このように、 ィヌ や ネコの尾 
は感情を表現しています。 リス やヤ マネ、クマ ネズ ミ、キツネ、ヒ ョウなどの尾はたいそう長くの 
びていますが、これは、とびあが ったり、 木のぼりをしたりするとき に、 中心を とったり、 かじを 
とるのに使います。 また、カン ガル—の太い尾は跳躍するとき役立ちます。カヤネズ ミは 木の•ほり 
のとき、木に尾をまきつけてのぼりますが、これは手と同じはたらきをしているわけです。この種 
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の 尾では、クモザルの尾が最も発達して おり、 尾だけで枝からぶらさがることができます が、 何か 
物を投げてやると尾で受けとることもできます。 リス やムサ サビ、 キッネなどの尾には長い毛が生 
えてい るので、 寝るときにからだをつつんで寝ます。防寒用の毛布と いうと ころです。 

その反対に、熱帯産のサルの尾は、キッネの尾のようには毛深くなく、このサルが樹上から尾を 
長くたらしているのは、からだの表®積を広くして涼んでいるのだという人もいます。わたしたち 
がネズミを追いかけたとき、浦えにくいのは、一つにはネズ ミの 尾が目ざわりになるためで、ネズ 
ミは 尾によって敵の目をくらまします。ネコの仲間のけものの尾は尾先がよく動きます が、 これも 
獲物の注 E をそらせるのに役立っています。また、ゥマやゥシにハエがよってきたと き、 尾がハエ 
たたきの役をすることは誰でも知っているとおりです。水に住むけものでは、泳ぐのに尾を使うも 
のが多いので、たいてい大きくて、形の変わった尾をもっています。クジラの尾が左右に 7!' 平にひ 
ろがっているのは、水中から海面にはやく浮きあがるのに役立っています。 

才才カミはイヌの祖先でし イヌも オオヵ ミも おなじ仲間です が、 オオヵ ミが イヌの祖先だとい う 
ようか。 わけではありません。 

オオヵミは朝鮮、満州、中国、インド方面から ョーロ ッパにかけ て 住 
み、 北アメリヵにもたくさんいます。鳥やけものを常食としています が、 ときには人間をおそう こ 
ともあるそうです。むかしは日本にもたくさんおりました。記録によると、明治の初めころには北 
海道にはとてもたくさんのオオヵ ミが いて、ゥマをおそったりするので、せっかく開いた牧場を閉 
じるような こと さえあったそうです。しかし、奨励金までだしてオオヵミ退治につとめたので、明 


82 



'^三十 年ころには、すっかり姿を消してしまいました。その後、内地にいたオオヵミも絶滅したの 
で、今は動物園に行かないと見られなくなりました。先年、ある学者が、日本にはオオヵミがいな 
いと発表したところ、自分の村の近くの峠にはオオヵ ミがいる、 うそだと思うなら来てみよとの抗 
議があったそうです が、 調査してみたら、それは山野をかけまわっていた野良 イヌが、 野生にかえ 
ったものだったそうです。 

イヌは、オオヵミに非常によく似た動物を飼いならしたもので、血筋が近いので、オオヵミとイ 
ヌの間には、子どもが生まれます。絵にあるオオヵ ミは、 口が耳までさけたものすごい顔をしてい 
ますが、ほんとうはイヌに よく 似た顔で、イヌのなかでもいちばんよ くシ H パー ドに似ています。 
それで、映画でオオヵミの役をやらせるときには、 シヱ パードを使うのだそうです。また画家の話 
によると、オオヵミとイヌとをならベて描くのはたいそうむずかしいことで、線一本の違いだけだ 
そうですが、この一本の線が描けるようになるには、よほどの年季がいるということです。 

オオム、イン コ、 キユウカ 
ンチョウなどはどうして話 
ができるのでしようか。 

II か、 「オハョウ」とかしゃべるものがいますが、のど 自幔で 一等をとった 
オオムは、ハトポッポの歌をうたったそうです。また、 世界一の おしゃべり 鳥 だといわれた イギリ 
スのオオムは、 九歳で 死にましたが、 三百五十 ものことばを記憶し、ーダ ー スもの童話を話す こと 
がで きたといいます。しかし、 上には上が あるもので、ヨウムはオオムよりももっと長い歌 やこと 


オオム、ィンコ、キュゥカンチョゥは「人まね三羽カラス(？)」で、 
よく人のまねをしてしゃべります。オオムは、 r オオム返し」といぅこ 
とばがあるくらいで、よくしゃべり、人の顔を見れば「オタヶサン」と 
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i を覚えるといいますから、たいしたものです 

なまた、インコ文オオムによく似ていて区別しにくいほどですが、オオムよりももっと人まミの丄 
手なものがあります。キユウカンチョウはときどきキャ1キャ1地声をだしますが、これも、物ま 
ミナオムよりも上手だといわれています。キユウカンチョウをはじめて日本につれてきたのは、 

の九官と V 人だそうです が、 日本人がその鳥の名—ずね ると、 九官は——かれた 
のかと思って、キユウカンと答えました。それを日本人は鳥の名だと思って、キユウカンチョウと 
よぶようになったということです0 

こ n らの鳥はいずれ劣らず、人間のことばを上手にしゃべりますが、しかし、それは人間が話を 
するのとはちがいます。わけがわかってしゃべっているのではありません。「のどがかわいていま 
すか」とたずねる と、 「お茶をちょうだい」と答えるオオムもいますが、これとても、ただ人間の 
こと£がいえるというにすぎず、物まねをしているだけのことです。 

、っ。 丈し こ、 鳥には 口 まねをする性質があります。ウグイスは鳥の仲間でいちばんよい声をだす 
とされてハます が、 ウグイスによい声をださせるためには、鳴きかたの上手なウグイスにつけて習 

もし &きかたのへたなウグイスにつける と、 へたな鳴きかたを覚えてしまい ますし、 ホ 

き； I •/ • t \ t • 1, 一 t _ 〆〆, 、、 \4 、 J0 F7 / J 、 


わせます 

トト ギスのそばにでもおこぅものなら、ホ 

ホオジ ロ、 ヨシ キリ、 ムク ドリ、ヒヨ ドリ、 


t - 

ギスの鳴き声をまねして覚えてしまいます。 また、 
モズ 、ヵラスな どもょくほかの鳥の声を覚え、ときに 

.、‘ _ン たたく つちの音などまで覚えてまねします。かつてロンドンの動物園には、見物人が 

i に立つ と、 「どなたですか？」とたずねるヵラスがいたそぅですが、 このょぅに、 鳥には口まね 

をする性質が あります。 
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オオム、ィンコ、キュゥカンチョゥなどは、ことによくまねをする 性質が あるので、 短 かいこと 
ばだと覚えるのですが、そのうえ、これらの鳥の舌はやわらかくて肉が厚く、自由に動き、その声 
が低くて深く、発音が人間に似ているので、人間のことば (/■> まねがしやすく、しかも記憶力が強い 
ので、よく人まねをするのです。 

たからといって、ほったらかしておいてもかんたんに物まねをするようになるというわけではな 
く、いろいろなまねをさせるには、仕込まなければなりません。それはけっして容易なことではな 
く、まず第一に、人になれさせ、それからはじめてことばを教えるのですが、それには、非常な熱 
-意と根気がいります。また時間もかけなければなりません。人の寝静まった夜半か、または、きま 
った時間に一語一語教える苦労はなみ大抵ではありませんが、さらに、それぞれの鳥によって、長 
いことばのいえるもの、短かいことばの得意のもの、はっきりしゃべるものなどいろいろ特徴があ 
り、能力もちがいますから、個性にあったことばを選んでやらなければなりません。うまいこと® 
でつって覚えさせるのですが、記憶力のもっとも強いのは、ひなから親鳥になるときの第一回目の 
羽がわり後の六、七力月間です。ですから、仕込むのは若いうちで、年をとると覚えがわるくなっ 
て見込みがなくなるのは人間とおなじことです。 

オタマジャクシはなせカエ 「オタマジャクシはカエルの子」ですから、カエルになる ことは、 当 
ルになるのでし ようか。 然そうなるべきものがそうなっただけの ことで、 べつに おどろくような 

変化ではありません。たとえオタマジャクシがカエルになりたくないと 
思っても、カエルになってしまハます。 
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このような質問は よく 幼児が発するものです が、 幼児の質問には、「何の 0 的で」というのがか 
なり多いものです。この問題の答え も、 「陸にあがりたいからカエルになるのだ」 とか、 「カエル 
なりたいからだ」とかいうような答えかたでかたづけ ると、 かんたんにすみます が、 それが満足す 
べき答えでないことはいうまでもありません0 

幼児には、 「オタ マジ ャクシ はカエルの子」 で、 それがだんだん大きくな って、 からだの中にお 
となになる準備がすっかりできあがったから力ニルになったのだと話せばよいでしょうが、この変 
態の原因は甲状腺ホルモンにあります。それは今から 五十 年く らい前にはじめ て 明らかにされたこ 
とです が、 このホルモンが体内にある量だけたまると変態がおきます。ですから、まだ成長してい 
ない オタ マジ ャクシ にで も、 甲状腺ホルモンをあたえる と、 カエルに変わらせることができます。 
また、 その反対に甲状腺を とつてしまうと、 からだばかり大きくな つても 変態しません。 


まだカエルが出ないうち 春の彼岸もすぎて、水もぬるんでくると、池には小魚やオタマジャクシ 
に、 どうしてオタマジャク の泳ぐ姿が見られるようになります〇オタマジャクシはカエルの子で、 
シが生まれるのでしょう 卵からかえるのですから、まだカニルが土の中から出てこない前に オタ 
カ マジャクシがいることは、ふしぎといえばふしぎなことです。学者たち 

も、かつては前のケ r に産みおとされた卵が年を越して、それがかえるの 
ではなかろうかと考えたものでした。 

日本には三十種あまりのカエルが おり、 産卵の場所や時期は、種類によってそれぞれちがいます。 
それで、いつごろ、どこに産んであったかを知れば、卵の形は見なくても、それが何カエルの卵かを 
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あてることさえできるほどですが、いまヒキガエルを例にとる と、 ヒキガエルは三月 ころ ? te や召 こ 
産卵します。この時期になると、ヒキガエルが池や沼のほとりにたくさん集まって、おんぶしてい 
るのが見られます、ヵエルが産卵するのは冬眠からさめたときで、ヒキガエルは、冬の間は、地下 
およそ十五センチないし二十センチの所にもぐりこんで、眠っていますが、冬眠からさめる と、 す 
ぐ産卵の準備にかかります。産卵期には、おすがめすのうばいあいをして、いわゆるヵエル合戦の 
見られることもあります。産卵の期間は短かく、ふつうは二日ないし五日で、産卵をすませると親 
はまた土中にもぐって、暖かくなるまで静止の生活をします。 

産み落とされた授精卵は、まもなく二つの細胞に分裂し、それがさらに四、 八、 十六、三十二とだん 
だんに分裂し、数が増してたくさんの細胞のかたまりになっていきます が、 それと同時に、内部に 
も複雑な変化がおこって、だんだんオタマジャクシの形になっていきます。 

このようなわけで、ヒキガエルでは、親ガエルがまだ土の中にいるのに、 もう オタマジ ャクシ が 
泳ぎはじめるのです。ヒキガエルよりさらに産卵期が早いのはニホンアヵガニルで、冬の暖かい年 
には、一月下旬にもう産卵することもあります。しかしトノサマガエルやッチガエルは、ふつう彼 

岸をすぎてから卵を産みます。 

オナガドリは高知県原産のニワトリで、愛玩用の ニワ トリの王様で 
す。天然記念物に指定されています が、 外国人にもめずらし がられ、イ 
ギリスではョコハマとよんでいます。 これは、 むかし横浜から輸出され 

たためで しよう。 


オナカドリの尾はなぜ長い 
のでしょぅか。 
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オナガドリのくわしい歴史はわかりませんが、尾の長いニヮトリができはじめたのは、数百年前か 
らのことのようです。それが今日のようなりっぱなものになったのは、明治の初めごろからです。 

ふつうの 一ー ヮトリでは羽がぬけかわりますが、オナガドリのおんどりでは、背中と尾の一部の羽 
がぬけかわらずにどんどんのびるので、羽が長くなります。背中の羽ののびかたは尾羽の半分ぐら 
いですが、尾羽は一年に七、 八十 センチものびます。それで、数年たつと四、五メートルもの長さ 
になります。なかには六 
メ ー トルを越えるものも 

あります0 

めんどりの背中の羽 

も、ほかのニヮトリより 

は長いのですが、ぬけか 
わるので、おんどりのよ 
うこは長くなりません。 

オナガドリは、小さい 
ときには発育がおそく 
て、からだが弱いので、育 
てるのに骨がおれます。 

それは近親繁殖でふやす 

ためでしょう。オナガド 
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リを 飼うときには、尾羽をいためないように、高い場所に置いた箱の中にとまらせておきます。箱 
は大きすぎても小さすぎてもいけません。 オ ナガ ドリは、 この箱の中に、まるで彫刻のニヮ トリを 
おいたように行儀よくとまらされています。尾は、とまり木のうしろの横棒にかけるようにして、 
たれさがらせてあります。庭を自由にかけ歩くことなどは許されず、運動させるときには、静かに 
地上に おろしてから、 人が つきそって歩かせます。 

人間は、このようにしてオナガ ドリの 尾を もっともっと 長くしようと苦心していますが' また一 
方では、翼のないニヮ トリを つくることに も 成功しました。 

力はどうしてブーンとなく 
のでしようか。 

鳴き声ではなくて、はねからだす音です。力のは3二枚で、これは、ほかのこん虫でいうと前ば 
ねにあたるものです。 

^^^^|5小ざく^;,っで感覚器官12’加，わ！ってい，^,力。力がとぶときには、はねは一秒間に二百 
回から四百 回く らいの速さで振動します。それが 空気を振動 させてブーンという音と して 聞こえて 
くるのです。ですから、はねをすこし切りとると、 音は 高くて小さくかわります。 もし全部 切りと 
れば鳴き声は聞こえなくなります。音の高さは力の種類によってちがいます が、 いっぱんに、から 
だの小さいものは高い音をたてます。また、同じ種類のおすとめすとでは、おすのほうが高い音を 
たてます。これは、おすのはねがめすのはねより短かいためだと考えられます。それからまた、お 


人の血を吸う動物の番付では、力とノミは東西の横綱です。力に味方 
する人は、ノミはだまってもぐりこんでくるのに、力はブーンと鳴いて 
きて血を吸うから善良だといいますが、力のブーンという音は、じつは 



なじ大きさの力で も、 秋になる と、 低い弱々しい音をたてます。 これは、力の 体温は周囲の温度に 
つれて上ったり下ったりするので、寒くなる と、 はねを動かす筋肉ののびちぢみする速さがゆるや 
かになるためです。 

ところで、力が音を聞きわける器官は触角です。触角の根もとは球のようにふくれていて、この 
中にはたくさんの神経がきています。そこで音を聞くのです が、 触角はめすよりおすのほうがよ く 
発達しています。オルガンをひいたり扇風機をまわす と、 力が集まって くる ことがあります が、 そ 
のときの力はたいていおすです。しかし、おすがもっとも よく 感じとるのはめすのたてる音です。 

力を駆除するのに、力のだす音とおなじ高さの音をだして力を集め、それを捕殺している人もい 
ます0 

ガのひげはなぜ大きいので： I エビ 、カニ、クモ、こん 虫な ど 節足動物と よばれているものでは、 頭部 
しょうか。 の 付属肢が形をかえて触角(ひげ) になっています。 触角はエビや カー ーに 

は二対あります が、 そのほかのもでは、ふつう一対で、形も種類によっ 
て さまざまです。 こん 虫のひげを 見ても、カメ ムシは糸 状、 トンボは鞭 状、コメッキ ムシは櫛 状、 
力は羽毛 状、 テントゥムシは棍棒 状、 チョゥは球桿 状、 コガネムシは鰓 状、 ハチは膝 状、 ハニは不 

正形等さまざまです0»/角—は、—.^‘ 叫、— ^ I は触角？^ 
音を聞きまず。 このように、 触角はたいせつな器官な ので、 その形や 大きさもそれぞれのこん 虫の 
生活に適した ようにで きて おり、 雌雄によって形の ちがうこともあります。マィマィガなどでは、 
おすとめすとではまるで触角の 大きさがちがい、 おすの触角は 大きく羽 状に発達していますが、 こ 
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マイマイ ガのおすのひげ 


れはめすのだすにおいをかぐのにたいそう役立 
っています。 ガのめすをかごに入れて おくと、 
おすのガがそばに ょってき ますが、触角のにお 
いを 知る感度は すばらしいもので、五、 六 キロ 
メートルも隔っていても感じ、 そんな 遠いとこ 
ろからでもとんで きます。 百万分のー グラムと 
いう、 あるかな しかの わずかなめすのにおいの 
粒子をさぐりあてる ことができるというの です 
から、驚くほかはありません。たとえ眼をつぶ 
して 見えな くしても、 おすはめすのそばに飛ん 
できます。しかし、もし 触角を切る とか、 触角 
にエナメルのょうなものをぬるとかすれば、さ 
すがのおすにも、めすの所在がわからなくなっ 
てしまいます。 

、ガの 触角の篆 16 ^ 1 等 f と"£#て . 

小さい穴が，たくさん あい， でいま に友 SQ : 
粒子はここから入っていくのです。ガのおすの 
触角がめだって大きく発達したことには、めす 
の発散するにおいをかぐことが深く関係してい 
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るといえ ましよぅ。 

日本に産するチョウはおよそ二百種、ガは五千五百種ぐらいと推定さ 
れています。 

チョウとガの区別法として、チョウは日中にとび、ガは夜とぶといわ 
れていますが、これは絶対的なものではなく、ガのなかにもイカリモン 
ガ、キンモンガなどのよぅに、昼間とぶものもあります。 

このほかにも、チョウとガの相違^！〖としては、「チョウのからだは細くてはねの幅が広いが、ガ 
はからだが太くてはねの幅がせまい。チョウの触角は棍棒状で、端が丸いが、ガの触角は糸状また 
は櫛状で、端がとがっている。チョウは眠ったり休んだりするときはねをたてに合わせてたたむ ^ 
が、ガは 屋根 形にたたむ。また、ガの後ばねには前ばねと連結する刺毛があるが、チョウにはそれ 
がない」等があげられていますが、メイガはからだが細くてはねの幅が広く、セセリチョウはから 
だが太くてはねの幅がせまいし、スズメガ、ヒトリガの触角は端がふくらみ、セセリチョウでは端 
がとがっています。また、シャクトリガの仲間には、はねをたてに合わせてたたむものがあり、ダ 
イミョ ウセセリやタテハははねを開いたままで止まります。それから カイコ ガは後ばねに刺毛をも 
ちませんが、セセリチョウの仲間には、おすだけ刺毛をもっているものがあります。 

こうしてみると、チョウとガのあいだには絶対的の区別点はなく、幼虫にいたっては全く区別が 
つきません。 

このようなわけで、チョウとガをきちんと区別することはほとんど不可能です。古くはチョウと 


チヨウは昼とぶが、ガはど 

うして夜とぶのでしょう 

\ 〇 
力 



ガを対立する対等のグル ー プとして区別し、英語ではチョウをバタ ー フライ、ガをモスとよんでい 
ますが、チョウはガのなかで昼間活動する花蜜の好きなグループだといってもよいでしょう。ドイ 
ツ語では両者をあわせてファルテルとよび、区別するときにはチョウをタークファルテル(揉のチ 
ョウ)ガをナハ トフ アルテル(夜のチョウ)とよんでいます。 

両者の相違は、長い間の生活の違いと関係があり、チョウの複眼が大きいのは昼の活動に適し、 
ガの単眼が大きいのは夜の活動に適しています。また、ガには光に集まる走光性という性質がある 
ので、夜、光源を見る と、 好むと好まざるとにかかわらず、光にむかってとんでいかないわけには 
いかないのです。 

貝がらはカイの骨ぐみともいうべきもので、内がわのやわらかい部分 
を保護する役目をしています。貝がらはおもに石灰質のものからできて 
いるので、うすい塩酸をかけると泡がたちます。この泡は二酸化炭素の 
泡です。 

貝がらの表面の層は薄くて、ハマグリでははげやすく、カラスガイではやや厚く黑い色をしてい 
ます。そのすぐ下に石灰質の層がありますが、これは表面に直角に、短かい柱をならべたようなで 
きかたになっています。いちばん内がわには美しい色や光沢をだす真珠層があります。真珠層は幾 
面に並行に、薄い板をならべたようなできかたになっています。貝がらの中にあるカイのからだは 
膜でつつまれていますが、これらの層はどれもみな、この膜からにじみでてくるものでつくられま 
す。いちばん表面の i になるものは膜のへりのみぞから、その下の層になるものは膜のへりから、 


貝がらはどのよぅにして大 
きくなつていくのでしょぅ 

か。 
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真珠層になるものは膜の表面全体からにじみでます。また貝がらの色は、膜が貝がらについている 
部分からでる色素によってつきます。 

このように、貝がらの原料になるものは、からだをつつんでいる膜からだされるもので、ふつう、 
貝では 成長に つれて貝がらもだんだん大きくなっていきます。貝の表面には、 貝が らのふちに 並行 
にたくさん線のあるものがあります。 ヵラス ガィやシジミでは、ことにはっきり見えます。これは 
貝がらの大きくなったようすを示しているもので、木の年輪のようなものです。この輪はかならず 
一年に 一つできるというものではありません が、 ヵィのだいたいの年齢を知るめやすになります。 

貝の中にどうして真珠がで 貝がらを割って、その割れ口を見ますと、貝がらが層になっているこ 
きるのでしょう か。 とがわかります。外がわの層には、ふつう美しい模様や色があります。 

内がわの層は薄い層が重なりあってできたのですが、光のために美しい 
つやや、色をあらわしています。それで、これを真珠層といっています。 

真珠層は 貝のからだをつつんでいる 外套 膜からしみでてくるもので できた ものです が、 もし 真珠 
層を分泌す る 上皮組織が なにかの 原因で 膜から離れて、からだの中に 落ち こむ と、 そこで袋をつく 
ります。そして膜についていた ときと おなじように、 真珠層の成分を だしますから、だんだん 層が 
ふえてい き、 真珠が できます。もし芯になるようなもの (核)が あれば、そのまわりに、 幾重にも 
できていきます。芯になるものは、砂粒の こと もあるし、小さな動物の死骸の こと もあるし、まっ 
たく芯のない とき もあります。 

真珠は こうして できるのです が、 いつも 袋の中にできる ときまっている のでは なく、 貝の中に外 
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アコヤガイの中に梭（かく）を入れるところ 


から何か物が入って、からの内がわにはさまると、外套膜を刺激し 
て、そこに真珠のできることもあります。 

中国では、むかし、ヵラスガイの中に鉛でつくった仏像などを入れ 
て、真珠をつくっていましたが、御木本幸吉氏は、アコヤガイを養殖 
してりっぱな真珠をつくることに成功し、日本の養殖真珠を世界一の 

ものにしました。 

真珠の質は、ヵイ 
の真珠層の質にょっ 
n (てきまります。アコ 
^ヤガイ、チョウガイ、 
でカヮシンジユガイ、 
中イチョウガイなどは 
0美しい、真珠をつく 
竹る貝です。 

^ なお、真珠のとれ 
る貝のことを真珠貝 
といいますが、いま 
はアコヤガイの別名 
にしています。 










カイ n は緑色のクワを食べ カイコは緑色のクヮの葉を食べて大きくなり、もうこれ以上は大きく 
ている のに、 どうして白い ならないようになると、クヮを食べることをやめて、口から糸を吐いて 
¢0くるので しょうか。 白銀色にかがやく美しい€をつくります。わかは、今では白い色のも 

のばかり多くつくられていますが、このほかに黄まゆ、緑まゆ、笹まゆ、 
紅まゆなど、いろいろの色のついたまゆがあります。そして、これらの色のついたまゆからとりだ 
される生糸 も、 そのまゆの色とおなじ色をしています。 

まゆや生糸に色のつく原因については、白いまゆをつくるカイコは、色のついたまゆを つくる 力 
イコとちがって、からだの中に色素をつくるはたらきがないから、色のついたまゆをつくることが 
できないのだといわれていましたが、その後、奥正己博士の研究によって、まゆの色はクヮの葉の中 
にふくまれている色素がカイコに吸収されてからだの中にはいって、絹糸腺(絹糸を つくったり、た 
くわぇたりする器官)の中にはいり、まゆをつくるときに、その fe のついた繊維が吐きだされて CL の 
ついたまゆになるのだということがはっきりしました。 

そして、そのとくべつの色素は、カイコのからだの中でクヮの葉の成分からつくられる ことも 明 
らかになりました。 

タヮの葉の中には、ほかの緑色の葉とおなじように、色素として葉緑素、カロチン、キサントフ 
ィルなどがふくまれていますが、これらはカイコに吸収されてからだの中にはいり、絹糸腺の中に 
はいっていって、まゆをつくっている成分の一つであるセリシンというものといっしょになって絹 
糸に色をあたえます。ですから、これらのまゆの色は、セリシンをとりのぞ くと、 ほとんど白色に 
なります。 
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絹糸腺に すいとられる 色素の種類 や 量は カイコの 種類に よってちがいます。たとえば、 黄色の ま 
ゆの 色素は大部分がキ サントフィルです。ところが、どのような色の まゆをしらべてみても葉緑素 
はありません。これが「青いクヮの葉とおなじような色のまゆのできない」わけです。 

それでは、 おなじ クヮの葉を 食べて いて、どうして 色のつかない まっ 白いまゆを つくるものがあ 
るのでしようか。それは、 白いまゆを つくるカイコにはクヮの 葉の中の色素をからだの中に吸収す 
るは たらきがない ためです。しかし、まっ 白いまゆで も 色素が全然ないのでは なく、アルコールで 
にると、 緑が かったうす 黄色の液が 得られます。 

カイコはなぜ眼るのでしよ わたしたちは、昼間は、ご飯を食べたり、勉強したり、運動したりし 
うか。 ますが、夜になるとぐっすり眠ります。眠っているあいだは、ご飯を食 

ベることもな く、 運動もしません。ときどき夢を見るくらいのもので、 
心のはたらきはありません。人間のこのような眠りは睡眠というもので、ゥマやゥシやイヌやトリ 
などにも、この1®眠という眠りはあります。 

カイコが 皮をぬぐ 前に、クヮを 食べずに じっとしているありさまを、 昔から 「カイコが 眠ってい 
る」といっていますが、あのとき、カイコは人間とおなじような 睡眠を しているのでしようか。こ 
のことについては、じつは、まだよくわからないのですが(もしかすると、人間とおなじような! ffi 眠を し 
ているのかもわかりませんが)、たとえ、このときカイコが睡眠しているにしても、カイコの眠りのと 
きには、人間の眠りとはまるでちがうことがからだにおこっています。ですから、人間の眠りと力 
イコの眠りとは、 言葉は 同じでもたいそうちがったところがあるのです。そんなにちがったところ 
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があるというのに、どうして「カイコが眠る」などというのかと申します と、 それはカイコが 運動 
もまったくやめて、食物 も 食べないでいるので、ちょうど人間が眠っているのに よく 似た ありさま 
だからです。中身のことは考えずに、ただ外から見たことだけで、眠るといったにすぎません。そ 
れでは、カイコの眠りのときには、どんなことがおこっているのでしょうか。 

カイコの皮膚は、いちばん外がわが外皮(クチクラ) で、 その下に表皮(真皮または下皮)があっ 
て、 外皮の裏づけをしています。外皮は表皮からしみでてきたものによってできたもので、堅いも 
のです。外皮には、はじめはしわがありますから、カイコがクヮを食べてだんだん大きくなってい 
くと、そのしわがのびてしまうまでは大きくなります。外皮のしわがのびて、ある程度に達する 
と、 もとの外皮の内がわに新しい 、 i 刖 のよりはもっと大きい外皮ができます。これができあがる 
と、 前の外皮をすっぽりぬいでしまうのです。外皮をぬぐことを脱皮といいます が、カイコは 脱皮 
によっていっぺんに前よりは大きい新しい外皮につつまれることになります。そして、この新しい 
外皮のしわがのびるまで、カイコはまた大きくなっていきます。 

つまり、カイコが大きくなるには、脱皮と いうく ぎりがついているわけです。ふつう飼われてい 
るカイコは、四回脱皮をして大きくなります。 

カイコが眠っているときは、この新しい外皮を古い外皮の下につくっているまっさいちゅうなの 
です。そのしょうこには、眠っているカイコの頭のすぐ後のところを見る と、 三角形の部分が見つ 
かります が、 これは新しくできた頭が古い外皮をとおして見えているのです。古い外皮をぬぐと、 
この新しい前より大きい頭が今度の頭になります。こういうぐあいに、眠りのときには、頭ばかり 
でな く、 全身にわたって古い外皮の下に新しい外皮がつくられます。人間が R っているときには、 
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カイコのように新しい大きい頭なんかがいっぺんにできますまい。ですから、カイコの眠りと人間 
の眠りとはまるでちがったものです。 

なお、カイコの頭というのは、からだのいちばん前のはしにある、かたくて小さい褐色の部分で 
す。 よく、 頭のうしろにある胸のところまでも頭だと思っている人がいますが、これは大まちがい 
です。胸部というのは、頭のつぎにある、 胸 脚という 三 対の 脚の ついている部分、 腹部は そのうし 
.ろのほう全部で、ここには、四対の 腹 脚と一対の 尾 脚があります。 

では、カイコの眠りはどうしておこるのかといいます と、 これは二つのホルモンのはたらきによ 
っておこるのです。そのホルモンというのは、一つは コーポラ•アラタ ホルモンで、一つは前胸腺 
ホルモンです。この二つのホルモンがいっしょになってはたらくことによって、カイコは眠るので 
すから、これを注射す ると、 カイコはいつでも眠ります。 

カイコは眠るときなぜ頭を 眠っているカイコを見ます と、 頭はもちろん のこと、 からだの中ほど 
あけているので しようか。 まで も あげています。このからだのあげかたは、眠りに つこうと するす 

ぐ前から、眠りについたばかりのころがいちばん 高く、 いちばん前の腹 
脚さえ少しあがって いるく らいですが、時間がたつにつれてだんだん低くなってきます。そして、 
いよいよ脱皮す る 数時間前になる と、 もうほとんど前身をあげないで、ほんの頭と胸部だけがあが 
っているくらいで、からだはほぼ平らになります。カイコの眠りのときは、新しい外皮ができあが 
るときですから、このことと前身をあげることとの間には何か関係がありそうに思われます。 とこ 
ろが、眠りについて前身を高くあげているカイコの上に、セロファン紙をのせて、その両端を針で 
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とめ、前身をあげることができないようにおしつけておいて 
p も、やっぱり新しい外皮はりっぱにできて、脱皮も無事に終わ 



祕_身 眠っているカイコが、なぜ前身をあげるかというのは、人が 
CM 、'\*^ンみ H _睡眠しているときのようすとくらべることからおこる疑問であ 

V 5〜丨〇 って、カイコの 眠りは人間の睡眠とはまったくちがったもので 

S 力す。 カイコを 飼つて、そのようすを調べてみますと、眠つてい 

ないときの カイコが、クヮを 食べるのをやめて休んでいるらし 
いようす のとき にも、 眠りのときほど長い時間ではなくて も、 やはり前身をあげているのを見うけ 
ます。こんな 姿勢を人間が見ると、なんだか無理のある疲れ やすそう なかつ こうに 思います が、 そ 
れは人間だけの勝手な考えかたであって、 カイコに とってはべつに苦しい姿勢ではないのでしょ 
う。カイコの 世界の科学質問箱には、「人間は眠るときなぜ頭を平らにして眠るのでしょうか」と 
いう問題があるかもしれません。 


g り、べつにこれといぅ変わったことが見つかりません0 
1#眠っているヵィコが、なぜ前身をあげるかといぅの i 


部門イ 
頭気力 


力 H ルのからだはどぅして 
〇る0るしているので しょ 
ぅか。 


カエルをかぞえるのには、一匹とか一尾とか一羽とかいいます。一尾、 
二尾というよび方は、ほんとうは尾のある動物のなかで、へビやトカゲ 
のような下等な動物をかぞえる数え方です。また一羽、二羽というよび 
方は、鳥のように羽のある動物をかぞえるときにいう数え方ですが、力 


エルを一羽、二羽とかぞえるのは下等な動物だからと いぅ 気持ちからです。 
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動物のからだは皮膚でつつまれていて、ふつう皮膚をまもるものが何かかならずついています。 
たとえば、魚にはうろこがあります。へビやトカゲにもうろこがあります。鳥には羽毛がついてい 
ます。 ィヌ やサルには毛があります。 ところが、 カエルの皮膚には何もついていないで、はだかの 
ままです。しかし、つるつるしていて、いつもいくらかしめっています。それは、たえずねばねば 
した液がにじみでているからです。 

カエルのいちばん好きなところは、水の中と か、 水辺のしめったところです。「カエルの面に 
水」といいますが、水に平気どころ か、 カエルにとっては皮膚がぬれていることがたいせつなので 
す。 それは、カエルは皮膚で呼吸しているからです。カエルの肺はまだじゅうぶん発達していない 
ので、肺だけでは必要なだけ酸素がとれません。それで、その足りない分を皮膚からとりいれるの 
です。足りない分をとりいれるどころ か、 皮膚からとりいれるほうが多いくらいです。空気中の酸 
素は、からだの表面に水があると、からだの中にとりいれられるので、もし皮膚がぬれていない 
と、 それこそ大変なことになるで しょう。 

カエルの皮膚は、呼吸のほかにも大切な役目をしています。それはからだの中の水分を出し入れす 
るはたらきです。カエルは水を飲みません が、 それは皮膚をとおして水をとりいれているからです。 

カエルののどを見る と、 たえずはげしく動いていますが、これは人間 
にに らまれ、 恐ろしさのあまり息をはずませて、ハアハアしているので 
はありません。 口 底を押上げポンプのように動かさな いと、 呼吸ができ 
ないためなのです。 


カエルののとは、なぜふく 
らんだり、ひつこんだ y す 
るのでしょうか。 
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カエルの口は、がま口といわれているほど 大きく、 食物をとるときのほかはめったに開きませ' 
ん。カエルの鼻のあなは目と口のまん中へんに あり、 たえず開いたり閉じたりして呼吸をしていま 
す。 鼻のあなの内がわは口につづいているので、鼻から吸った空気は口に入ります。 

ところが、わたしたちの呼吸は、肋骨や横隔膜のはたらきで胸のかこみが広くなるので、空気がひ 
とりでに肺に入っていきますが' カエルには肋骨や横隔膜がないので、ひとりでに空気が吸いこま 
れることはありません。それで、肺に空気を送るのには押し込むようにしなければなりません。力 
エルは、まず鼻のあなをあけ、口底をさげて口の中を広くして空気を入れます。これは吸いこむの 
ですが、つぎに鼻のあなをふさいで、空気の出口をなくし、それから口底をあげて口の中をせまく 
します。そうすると、今まで広いところにあった空気は、出口がなくなったので肺の中に入ってい 
きます。つまり肺に空気を押し込むようなことになるわけです。空気が肺から出るときは、ちぢま 
った肺のはねかえす力で出ます。 

このように、カエルの口底は押上げポンプのようなはたらきをしているので、たえず上下に動く 
のです。 

カエルはこのようにして呼吸をします が、 わたしたちのようには )] 11 ] が 発達していません から、 こ 
れ だけでは 酸素が たりません。それで皮膚からも酸素をとり入れています。それには 皮膚が いつも 
しめっていなければ なりません。 

カエルが水の中と か、 水辺のしめった所を好む のは、 皮膚から呼吸することと大きな関係があり 
ます。 





カエルにはどうしておへそ 見つけたり蛙にへそのなきことを 

がないのでし ようか。 也 有 

カエ ルや ニヮトリは 卵を 産み、イヌ や ネコは 親とおなじ形をした子を 
産みます。それで カエ ルや 一ーヮトリは 卵から産まれる が.イヌ や ネコは 卵から産まれるものではな 
いと 考えるかもしれません が、ネコ や イヌや 人間 も、 もとは卵から産まれるのです。 力ニ ルや ニヮ 
トリなどは、 外に産みおとされた卵から子どもが大きくな ってく るので すが、ネコ や イヌ や人間な 
どでは、卵は母親のからだの中に あって、 これが大きくな って、 赤ちゃんに なって から外に産まれ 
てく るので す。 

ですから、わたしたちはネコや イヌの 卵は見ることができないのです。では、なぜ カエ ル や ニ ヮ 
トリな どは、 イヌ やネコなどのようにからだの中で大きくならないのでしょう か。 それは、これら 
の卵にはからだを養う栄養分がたくさんあるので、それを食べていると、ひとりで大きくなること 
ができるから、母親のからだの中にいなくてもよいのです。しか I 、 イヌ やネコの卵には栄養分が 
少ないので、どうしても母親のからだの中にいて、母親から栄養分をもらわないと大きくなれませ 
ん。そのために、へそのおというものが、母親の子宮から赤ちゃんのおなかまでつらなっていて、 
赤ちゃんはこれを通じていっさいの栄養をもらっています。しかし、産まれる と、 もうへそのおを 
通しては栄養分をもらいませんから、へそのおは赤ちゃんからとれてしまいます。このへそのおの 
とれたあとが おへ そです。 

カエルは母親のからだの中で大きくなりませんから、へそのおはありません。したがって、へそ 
のおのとれたあとのおへそもないわけです。 
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カエルには尾がありません 


オタマジヤクシは大食で、虫やカタツムリの仲間などまでも食べるの 


が、 オタマジャクシのとき で、以前は切れて落ちた尾を自分ですぐ食べてしまうのだと思われてい 
の尾はどうなったので しょ ました。それからまた、尾が変わって足になるのだともいわれていまし 
う力 た。しかし、それは間違いで、オタマジャクシの尾は切れて落ちるもので 

はありません。このことは、陸にあがったばかりのカエルに尾がまだ少 
し残つていることからみてもわかります。オタマジヤクシの尾は、オタマジヤクシが大きくな ると、 
だんだんからだに吸収されてしまうのです。吸収されるときには、からだに近いほうからだんだん 
吸 R されていきます。ちようど空にあがっている W を糸で手もとにたぐりよせるのと似ています。 


尾 〆 


オタマジャクシの尾は、 ト カゲなどとおなじよぅに、切れてもまた生えるものですが、これは、 
尾が、ほかの部分とは少しちがったものからできているにちがいありません。尾が吸収されるの 
も、 そういう特別のできかたをしているからでし よう。 けっして、ついているところが尾だからな 
くなるのではありません。そのしょうこには、足の肉をとって尾につないでおくと、尾は吸収され 
てなくなつても、足の肉はなくならずに残ります。また尾の肉をとつて背中に植えておくと、尾の 
なくなる時期には、背中に植えた尾の肉も吸収されてしまいます。 


カエルは冬はどのようにし 


カエルは冬になると、たいていは土の中や、枯葉や落葉の中などにも 


て暮らしているのでしょぅ-ぐり 込んで、運動もまつたく止め、死んだょぅにじつとしています。こ 


\ 〇 
力 


れを冬眠といいます が、 なかにはわき水の中で冬眠するものもありま 
す◦冬眠しているあいだは食物も食べません。呼吸もゆるやかになり、 
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血のめぐりもほとんどとまっているといってもよいくらいです。 

カエルが冬眠するのは、カエルの体温はまわりの温度につれて変わるので、冬になると体温がさ 
がって、活動できなくなるからです。力ニルが冬眠に入るのは、たいてい気温が八度前後になった 
ときで、 五、 六度にさがるとみんな眠ってしまいます。もぐる深さは地質などによってちがい、き 
まっていません が、 こごえ死しない程度のところまでもぐります。カエルが深く土の中にもぐった 
年は非常に寒いといいますが、それは、このようなところからいったもので しょう。アメリカ のよ 
うな広い大陸では、ひどい寒さの翌年はカエルがずっと減るといいますが、きっと冬眠中に冬が越 
せなくて死ぬのでしょう。 

春になって冬眠からいちばん初めにさめて、地上に出て くるのは、 ニホンアカガエルの仲間で、 
それにつづいて、ヒキガ H ルの仲間が出てきます。カエルは温度をあげる と、 いつでも冬眠からさ 
めさせることができます。 

カキ にも、 おす•めすがあ カキは大むかしから食べられていたものとみえて、貝塚からもカキの 
るでしよう か。 I 貝がらがたくさん 出ます。 

ー カキは子どものときにはツジミの殼のような形をしています が、 じゅ 
うぶん大きくな ると、 左の殼で岩などの固いものにつきます。それからのちは、左の殼が 深く のび、 
右の殼はたいらにのびて、左右の貝がらの形がちがってしまいます。カキという名がついたのは岩 
についてるのをかきとることからはじまったといわれていますが、漢字では牡蠣と書きます。牡は 
おすで、® S はカキということです。こんな字をあてたところを みると、 むかしの人は、カキにはめ 
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すがなくて、おすはかりたと考えていたのかもしれません。 卵を産む からには、カキにもめすがい 
るはずです が、 おすとめすとの 区別が しにくいのは、一つの 貝が いつもおすとかめすとかにきまっ 
ているのではなくて、あるときにはおすで、あるときにはめすになるからです。たとえば、マガキ 
というカキでいえば、夏の間はおすとめすとあります が、 冬になる と、 どれがおすで、どれがめす 
だかわからなくなります。そして、春になるとまたおすとめすとできます が、 前の年のおすがこん 
どはめすになることもあれ ば、 めすがおすになることもあります。 

カタッムリのしょっている 貝がらはからだをおおっている膜からだされたもので、貝のからだの 
貝がらは、どのようにして 大きくなるにつれ て、 貝が らも だんだん大きくなっていくものです0 
つくられるのでし ょ—。 カタッムリの貝がらをおなかのほうから見る と、 殼の開き口がすこし 

i 厚くなってそりかえっているものと、そうでないものとがあります。厚 
くそりかえっているものはおとなです。そりかえっていない カタ ッムリは、どんなに大きくても、 
まだ子どもですから、もっと大きくなります。 堅い貝が らもこのようにだんだん大きくなるもので 
すから、もし カタ ッムリの 貝が らがこわれても、からだをおおっている膜から 貝が らの 成分が ださ 
れ るので、新しい 貝が らが出てきます。 

カタッムリの殼の卷きかたには、右巻きと左巻きとがありますが、 それが はじめてわかったのは 
画家のおかげでした。ある 学者が本をつくる とき、画家にカタッムリの 絵を かいてもらったところ 
が、 貝がらの巻きかたが自分の思っているのと反対だったので、「こんなカタッムリはない」とい 
ってつき返しました。ところが、画家は「実物を見て写生したのだから間違いない」といってがん 
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ばりました。これがもとで調べてみた結#、画家の知らなかった C きかたと学者の知らなかった卷 
きかたのあることがわかったのでした。 

カタツムリには歯があるの カタツムリやナメクジにも歯はありますが、それは人やけものの歯と 
でしようか。 はちがつています。 

カタツムリの口は短かい角の下に あり、 口の中の上がわには、半月形 



をした堅い板のようなものがあります。また下 
がわには少し突き出たいぼのようなものがあり 
ます。 カタ ツム リは、 この板のような ものと、 

で：：いぼのようなものを使って植物を食べます。い 
術ぼのようなものは、歯のならんだものです。こ 
のれを切り開いて顕微鏡で見ると、表面にたくさ 
んの小さな歯のようなものが、後のほうにむか 
ってならんでいるのがわかります。それはちょ 
うど大根おろしの板金のように見えます。この 
小さな歯の形や並びかたはカタツムリの種類に 
よってちがいますから、カタツムリを分類す 
ときのめやすになります。カタツムリが植物を 
なめる ときは、 これをわさびおろしのように使 
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って食べます。カタツムリがはったあとを見る と、 木の葉や竹の表面、板塀などにまだらの紋のつ 
いていることがありますが、それは歯でなめたあとです。 

むかし、食用カタツムリでないものを食用カタツムリだと思って、はるばる外国から持ち帰り、 
自分の名をつけて大いにひろめた人がありました。ところが、カタツムリは暴食をする動物で、手 
あたりしだいに植物をなめ荒らすので、農業のうえで見のがせぬほどの害をあたえるょうになり、 
大勢の人にたいへんな迷惑をかけました。ところが、これが戦争のとき思いがけなく役立ちました。 
というのは、陸軍が買い上げて兵隊の食糧にしたのです。そのカタツムリには、今でもその人の名 
がつけられています。 

カタツムリのおすとめすと うそかほんとうか知りませんが、物知りの人が、カタツムリは二つの 
はどうやって見わけるので 長い角の先にある目を片方ずつつむるから、カタツムリというのだと教 
I う力 えてくれました。フランスにはカタツムリを料理して食べさせる店があ 

って、とてもおいしいという評判なので、日本から行った人はだれでも 
一度は食べに行きますが、ずっと以前、これを持ち帰って大もうけをした人がありました。それが 
うまくあたって、子どもたちの間にまでも、食用カタツムリを飼うことがたいそう流行しました。力 
タツムリ屋から親を買ってきて、卵を産ませて、卵からかえった子を育ててから店に持っていくと 
一貝い上げてくれるのですが、カタツムリは早くふえるので、みんなおもしろがってふやしました。 
ところで、子を産ませるには、はじめ親を買ってくるとき、おすばかり買ってきたのではいけませ 
んが、カタツムリはどれも同じょうな形をしているので、どれがおすでどれがめすなのかさっぱり 
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わかりません。ところが、カタツムリ屋にはすぐ見わけられるものとみえて、「これはめす」「これ 
はおす」とはっきりきめて、 一つが いに組んでは売っていました。子どもたちは、カタツムリ屋の 
おじさんは 千里眼 だといっていましたが、 種 あかしをすると、カタツムリのおすめすはだれがあて 
.てもまちがうはずはありません。なぜならば、カタツムリはどれもおすでどれもめすだからです。 

カタツム リは、けものなどとはちがって、一びきのからだの中におすのしくみもあれば、めすの 
しくみ もあります。ですから一びきだけでも卵を産むことができます が、 ふつうは、一つの カタ ツ 
ムリのおすとべつの カタ ツ ムリの めすがいっしょになっての ち、 卵を産むので、二ひきおいたほう 
がつ ごうが よいのです。 さて、カタ ツ ムリの ほかに も、 このように一びきのからだの中におすのし 
.くみもめすのしくみもあって、おすでもあるし、めすでもあるという動物がありますが、ごぞんじ 
でしょう か。 -ミミズも その一つです。 

カタツムリがはったあとは カクツ ムリは、 ナメクジとともに、梅雨時の花形役者です。この二つ 
なぜ銀色に光る のでしょう は M 儿弟の間がらですが、 カタ ツムリ U デンデンムシの歌にまでうたわれ 
力 て親しまれているのに、ナメクジはきらわれものになっています。人間 

というものは、こんな下等な動物にまで、きまった家をもっている か、 
いないかで差をつけるものとみえます。 

カタツ ムリは、美容にも薬 jlj にも食用にもなるといって珍重している地方もありますが、 カタツ 
ムリの一！はたいへんなもので、 数年 前、 沖繩でアフリカマィマィがのさばったときには、農作物を 
やたらに食い荒らしたので、ついに琉球政肘は、 カタ ツムリ退治の指令を発しましたが、夜は出て 
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かみそりの刃をのりこえるカタツムリ 


きて畑の作物を食い荒らし、昼はアメリカ軍の基地内に逃げ 
こむので、退治も容易ではありませんでした。沖繩本鳥だけ 
でも、 二週間に ドラム缶 五千三百本 ものカタツムリを捕えた 
といいますから、被^!の程も察せられます。フィリピンでも 
カタツムリのために住民が餓死 寸前に 追いこまれたことがあ 

ります 〇 

カタツムリが マイマイと よばれるのは、大きい角と小さい 
角をかわるがわる伸ばしたりちぢめたりして歩く姿が、舞い 
に似ているからだといいますが、つっつくと殼に入ってなか 
なか出てこないので、それでデンデンムシとよぶのだといい 

ます。大きな家を背負って歩くくらいですから、力が 強く、 
自分の五十倍くらいの重さのものなら平気でひっぱることが 
できます。 しかし、 歩くのは ゆっくりし ていて、「かたつむ 
り 格別 急ぐ 用 もなし」 で、 一分間に九 センチくらいしか進み 
ません。 

ガラス 钣に カタツムリをのせて、はわせて、下から見ると 
よく わかりますが、足には細い横のしわがあります。カタツ 
ムリがどんな物の上でも歩けるのは、これでぴったりついて、 
たてよこの筋肉を波のよぅに動かし、だんだん進んでいくか 
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らです。また、足にはねばねばした液をだすしくみがあって、そこから液をだします。かみそりの 
刃の上をはっても足に傷がつかないのも、粘液が刃をつつむからです。カタツムリのはったあとが 
銀色に見えるのは、このねばねばした液がかわいて光るためです。もし、乾燥した板などの上に力 
タツムリがじっとしていて、このねばった液がかたまってしまうと動けなくなります。 

ナメクジのはったあとを見ても、やはり白い筋がのこっていますが、ナメクジのだすねばった液 
は、カタツムリのだす液とは少しちがいます。ナメクジが紙や布の上をはうと、あとでその紙や布 
、がもろくなりますが、カタツムリではそんなことがありません。 

ハマグリもねばった液をだしますが、これはまた、カタツムリやナメクジとちがいます。おもし 
ろいことには、海に住んでいるハマグリのだす粘液は真水で洗うととれ、陸に住んでいるカタツム 
リやナメクジがはったあとの粘液は塩水で洗うととれます。 

キ ツネやゾゥも家畜でしよ 辞典で「家畜」ということばをひいてみると、「家庭で飼う動物」な 
うか。 どとしてあります。ゥシ、ゥマ 、ィヌ、 ネコなどの家畜は、今でこそ人 

に飼われていますが、大むかしはどれも野生の動物でした。どうして人 
に飼いならされるようになったかわからないものもありますが、多くは狩りに出たときつかまえた 
ものを飼いならしたり、人間が住んでいるところの近くにきたものを捕えて、かわいがったりした 
のがもとでしょう。家畜はどれも人の役にたちます が、 はじめて飼いならすときには、羊毛をとろ 
うと思ってヒツジを飼いならしたり、ミルクをとろうと思ってゥシを飼いならしたりしたのではな 
く、 飼っているうちに、肉や乳や毛などの利用のしかたを考えたものにちがいありません。こうし 
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て、数多くの動物のなかで役にたって、飼いやすくて、ふえやすいものだけが残って、今の 家畜と 
なったのです。 

最も古く家畜になったものはイヌで、それは一万 二 千年も前のことです し、 ウシも一万年くらい 
前から家畜になったといわれていますが、おもな家畜は中央アジアから西部アジアにかけた地.•力で 
飼いならされたようです。そして、家畜は長いあいだ、人に飼われているうちに、だんだんよりわ 
けられ、改良され て、 ウシにも、乳をとるためのウシと肉をとるためのウシができたし、ウマ こも、 
役馬と競馬のウマがつくられました。 

ところで、ひとくちに家畜といったときには、 イヌ、 ネコはもちろんのこと、 コイ やキンギョ も 
そのなかに入れています。「人になれて飼われ、人が飼っていれば子や卵を産んで ふえ、 だんだん 
改良できて、人の役にたつ動物」はみんな家畜です。ですから、 ウシ、ウマ、ヒツジ、ヤギ、ブ 

夕、ロバ、カイウサギ、ニヮトリ、アヒル、シチメンチョウ、 ガ チョウ、ハト 、ミ ツバチ . など 

どれも家畜といえます。キツネは人にも飼われ、その間に子も産み、毛皮も役に立ちますが、人に 
なれにくいので、これは家畜とはいいません。ゾウは人にもよくなつき、材木を運んだり荷物を連 
んだりして役にたつので、インドでは家畜なみに扱っていますが、人が飼うと子を産まないので、 
ふつうは家畜に入れません。 

なお、狭義の家畜は、農業に役立つ動物のことをいいます が、 日本では カイコ だけは 特別及、 で 
家畜とはいいません。また、家畜の意味をもっとせまくとって、けものだけにい うこと もあります 
が、このようなときには、鳥のほうは家禽とよびます。 
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カツオのからだについてい 
るしま模様はどぅしてはっ 

きりしているのでしよぅ 

\ 〇 
力 


「目に青葉、 U ホ 


トト 


ギス 、初 ガツオーといいますが、むかしの江戸 


つ子は一枚の布子を質に入れても、初ガツオを食べることをほこりとし 


ろ 


ました。ぜいたくな人は、はしりを買うために、八丁櫓の船をしたて 
て、 沖からかえってくる漁船を途中で待ちぶせしていたものだそうで 
す。それは、カツオがおいしいからかもしれません が、 それよりも、力 
ツオのすがたや色が青葉の季節にしっくりあっていて、字も勝魚などと書い 
て、 威勢がよいからではないでしょうか。むかしは、山国で食べる生魚といえ 
ば、 目のにごったようなものばかりでした が、 そんな山国に育ったわたしは、 

オカツオをおいしいと恩つたことはありませんでした。新鮮なカツオならおいし 
ツいのかもしれないと思っていたら、漁師の人たちから「とったばかりのカツオ 
はこり こり かたくてうまみが なく、 まつたくまずいものだ」と聞かされました。 
それから、いろいろむかしの本を調べてみたら、「カツオはまずいから生では 
食べないものだ」などと書いたものが、かなりあります。 

しかし、カツオの色の美し さには、 むかしからだれも文句をいいません。 
カツオの背中は青黒色で、はらは銀白色、横がわには数本の黒いすじがはしっています。この縞模 
様は生きているときにもあります が、 そんなにはっきりはしていません。それが針で釣られると急 
にあざやかに出てきます。それは、たぶんカツオが釣られたとき、はっとして、神経がひきしま 
り、 そのはたらきで色が変わるのだろうといわれています。人間は びっくり すると青くな つたり、 
弗常な心配ごとにぶつかると急に白髪がふえたりしますが、そのような神経のはたらきで、カツオ 



力 
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の縞模様も色があざやかに出てくるのでしょう。 

カーーにはさみはつきもので、サルカニ合戦の子ガニ は、 はさみをふり 
あげては「早く芽をだせ、出さぬとはさみでちょんぎるぞ」「早く実が 
なれ、ならぬとはさみでちょんぎるぞ」といいました。そして、しまい 
にはサルのくびをちょんぎりましたが、ヶガニのはさみに毛がいっぱい生えているのは、そのと き 
勝ったしるしで、その毛はもともとはサルの毛だったと伝えている地方もあります。 

」取都にはカニをまつったお寺があります。それはへビにおそわれている恩人を助けよう として、 
へビとたたかって討死したカニの仲間をまつっているのだそうです。中国には トラを 負かしたカーー 

の lis もあります。 

カニのあなに手を入れてはさまれたことはありません か。 カヮガニなどを梓でつっつくと怒って 
強くはさみ、水の中から引きあげてもまだはなさないでしょう。中国の ある 地方には トラコー マで 
m ： の見えなくなった人がたくさんいますが、その人たちはカニをつかまえて生活をたてています。 
水にはいって足でカニをさぐる と、 カーーは足のゆびを強くはさむので、足をあげてそれをつかむの 
です。その人たちの足のゆびは長い間 カー ーのはさみにはさまれつづけてきたので、形がすっかり変 
わっていますが、 カー ーのはさみ も、 足の変わったものです。 

カニには足が五対あり、一番目の足ははさみに変わっています。 

カー ーの足は強そう に 見えます が、とれやすく、 足のどこかをつかまえ ると、 根 もとから 切れて し 
士 6います。そこにはうすい膜があるので あまり 血 も出す、 そこからまた足が もとのようにの びてき 


力 II のはさみがとれたら と 
ぅなる でしょぅ。 
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ます。ですから、 カー ーは敵におそわれ ると、 自分の足を自分で切って、足をすてて安全な場所に逃 
げる こと もできます。 

力||のおすとめすはどうや いろいろこまかい見わけかたがありますが、いちばん簡単なのは、甲 
って見わけます か。 羅の裏がわに折りたたまれて いる、 薄っぺらな腹部の大きさをくらべて 

みればよいので す。 ここをふつう 「カー ーのふんどし」とよんでいますが、 
この部分の幅が、おすは狭く、めすは広いのです。そして、ふんどしの内がわを見る と、 めすには 
枝わかれした足がたくさんあります。めすの 力-一は、 この枝わかれした足に卵を鈴なりに産みつけ 
ます。それはちょうどブドゥの M のよう な形です。めすは卵をたいせつに保護し、よごれたものが 
たまらない ように、 たえず水をあおり入れては世話をしています。 

卵はおよそ一力 月く らいでかえります が、 かえったときの形は親とはまるでち がった、 怪物の よ 
うな形をしています。卵がかえると親子の縁は切れます が、川に いるサヮガニ は、 すこし大きくな 
るまで、たいせつに子を抱いて歩いています。こんなめすを捕えようものなら、 びっくり するほど 
きつくはさまれます。 

力 I 一はどうして横に 歩く の むかしから、 カ ニの横ばいといって、 カ ニは横にはうものと相場がき 
でしよう か。 まっていますが、海に行って みると、 まっすぐに歩く カーー もいます。横 

にはう カ ニから見れば、まっすぐ歩く カー ーの歩きかたがふしぎに見える 

かもしれません。 
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ヵニの 歩く足は全部で八本 あり、 どれも七つの節からできていますが、横には うヵニの 足は、 そ 
の節が横にはうようにしか折れまがらないしくみになっています。 

ですから、横にはうカニにとっては、まっすぐに歩くことは、わたしたちが横に歩く ときよりも 
もっと不便であるにちがいありません。 

いっぱんに、甲羅が縦に長い種類の カ ニは縦に歩くのがじょうずですが、 アカ テガニやベン ケイ 
ガニ 、イソ ガニ 、モク ズガニ 、イワ ガニなどのように横に長い種頃の カニ文 嘴 こよハます 0 


力 II はどうして泡をふくの カーーは水の中では泡をふきませんが、長い時間、陸にあげておくと泡 
でしよう か。 をふきます0 

カーーは水中に住んでいるものですから、えらで呼吸します。カニのえ 
らは、からだの両がわについている足のつけねのところにあって、甲羅でおおわれています。 

えらはやわらかく、羽毛状で、水中ではいつも新しい水にふれるようになっています。水はたえ 
ず後方からはいってきては、えらにふれ、口の両がわのところからだされていきます。 

カニを陸にあげても、すぐに死ぬようなことがないのは、えらが海綿のように水をふくんでいる 
ので、しばらくの間は呼吸をつづけることができるからです。しかし、長い時間、空気中にいる 
と、 だんだんかわいてきて、呼吸が困難になって きます。 それで 口 やえらをさかんに動かして、水 
中にいるときのように、後のほうから前のほうへ水を流そうとしますが、空気中なので、えらにふ 
れるのは空気です。その空気が、えらにふくまれている水分といっしょに、口の両がわから出るの 
で、泡になるのです。 
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カニはなぜ岩の間や砂の中 


かくれて住むことは動物の本能です。どんな強い動物でも、眠るとき 


にかくれているのでしょう や休むときには、かならずかくれるところをさがします。人間 も、 夕方 
力 になるとわが家に帰っていきます。 

ヵニは色彩の美しい もの、 形の変わったものなどいろいろあります が、 
どれも運動はあまり速いとはいえず、多くは横にのそりのそりはって歩きます。はさみをもって 
いて、パンなどあたえる と、 ちぎって口にもっていったりしますが、他の動物と闘うときには、は 
さみもあまり役にたちません。 

また、かたい甲羅は着ていても、成長するにはそれを脱がなければなりません から、 このときは 
一大事です。甲羅をぬげば、コンニ ャク のょうにふに ゃ ふにゃです から、 もとに もどる までの一力 
月く らいの間は無防備にひとしいわけです。それで、身をまもるためには、石のかげや穴がぜった 
いに必要になってきます。 もし、 この間に敵におそわれれば、それこそ泡をふいたぐらいではすま 
されません。 

弱い動物がかくれ家を求めるのは当然のことです が、 さらに 力- 一には死んだまねをすることのじ 


うずなもの や、 変態のじょうずなものがいます。 


ハガニがアラメやカジメの間にかくれてい 


るときには、歩きだすまで見わけがつきませんし、ッノガーーやクモガ ニは、 自分の背中に海藻や海 
綿を植えつけて、姿をかくしています。もし背中についているものをとりのぞけば、そわそわして 
落ちつきません。こんなとき糸でもたらしてやる と、 さっそくそれをひろいあげて、甲羅にある毛 
をひっかけ、糸くずですっかりからだをおおってしまいます。 

またヘィヶガニ は、 死んだ二枚貝のからを背中にかぶって歩き、危険がせまると貝がらの下にじ 
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砂の中にもぐりこんでいるカニ 


っと しています。それで、どんな動物でも死んだ貝 
がらだと思って見す ごし、 その下にカニがいるな ど 
とは気づきません。からだのやわらかいカクレガーー 
類は、一生、ハマグリやァカガィなどのからだにし 
がみついていますが、ナマコの尻の中にかくれて不 
摂生な生活をしているものもいます。 

力11の穴のそばにある小さ おだんごを つくること 
いおだんごはどぅやってつ のじょぅ ずな カニ文、 コ 
くるので すか。また、 f メッキ ガ ニ、 チゴガ ニ、 

のためにつくるのですか。 

シオマネギなどです。 

コメ ッキガ ニは、 じぶ 

んのかくれ家をつくるために、穴を掘りますが、そ 
れには土を外に運びださなければなりません。それ 
で足の爪で土を 掘り、 はさみでまるめておだんごを 
つくり、 それを穴の外にもちだします。 

ところが、潮のひいたところで見ていますと、砂 
や泥をはさみですくっては口に入れています。これ 
はその中にまじっている藻を食べているので す。 そ 
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れで砂はまた外にはきだします。はさみで五、六回砂をすいこむ と、 一回ぼとりと落とします。こ 
れが小さいおだんごです。ときどき穴の中に入るのは、おだんごをつくるのには水がいるので、穴の 
中に入って水をふくんで出てくるのです。コメッキガニは、お天気のよい日には、潮のひいている 
あいだに、一びきでおだんごを二千もつくります。 

カバはどうしていつも水の 動物園のカバは、いつも水の中に入っていますが、水の中でなければ 
中にいるので しようか。 生きていけないというわけでは なく、 カエルとおなじように、水にも住 

めれば陸にも住めます。そういえば、 nn と鼻のあながとびだしていると 
ころは、カエルに似ています。輸送の途中などで、水がないと皮膚が割れますが、ヮセリンを塗っ 
ておけ ば、 水がなくても平気だといいます。 

漢字で河馬と書きますが、ゥマの親類ではなく、血筋からいうと、ブタに近い動物です。陸の動 
物ではゾゥのつぎに大きく、大きなカバは目方が四トンもあります。ぶかっこうで、足が短かく、 
腹が地面につきそうです。足のゆびは四本で、ゆびの間には、小さいながらも、みずかきがついて 
います。カバの頭はバカ大きいが、脳味噌の入っている部分は小さいから、あまりリコゥではあり 
ません。陸にあがると、ごろんと横になって、あごを何かの上にのせて休みますが、これは、頭が 
大きくて重いから疲れるのでしょう。ですから、あまり陸の上にあがるのを好みません。その点、 
水の中はつごうがよいわけです。お風呂に入ると、からだが軽くなってフヮッとすることは誰でも 
知っていますが、それとおなじで、カバも水の中に入ると重さが苦にならないのでしょう。それで、 
カバは恋愛も出産も水の中でおこないます。子に乳を飲ませるのも水の中です。陸上では乳をやろ 
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ぅとしても、 母カバがあまり太っていてからだの 自由 
がきかないため、うまく乳がやれません。それがわか 
らなかったころは、プールの水をぬいてカバにお産を 
させたので、カバの子は産まれても、まもなく死んで 
しまったものでした。 


カバはどうして水の中に長 
いこともぐつていられるの 
でしようか。鼻から水が入 


鼻で呼吸している動物で 

も、 クジラやイルカのよぅ 

りません か。 一一な ものは水の中で生活して 

いますから、長い こと 水に 
もぐっておれますが、陸に 
住む動物ではそぅはいきません。ィヌやシロネズミは 
人間にくらべる と、 わりあい長いこと水にもぐれます 
が、それでもせいぜい三、四分で、それをつづけて何 
回 もくり かえすことはできません。 

カバはたいそう泳ぎが うまく、 水に もぐる こと もじ 
ようずです が、 カバで も 水に もぐって いる時間はそん 
なに長くはありません。長いときには五分くらい もも 
ぐっていますが、ふつうは二分くらいすると鼻のあな 



^^1 



_____ 


121 




を水の上にだして大きく 開き、 呼吸をします。水に 長くもぐって いたときほどすごい呼吸をするの 
で、 カバの汐吹きなどとよんでいます。 

カバのから だは、 水の中に住むのに都合よくできていますが、ことに、鼻のあなと 目と 耳とがほ 
ぼおなじ線上についていることは好都合です。この部分だけを水面にだしていさえすれば、 いくら 
水の中にいても平気なわけです。 

また水の中にすっかりもぐってしまうときには、鼻のあなも耳も0もぴったりとふさいでしまい 
ます。わたしたちでは、目をふさぐことはできます が、 與のあなや耳をふさぐことはできません。 
カバにはそれができるのです。 

カバは血の汗を流すという むかし中国に血の汗を流す名馬があって珍らしがられましたが、よく 
が、 ほんとうでしょう か。 調べたら、それは汗ではなくて、皮膚にたかっている寄生虫でした。 

I カバはアフリカでは沼や川に群をなして住んでおり、昼は水の中にか 
くれ、夜になると岸へあがってきて草を食べ、朝になるとすみかの沼に帰るのですが、動物園では 
餌が容易にもらえるので、たいくつすると、 プール サィドに横たわっています。こんなとき近よっ 
てみ ると、 しわだらけの皮膚の表面にポッポッ紅色の水滴がついていることがあります。これが 
「カバの血の汗」といわれるものです が、 これを血といってよいかどうかが問題な のは、 この液の 
中には血球が見あたりません。 

それで、これは血のようなものだという学者もいますし、血ではなくて、皮膚を保護する液だと 
いう学者もいます。 
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カメは 鳴く でしようか。 カメには海に住むものと川に住むものとあります が、 いちばん大きい 

のはオサガメで、頭から尾までの長さがニメー トル半、 重さが七百キロ 
もあるのがいます。しかし、上には上があるもので、ドィッで掘りだされたいちばん大きなカメの 
化石は、甲だけでも六メー トル 半もあったそうです。この反対に、小さいほうの代表はゼニガメで 
しょう。ゼーーガメというのは、ィシガメの子のことで、形がむかしのおかねに似ているのでそうい 
うのです が、 このごろ夜店や街頭で、 ゼー ーガメといって*^ってい る、 からだの大きさが十センチく 
らいのカメは、アメリカ産まれのニシキガメです。また、高砂のじじばばといっしょに絵にかかれ 
ている、みのをつけたようなかっこうのカメは、 ミノ ガメといって、ふつうのカメの甲にカメジュ 
ズモという藻がまといついたものです。 

さて、 カメが鳴くかどうかですが、ッルのひと声とはよくいいますが、カメの声のことはあまり聞 
いたことがないでしょう。人やけものが声をだせるのは、のどに声帯という膜があるからです。声 
帯は一対あって、その間を空気が通ると、膜がふるえるので声が出るのです。トリにも声帯とおなじ 
ようなものがあります。しかし、カメには声帯がありません。それでカメの鳴き声を知っている人 
はあまりありません。わたしがゼーーガメを売っている人に、カメは鳴きますか？とたずねたら、そ 
の人は、「カメが鳴いてたまるものですか」とあざわらいました。ところが、動物園でカメを飼って 
いる人にたずねると、カメは鳴くと答えます。たとえば、ゥミガメをひっくりかえしたり、ひもで 
しばっ•たりすると、ゥォーンというような音をだすそうです。キリンもおとなになると声帯がなく 
なって、鳴かなくなりますが、赤ちゃんを産むときや苦しいときには、やはり、うめき声のような 
音をだします。こんなわけで、カメは声帯をふるわして'! I くことはありませんが、音はだします C 
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カメはなぜ首をだした y ひ 動物のなかには、敵におそわれて危くなると、かたいからの中にとじ 
っこめた y することができ こもって身を守るものがありますが、背骨のある動物で、からをもって 
るので しょ—。 いるのはカメばかりです。カメのからは甲とよばれ、背と腹とにありま 

すが、 両 がわでたがいに結びついて一つの箱のよぅになっています。そ 
して、 足と頭と尾を出し入れできるよぅになって おり、 これを甲の中にひっこめ ると、 どんな敵を 
も防ぐことができます。 

カメの首は太くて長いので すが、 甲羅の中にひっこめられるのは、首の 骨が、 ちぢめるとよくた 
わむ 性質を もっているからです。しかし、ブラジルなどに住んでいる首の長いへビクビガメは 、あ 
まり ^が長す ぎて、 すっかり甲羅の中にかくして しまう ことができません。 


ヵモはなせ水にもぐるので ヵモは 世界各地に ひろく分布し、種類もたくさん知られていますが、 
う力 その 大部分は 渡り鳥です。しかし、ガンのように 詩 や 歌に よまれること 

はあまりな く、 おもに狩狐の目あてにされています。肉の味が よく、 肉 
の量が多く、しかもたくさん集まって住んでいるのですから、狩狐にはもってこいの鳥です。それ 
で、 rm 期に 数十万羽 もとらえられていますが、人間の胃袋はそれでもまだあきたらず、ァヒルの 
肉まで代用しています。 

ところで、ヵモが水にもぐるのは、餌をさがして食べるためで、マガモを飼いならしたアヒルも 
おなじようにして訴をあさります。 

ふつう、鳥は空をとぶから、それだけにいつもからだに多量のエネルギ ー をたくわえていなけれ 
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さかだちして水中の餌をあさるヵモ 




ばなりません。多くの鳥の体温が四十度を越して 
いるのもそのためでしょう。このエネルギーのも 
とは食物にあるわけですが、それに応じて鳥のか 
らだのしくみもうまくできています。 

ヵモは植物質の食物を多く食べますが、動物性 
の食物も食べます。ふつうは、さかだちしてとど 
くくらいの水の浅いところで、くちばしを泥の中 
に入れて、水に住む 虫、貝、 水草の 果実、 種子、 
根、茎、葉などをあさっていますが、夜は上陸し 
て、 田んぼを荒らすこともあります0 

ヵモのくちばしはひらたく、その両がわに櫛の 

歯のような形をしたものが一列にならんでいます 

が、 これは餌をしっかり捕えるのに役立ち、また 

餌といっしょにすくいあげた水や泥を、流しだす 

のにも役立っています。また、餌をとる とき、 と 

きどき小石をいっしょに飲みこみます が、 これは 

田 R の中で消化作用をたすけるのにひとやく買って 
います0 

気象学者の話に よると、 北風の強い日のヵモを 
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見る と、 何十羽 ものカモがみんな北を向いているといいます。そして、かならず北風にむかって飛 
びたったり着水したりするのを見る と、 「鴨にする」などというさげすみの言葉をつくったのがは 
ずかしくなるともいっています。カモ は、 ある統制のもとに群をなして住んでいますから、若い力 
モは、その 生活を とおして動物の知恵を身につけていくのでしょう。 

カモシカが図案になっている切手は八円切手です。切手の額面表示が 
銭から円単位に改められたのは、昭和 二十七 年度からで、それからあと 
現在にいたるまでの切手は、円単位切手とよばれていますが、その図案 
は主として 国宝、 天然記念物などから取材されています。カモシカは特 
别天然記念物に指定されているけものです。 

カモシカは、日本にしか住んでいないけもので、世界各国の動物園で、もっともほしがっている 
動物の一つです。シカという名はついていますが、ゥシの仲間です。しかし、力はあまりありませ 
ん。ずん ぐり していて、足もおそいが、岩場や絶壁を渡ることが巧みで、 クマ や ィヌに 追われる 
と、 それらのけものが近よれない断崖に 逃げ、 崖の中央に立って、敵の去るのをじっと待っていま 
す。それでもなお近づくものがあれば、頭の角で崖の下につき落としてしまいます。角はおすにも 
めすにもあり、円錘形で、長さ十五センチくらい、校は なく、 毎年ぬけかわることもありません。 

カモシ カは 本州、四国、九州の千五百メートル以上の針葉樹林帯に住み、木の芽、 葉、 種子など 
を食べていますが、孤独を 愛し、 秋の結婚シーズンをのぞいて は、 雌雄がべつべつに住んでいま 
す。 夜は見晴らしのよい岩の上で 眠り、 岩穴に入らない のは、 身を まもるには 断崖にかぎる ことを 


カモシカはなせ切手の図案 
にされているのでしょ 
か。 
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知っているためでしょう。八 
円切手の図柄は、和田三造画 
伯が動物園のカモシカをモデ 
ルにして描いたものですが、 
用心深くて姿を見せないの 
で、二日間かよってやっと素 
描したといいます。 

カモシカは、寒立ちといっ 
て、真冬の明け方、古间山の断 
崖に立って日の出を待つ習性 
をもっていますが、冬でも雪 
の上にうずくまって寝ます。 
それでも平気でいられるの 

は、からだに長い毛が密生していて保温力が高く、防水性もすぐれているためです。それで狐師は 
カモシカの毛皮でチャンチャンコを仕立てたり、尻に敷く敷皮をつくったりします。 

生け捕りにするのは困難ですが、毛皮が優秀なうえに、角がカツオ漁用のばかし餌に用いられる 
ので、乱獲されて一時は絶滅しそうになりました。特別天然記念物に指定されてからはすこしずつ 

ふえてきていますが、カメラマン も、 自然の園にいるカモシカは、よほどの幸運にめぐまれないか 
ぎり写せません0 
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臨場;こむらがり集まるヵモメの群れ 



カモメは害鳥です か、 益鳥 カモメ はゥ ミネコと もい い、 有益な鳥と し 
です か。 て保護されていますが、ことにゥミネコがた 

くさん集まって繁殖する青森県八戸市付近の 
1^島などは天然記念物に指定されています。 

カモメ はいつも海に住んで いて、 魚を とって 食べて いますが、 ここ、 
五、 六 年 蕪島では ゥミネコがひどくふえてきて、ヒナが そだつ時期には 
海面の魚だけでは 足りなくなる ので、 近くの 水面に虫を食べに きて、 植 
えつけ たばかりの 苗を ふみ荒らします。 これは ィネにたいへんな宝 口を お 
よ ぼす ので、 農民は農林省に 陳情して、 五月末まで、 ある数 だけ射ち殺 
してもよいという 許可を とっています。しかし、 害を およぼす のは苗を 
植えるころの十日間か十五日間のことで、ィネが大きくなってからはむ 
しろ 益鳥です。 

アメリカの ソー トレーキ 市にはカ モメの 塔が建っていますが、それに 
はこん な 話が あります。 

一八四八 年のことですが、バックの大群がとんできて、 開拓者たち が 
士一 っかくつくったムギを 食べは じめ て、 どうする こと もで きませんでし 
た。すると、 このと き、 近くの湖に住んでいた何万羽というカモメガ 飛 
んできて、五、六日でそのバッタを 全部食べて くれました。もしカモ 
メがきてくれなかったら、 農民たちは飢えに 苦しまねばならなかったで 
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カモメが漁師にとってだいじな鳥であることは誰でも知っています。カモメがむらがっていると 
ころには魚がいますから、漁師はこれを un あてにして、魚の群れをさがします。カモメはまた港や 
川口などに集まってきて、水面に浮かんでいるいろいろな動物やその死がいを食べるので、きたな 
い物をそうじするのにもたいそう役立ちます。 

このようなわけで、カモメは^一ーロもおよぼしますが、益にもなりますから、むやみに憎んだり殺し 
たりしてはいけません。 

ここ二、三年冬になると、ロンドンの空港には毎日何千羽ものカモメが集まってきて、滑走路を 
占領するので困っていますが、これは、カモメがジェット機から吐きだされる熱い空気を浴びて楽 
しむためだということです。集まってくるカモメをみな殺しにするのはやさしいことですが、イギ 
リスでは、殺さずに、追いはらううまい方法はないものかと研究しているそうです。 

カワウソはなぜ水神として カワウソはイタチの仲間で、巧みに泳ぎ、魚、貝、カニなどを主食と 
まつられるのでし ょうか。しています。それで、むかしの人はカワウソは魚を支配する力をもって 

いると信じていました。それで水神としてあがめたのでしょうが、ま 
た、カワウソは春先、とった魚を円形にならべて、あたかもそれを祭っているかのようなしぐさを 
するとも伝えられています。正岡子規がべつに、獺祭書屋主人と号したの も、 カワウソの魚を祭る 
ように、身のまわりに書籍をちらしておく癖があったからだといいます。 

カワウソは 伝説に富んだ けもので、 河童のモデル だともい われて います。 河童 もカワウソも 水箜 
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卜 



モ 

のソ 
ク 
フ 
つ力 

る 


幻 


力 


?'••; れ 


ル足らずですが、こと 
に、水面に姿をあらわし 
たカワウソは頭の毛がび 
ったり皮膚にくっついて 
いて、河童の頭にそっく 
りです。人語を語るとい 
M ズわれているのも、交尾期 

に雌雄が相もとめて「才 
ギヤアオギヤア」と赤ん 

坊のような声をあげるからでしょう。子を産むのは、多くは冬の候で、いつぞや上野(東京)の、テ 
パートで飼っていたカワウソは元日に五ひきもの子を産みました。人になれやすく、りこうで見 
物人に餌をねだるときには、キヤーキヤーと奇声でよびかけ、財布をとりだすと、鳴くのをやめ 
て、餌を流す筒の先を手でおさえて待ちかまえるほどです◦中国やィンドでは、ウのように、漁用 
に吏うこともあります。 

ところが、アィヌは、カワウソほど物忘れする動物はないから、カワウソの肉を食べるとたいせ 
.っなことでも忘れてしまうといって、口にするときには最後に食べるそうです。これが真実なら、 


〇 
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士心年会のご馳走にはもってこいの肉ということになりますが、もちろん手には入りません。カワウ 
ソは、いまでは絶滅に瀕していますが、それは毛皮が上等なため乱獲されたからです。カワウソの 
上毛は水はじきがよく、光沢があって、美しく、下毛はやわらかくて密生しており、保温力が大き 
いのが特徴です。えり巻きなどにする毛皮は、上毛をぬいて下毛だけにしたものですが、むかしは、 
カワウソの毛皮を敷いてお産をすると安産だといわれ、そのしとねにも用いられたものです。 

こ、 V 4 ノ 

カンガル—にはおすにもお 一 赤ちゃんがまだ母親のおなかの中にいるときには、赤ちゃんは胎盤で 
なかにふくろがあるでしょ 母親としっかりむすびついています。赤ちゃん は、 胎盤をとおして呼吸 
う# をしたり栄養分をもらったりして、だんだんと大きくなっていきます。 

I ところが、カンガル ーは とても下等なけもので、胎盤が発達していな 
いので、母親と赤ちゃんをしっかりむすびつけているものがありません。ですから、カンガルーの 
赤ちゃんは、おなかの中にいても、母親から、栄養分をじゅうぶんにもらうわけにはいきませんか 
ら、いつまでもおなかの中に入っているわけにはいきません。また、しっかり結びつけているもの 
がないから、すこし大きくなっただけでも、母親のほうでも重くてかなわないでしょう。それで早 
く生まれてしまうのですが、大きくなったといっても、たったのニセンチくらいで、太さも鉛筆く 
らいしかありません。 

むろん目もあかなければ毛も生えていませんから、これが後にニメートルにもなるたくましい力 
ンガルーの赤ちゃんだなどとはとても考えられません。それで、むかしの人はカンガルーにたかっ 
た寄生虫だと思っていました。カンガルーの母親は、赤ちゃんを産むと、赤ちゃんのために、自分 
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のおなかに ある ふくろの入口まで毛をなめてぬ らしてやります。 赤ちゃんは母親の «. 液でぬれた道 
を ミミ ズ のようには いながら、あがっていって、 ふくろの中に もぐりこみます。 

ふくろの中には乳首が四つあります が、 赤ちゃんはそのどれかをくわえます。商分で乳を吸う 力 
もないのです が、 母親の乳首の筋肉がのびちぢみして、乳汁がひとりでに飲めるようになっていま 
す。 ヵンガルーの赤ちゃんは、こうして、このふくろの中で何力月 も 育てられるのです。それで、 
このふくろを WV 脱,とよんでいます。育児囊は、皮膚のひだがふくろのようになった もので、 骨で 
ささえられています。おすにはめすと同じようにふくろを支える骨はありますが、赤ちゃんの入れ 
るようなふくろはありません。 

白いキジはどうしておめで ィヌと サルとキジは桃太郎のおとぎばなしの名コンビですが、キジは 
たいので しょうか。 日本にしかいない鳥です。人里近いところに住んでいて人目につきやす 

いせいか、むかしから歌によまれたり物語の主人公になったりしていま 
す。 いまでは日本の国鳥にえらばれていますが、心ない人たちがむやみに浦えて数が めっきり 減っ 
てしまいました0 

ヵラスと ちがって、キジはおすとめすとの見わけがすぐつきます。おすは顔が 赤く、 背の羽には 
黑 、赤、 黄のまざった模様が あり、 腹がわは美しい緑色をしています。尾羽は長くのびて、それに 
は黒い筋がタヶの節のようにはいっています。めすはおすよりからだが 小さく、 全体が暗褐色で 
じみです。ところが、 ときたま、 まっ白いキジのあらわれることがあります。歴史をひもといてみ 
ると、今(昭和四十一年)から干三百十六年前の大化六年に、今の山口県から、天皇に白いキジを献 
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上しました。天皇はたいそう喜んで、お祝の宴を開き、年号を、白いキジという意味の白雉にかえ 
ました。もし、いま昭和という年号をかえるとなったら、それこそふつうのことではないでしょ 
う。それをその年号をかえたくらいですから、白いキジがあらわれたことをどんなにおめでたいこ 
ととしたかわかるでしょう。それから後も、徳川時代まで、白いキジがあらわれたというので、お 
祝いをしたことがたびたびありますが、白いキジはキジの白つ子です。動物にはときどき白い子の 
生まれることがあるものです が、 鳥にはことに 多く、 白い スズメ、 白い ツバメ 、それに白い カラス 
などの生まれることもあります。これは、いわば一種のかたわで、べつにおめでたいことはないの 
ですが、色の黄色い日本人は白いものにあこがれるので、白いものが出る と、 沴らしがって大さわ 


「キツネ七化けタヌキは八化け」などといいます。人間のほうがキツ 
ネやタヌキょりりこうなことはたしかなのに、むかしから、キツネに化 
かされた人がひと晚じゅう畑の中を歩きまわった話や、タヌキが紙幣に 
化けた話などがさかんに語りつたえられています。もし、そんなにかん 
たんに化けたり化かしたりできるものなら、動物園のキツネやタヌキは 
とうのむかしに園長さんを化かして、自分が園長さんにおさまりかえつ 
ているはずです。化けたとか化かされたとかいうのは、精神のはたらきがすこしちがったときにし 
たことや、考えたことを、あとからキツネやタヌキのせいにしたもので、キツネやタヌキこそめい 
わくな話です。しかし、ニワトリやネズミが人を化かした話は聞かないのに、キツネやタヌキにそ 


ぎをする のでしょう。 

キツネやタヌキは魔物で人 
を化かすといわれています 
が、 どうしてそのようなこ 
とがいわれるようになつた 
のでしょうか。 
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れがあるのは、何かわけがあるにちがいありません。それは、これらの動物が、ときには人のおど 
ろくようなことをしたり、人家の近くにあらわれていたずらをしたりするので、そのようなことが 
いわれるようになったものでしょう。 

たとえば、キツネはとてもりこうで、ィヌに追われると小川をわたってにおいを消したり、べつ 
のキツネの足あとがあれば、しばらくその上を走ってィヌをまどわせたりするといいます。また、 
ヵモをとるときには、頭に草をかぶって、からだを水の中に沈め、浮草が流れているかのようにそ 
ろそろ泳いでいってつかまえるといいます。ゥサギをつかまえるときに も、 ゥサギの好奇心を利用 
し、 おなかがいたくて苦しんでいるように見せかけて、おびきよせるそうです。 

タヌキが人をばかすといわれるの も、 タヌキ寝をして、人をゆだん させ、 知らぬ間に逃げたりす 
るからで しょうが、 これはけっして人を化かすために死んだふりをしたわけではありません。タヌ 
キは 、ひどくびっくり するとすぐ気絶するくせがあるので す。 七化け八化けではキ ツネより うわて 
のようにいわれていますが、タヌキはキツネにくらべる と、 ずっと頭がわるいので、人を化かすど 
ころか、冬眠のときには、巣の近くに「タヌキのためぐそ」をして、人に所在をかぎつけられてし 
まいます。 

キンギヨはなぜ赤いのでし 幼児の唱歌にも「赤いベべ着たかわいいキンギヨ……」とうたわれて- 
ようか。 いるよう に、 キンギヨといえば赤いものとされています。しかし、キン 

ギヨの色は、赤いとはかぎらず、白いものもあれば、赤と白のまだらも. 
あります。それどころか、よくよく見れば、黒、青、褐色、灰、黄、紅などもあり、それらの色の 
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まだらになっているものもあって、たいそう複雑です。また、魚のうろこは皮膚の真皮が変化して 
できたもので、外がわは皮膚の表皮でつつまれ、裏がわには、ふつう、外からの光を反射す る 膜が 
あるものですが、キンギヨにはこの膜のないうろこをもっているものが あり、 このようなキンギヨ 
では、いっそう複雑な色をしています。 

キンギヨの色は、おもに真皮にある色素細胞によって生ずる色ですが、キンギヨがひときわすぐ 
れた美しい色をあらわすのは、色素のほかに、これに、キラキラ銀色に光る虹胞というものと、血 
液の色とが加わるためです。 

キンギヨの色素細胞には二種類あって、一つは黑い色素細胞、一つは黄色い色素細胞です が、 種 
類によって、この二つの色素の量と位置がちがっています。 

それで、それぞれ特殊の色をあらわすのです。たとえ 
ば、黑い色素細胞がなくて、黄色い色素細胞が多いと赤い 
色をあらわしますが、もし黄色い色素細胞が少ない と、 そ 
の分量に応じて、だいだい色や黄色をあらわし、黑い色素 
細胞も黄色い色素細胞もないときには白い色になります。 
また、黒い色素細胞が皮樹の表面近くにたくさんあるとき 
は黒、皮膚の下層に少量あるときは青い色をあらわし、二 
種の色素細胞がほぼ同じくらいあるときには褐色になりま 
す。それから、黄金色に光るのは、黄色い色素細胞と虹胞 
のためです。また、おなじ色でも濃いのと淡いのがありま 
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すが、これは、色素細胞が形をかえてちぢまったりひろがったりするためで、このようなはたらき 
は、黄色い色素細胞よりも黒い色素細胞のほうがずっと強いものです。 

赤いキンギヨは子魚のときから赤いかというと、そうではなく、卵からかえったばかりのころに 
は、色がなくて、すきとおっています。これは色素細胞がほんのわずかしかないためです が、 やが 
て日がたち、色素が増すと青黑 く、 いわゆるフナ色になります。このころには、白い容器に入れる 
と灰色に なり、 黒い容器に入れると黑くなるものですが、これも色素細胞がちぢんだりひろがった 
りするためです。このフナ色のキンギヨは、もっと日がたつと、黑い色がしだいにとれて、黒と黄 
のまだらにな り、 つぎに黄色になります。そして、黄色がだんだん濃くな り、 ここに赤いキンギヨ 
が出現するというわけです。 

このような色変わりの時期は、キンギヨの種類によって多少早いおそいのちがいが あり、 また、 
初めから色がついていて、めだった変化を見せない種類もあります。 

キンギヨのこぶは何です 頭にこぶのあるキンギヨはランチュウ、オランダシシガシラ、シュウ 
か。 キンです。シュウキンは、ランチュウとオランダシシガシラとのかけあ 

わせでできたものです。 

こ i らのキン ギヨは、 頭にィチゴの実を思わせる ような こぶをもっています。ひとくちにこぶと 
いっても、キン ギヨの こぶは、人間が柱に頭をぶつけてつくったこぶとはちがって、複雑です。 

それで、こぶのない、ふつうのキンギヨの頭にこぶをつくることは、なかなかたいへんなことで 
す。キンギヨのこぶ文、ひとくちにいえば、皮膚の変化したものです。皮膚は層になっていて、表 
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金魚の一種オランダシシガシラ 


面に出ている部分は、細胞がきっちりならんでい 
ますが、下の部分はせんいがまばらにあちらこち 
らにのびています。キンギヨはこの部分がふくれ 
だすためにこぶができるのです。 

こぶ取りじいさんの昔ばなしにならって、キン 
ギヨのこぶの移植を試みた人もありますが、それ 
は今のところちょっと困難です。 

キンギヨのこぶは、皮膚だけに原因があるので 
はなく、骨にも関係があります。こぶのできるキ 
ンギヨの頭の骨をしらべてみると、ふつうのキン 
ギヨのようにひらたくはなく、ところどころに、 
とげのようなものができています。 


クジラは水を飲むでしょぅ 動物は水を飲まない 
力 と死んでしまいます。 

ご飯は 一日、 二日食べ 
なくてもがまんできますが、水を飲まないと、か 
らだがかわいて死んでしまいます。クジラも生き 
ていくのには水がいります。クジラの汐ふきが見 
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えるのは、クジラの吐く息に水気が入っているしょうこです し、 大便や小便にも水が入っていま. 
す。淚を流すこともあるで しょう。 

でも、クジラは水の中に住んでいるから、水に不自由はないはずだと思う, A はいないでしょう. 
か。サカナは、口をパクパクさせて水を飲んでいますが、飲んだ水は、えらぶたのところから出て 

きます0 

クジラの赤ちゃんは、乳を吸って大きくなりますが、むかしは、親クジラが海水の中に流した乳 
を水といっしょに飲むのだといわれていました。しかし、いくらクジラの子供でも、そんなに水を 
飲んだら水ぶくれになってしまうでしょう。 

船が難破したとき、いちばんこまるのは飲み水がなくなることです。海は水でいっぱいなのに、 
その水が飲めないのです。 

もし塩水を飲む と、 からだの中にある水分までなくなり、よけいに苦しくなります。クジラもお 
なじことです。水の中に住んでいるのに、その水は塩水で、飲み水にはなりません。では、クジラ 
はどこから水をとるのでしょうか。 

クジラは食べ物の中から水をとるのです。動物のからだの中では、食べた物がこなれるときに水 
ができます。 

クジラはサカナやィカや小さな生物を食べていますが、それらのものにはたくさん水がふくまれ 
ています〇クジラは、その中にある水をとりいれるのです。人間は、暑い日など水を飲みますが、 
クジラは、涼しい水の中にいるために、食べ物がこなれるときにできる水だけで、どうやらまにあ 
っているのです。 
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クマは、冬になるととうし クマはもっとも強い動物の一つで、その前足の一撃はウシをもたおし. 
て穴の中にこもるのでしよ ます。しかし、あまり進化したけものではありません。歩きかたを見て 
う力 も、 ウシやウマはゆびを地につけて歩きます が、 クマは前足のひらや後 

足のうらをぺったり地面につけて歩きます。このような歩きかたは、大 
む力しのけものの歩きかたとおなじです。すると、人間も足のうらを全部つけて歩きますから、あ 
まり進んだ動物ではないということになります が、 たしかにそうです。ただ、人間の場合には頭だ 
けがずばぬけて高等になっていますが、クマはあまりりこうではありません 。もっとも、 このよう 
な手足をしているからこ そ、 木にものぼれ るし、 穴も掘れる し、 水 およぎ もで きる のでしよう。 

また、クマの耳は小さくて、肉を食べるけもののなかではいちばん耳がきかず、目の小さいの 
も、 かわいらしくは見えます が、 けものとしてはあまりほめたことではありません。赤ちゃんが母 
親のおなかの中にいる期間も短 かくて、 早く生まれてしまいます。 

このように、クマのからだをいちいち調べて いくと、 あまりほめられる点はありません。肉を食 
ベる陸のけもののなかで、いちばん大きいくせに、寒くなる と 穴にこもって冬眠しなければならな 
いというのも奇妙なことです。カエ ル、カメ、 カタツ ムリ、 へビなどが冬眠することは誰でも知っ 
ていることで、冬眠は下等な動物に多いのですが、けものでも リス、 ムササビ、モルモット、ヤマ 
ネなどは冬眠します。これらのけものは、寒くなると体温がさがって しまう ので、冬眠して春を待. 
つのですが、クマの冬眠はこれとはすこしちがって、体温もさがらず、呼吸もあまり変わりませ 
ん。クマは、サカナ、カ ニ、 蜂蜜、ヤマブドウ、カキ、ナシ 、クリ 、クルミなどが好きで、木の実 
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が少ない 年には、里に出てきて ィモ やその他の野菜を 荒らします。また、 冬に なって寒くなると、 
食物が欠乏し ますから、 秋のうちに たくさん 食べておいて、それから穴の中に とじこもり、 春のく 
るのを待ちます。穴にこもっている間は何も食べない ので、 むかしの 人は、 クマは足のうらに養分 
をためて おいて、 それをなめているのだな どといいました。 

めすは冬ごもりじゅうに子を産み、乳で育てます が、 親はあんなに大きい のに、 子は二十センチ 
くらいしかありません。子を育てているときのクマは、神経がいらだっていて、とても気が荒らく 
なっているので、うっかり人間が近づいたりすると、おどろいて襲いかかって きます。 

クモはどうして巣をまるく クモのあみを、ふつうクモの巣とよんでいますが、ほんとうはあみと 
つくるのでし ょうか。 巣とはちがいます。あみは、クモが餌をつかまえるため 1 C はったもので 

すが、巣はクモの住んでいる家です。 

むかしから、クモはたいそう気味のわるい虫だと考えられています。夜のクモは縁起がわるいと 
、って、 見つければかならず殺す人もい ます。また、 クモの幽霊の芝居もあるほどです が、 クモは 
それほど悪者ではありません。 

さて、 クモといえばあみをはるものと思いこんでいるかもしれませんが、あみをはらないクモも 
たくさんいます。あみをはるクモでも、まるくはるとはきまっていません。あみの形はクモによっ 
て t ユぞれちがっています。いちばん丸くて美しいあみをはるのはオニグモですが、ジョロゥグモ 
も丸いあみをはります。丸いあみでもクモの種類によって、たてにはるのと横にはるのがありま 
す。 「クモが 朝、 あみをはるとき横にはれば天気だし、たてにはれば雨が降る」といいつたえてい 
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世界には変わった ク 
モがいます。これは 
投げなわの巧みな ク 
モで，獲物が近づく 
と，ねばねばした糸 
をその巡物へ投げか 

てとらえてしまい 

ます。 












る ii;i 方もあります 0 


和てぅ > v 7 


モ 


ナ 

シ 

丁 


夏のおわりから秋にかけて、雑木林など 
に見られるオオギグモは、扇子を半分ひら 
いたようなあみをはります。かと思う と、 
横に一本の糸をはり、それに長い糸を四本 
ほどたらしただけのかんたんなあみをはる 
クモもいます。かごのような形のあみをは 
るものもいれば、たなをつったようなあみ 
をつくるクモもいます。また、サラグモの 
あみは皿をふせたような形をしています。 
北海道には水の中にあみをはり、そこを巣 
にしているクモもいます。 

では、あみをはらないクモにはどんなの 
があるでしょうか。 

ジグモやトタテグモは土の中で暮らしています。雨戸の内がわや物置きの壁などに貼りつけられ 
.たようについている白い袋を見たことはありませんか。これはヒラタグモやハエトリグモの巣で 
す。それからまた、草の葉を折りまげて巣にしているクモもあります。 

クモにはまだこのほかに、あみもつくらなければ、きまった巣もつくらないものがいます。それ 
らは地上を走りまわったり、草の葉や花の上で暮らしています◦人間の家にいて、おしいれの奥な 
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どのうす暗いところを、のそりのそり歩いているのはユカタヤマシログモです。 


チヨウの幼虫には毛がなく 
て、ガの幼虫に毛があるの 
はなぜでしよう か。 


こん虫の幼虫には、アオムシ、ィモシム、ゥジ、ケムシ、ボゥフリな 
どいろいろあります が、 これらのものは成虫とはまったくちがった形を 
していて、生活のしかたや食物などもかなりちがっています。羽もなけ 
れば、複眼もなく、頭や足は、食物を豊かに得られるものほど退化して 
います。ところで、チョウとガの幼虫はアオムシ、イモムシ、ケムシなどとよびわけられていて、 

モムシは毛がなくてもくもく動き、ケムシにはからだ 


アオムシはからだの色が緑色をして おり、 

に毛がはえています。 

それなら、そのうちアオムシ、イモムシはチョウの幼虫で、ケムシはガの幼虫かというと、そう 
とはかぎりません。ギフチョウやウスバシロチョウの幼虫は毛深くて、りっばなケムシだし、カイ 
コは典型的なイモムシです。幼虫はそれぞれその生活に応じた形をしていて、チョウの幼虫はどう 
だとか、ガの幼虫はこうだとかいうょうな区別はありません。 

チョウやガの幼虫はおおむねからだに毛が生えており、毛がなかったり、あっても少ないものは、 
むしろ珍らしいほうだといえます。毛は元来、からだの表面にあって触覚を感ずる器官ですが、ケ 
ムシのょうに毛が多いのは、からだを保護し、食虫動物をいやがらせる効果もあります。また、 
毛をもっているものは、食虫動物に直接傷害をあたえ、食害をまぬがれるのに役立ちます。 

チョウは人に愛されます が、 その幼虫はにくまれています。それは形があまり好ましいかっこう 
でないからです、 が、 一つには責であることも原因しています。たいていの毛虫は實で 、ク スサ 
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のケムシのシラガタロウなどは、クリの果樹園や街路樹を荒らして、人を困らせます。 


緑色をしたけものがいるで けものには、どのけものにもからだに毛がはえています。それで、け 
1よう力 ものというのだそうですが、けものが着ている (？) 毛皮にはそれぞれ 

特徴があります、 トラにはトラの 縞模様が あり、ヒョウにはヒョウの ま 
だらがあります。シマウマは縞の毛皮を着ていますが、毛をかりとっても、 ふつうのウマ とまちが 
うことはありません。それは縞が皮膚にもついているからです。 

けもののからだの色や模様は、そのけものの住んでいる周囲の色とよく似ています。猛獣映画を 
見ると、そのことがよくわかります。ホッキョクグマは白いから、氷の上に寝ていても、うっかり 
すると見おとしてしまうでしょう。このように動物のからだの色がまわりのものの色と似ているこ 
とを保護色といい、ユチゴウサギなどは、夏と冬と で、 からだの色が変わります。冬白くなるのは 
雪にまぎれやすくてたいそう好都合ですが、夏は褐色をしています。夏は木の葉や草が繁るときで 
山も野も緑一色ですが、ウサギのからだの色が緑色になることはありません。どのけものを見て 
も、けもののからだの色にはあまりはでな色がなく、ほとんど白、黑、黄色、褐色などで、保護 fe 
もまた、それらの系統の色ばかりです。したたるような緑の世界に住んでいても、いままで緑色の 
けものは一ぴきもいませんでした。これから後には、放射能のためにそのようなけもののあらわれ 
ることがあるかもしれないなどという人もいますが、もし緑色のけものがあらわれたとしても、そ 
れは保護色としてはたいした意味がないでしょう。なぜならば、^ H いの^:;^^ 

を見わける xr とが IP 制^ ra , 加 To 。 
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ン 


ゲンゴロウはなぜ水中に長 現存する動物の種類 
い間もぐっていられるので は百万余あります が、 

っ力 こん虫はその八十パー 

セント以上を占めてい 
ます。そして、その大部分は陸上に住んでいます 
が、なかには水上や水中に住んでいるものもあり 
ます。ゲン•コロウは、一生を水の中ですごすこん 

虫です。 

ゲンゴロウは、その光沢のあるたくましい形が 
わたしたちの食欲をそそるのか、東南アジアの国 
のなかには、ゲンゴロウを油であげて%って歩く 
ところがありますが、日本でも各地で食用にされ 
ています。 

種類によって大小さまざまで、日本にだけでも 
五十種以上もいますが、性質はどれもおなじよぅ 
なもので、からだは水に住むのにみごとに適応し 
ています。陸上を歩くのはあまりぅまくありませ 
んが、空を飛び水にもぐるので、「空飛ぶ潜水艦」 
などと もよ ばれています。 
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からだの形が流線型をしているので、水の中をくぐって歩くのに好都合ですが、そのうえ、皮が 
なめらかで油がにじみでているので、からだの表面がつるつるしています。指でつまもうとしても、 
つるりとぬけてしまうほどです。 

また、後足はひらたくて幅が 広く、 オールのような形をしていて、毛がはえて おり、 毛は水をか 
くのを助けます。前足と中足は、からだのくぼみにぴったりはまるので、泳ぐときもじゃまにはな 
りません。 

水の中には住んでいても、空気を吸って生きていますから、呼吸をするためには、クジラやァシ 
力な どとおなじように、 水面に浮かびあがってこなければなりません。それで水面にあがってきま 
すが、それはときどきで、いったんもぐる と、 十分以上も水の中にもぐっていることができます。 
水の中から浮かびあがってきても、水面に出ることは少なく、尻の先を空中につきだしてから、ま 
たもぐっていきます。休むのも水の中で、水草などにつかまって、尻から泡をだしたりひっこめた 
りしています。 

ゲンゴロゥが尻の先を空中につきだすのは、空気をからだにつめこむためで、とり入れた空気は 
腹の部 M につめこみます。もちろん肺はありません。こうして腹につめこんだ空気を呼吸に使うの 
です が、 使って酸素の少なくなった空気ははねの下にためて おいて、 もう一度使います。もっと酸 
素が少なくなると、こんどは尻の先にくっつけて泳ぎ、泡の中の酸素をふやしてから使います。ゲ 
ンゴロゥが水中に長い間もぐっていることができるのは、からだにこのようなしくみをもってい 
るためです。 

ゲンゴロゥは、水にもぐってボゥ フラな どを食べますが、食欲が非常に旺盛で、よってたかって 
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ブナやカユルを殺すこともあります。それくらいですから、共食いも平気でやりますが、それたけ 
こ、 ボウフラ 退治の益虫としては働き者に属します。 

n オロギはなぜおすだけ鳴 秋鳴く虫には種類がたくさんありますが、コオロギの声の美しさは抜 
くので しょうか。 群です。それで、その鳴き声はテープに録音され、ローラカナリヤの鳴 

き声を教えるのに使われています。 

コオロギの仲間は 数十 種もあり、鳴き声もさまざまです。最大種のエンマコオロギはふつう、張り 
のある美声でコロコロコロ、リリリと鳴きますが、これは自分の繩張りを宣言してしるので i 。 籠 
の中におすばかりいっしょに入れておくと、キリキリキリッと銳い鳴き声を%します。これは相手 
をおどしているのです。もし相手がめすならば、コロコロリィーコロコロリィーとやさしい声で、あ 
とを長くひくように鳴きます。これは 詖% の歌とでもいうべきものでしょうか。また、ふつうのコ 

才ロギはリッリッリッ . 、オカメコオロギ、ミツカドコオロギはチッチヅチッ . と鳴きます。 

秋鳴く虫とセミとはこん虫の音楽家で、セミが声楽家ならコオロギは提琴家といったところです 
が、こ rL らの虫はいっばんにおす が 鳴き、めすは鳴きません。俗にミミズの鳴き声だといわれてい 
るケラはめすも鳴くことができますが、これはめずらしいことです。コオロギは二枚の前ばねをは 
げしくすりあわせて鳴きますが、コオロギの鳴 器は キリギリスのそれより一段と進歩したもので 
す。しかし、めすが鳴けないのは他の虫と同様で、めすははねの 構造が おすとはちがっています。お 
すの前ばねは、左右の二枚のかさなる部分が広く、翅脈もよく発達していて、その脈のうち、斜脈と 
(って、也の前ばねとすりあわせるための脈の裏面には、まるでのこぎりの*のような突起が一列 
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にならんでいます。そして、もう一枚のはねには、この脈のあたるところにかたい部分がありま 
す。それで、バィオリンの絃に弓をあてて音をだすのとおなじような原理で、これをすりあわせて 
#11をだすのです。わたしたちはその妙なる音を耳で聞きますが、コオロギの耳は前足のすねにあり 
ますから、妙なところで聞くわけですが、それはともかくとして、あわれなのはめすで、はねにこ 
のようなやすり状の脈がないために、おすの頃を聞くだけで、自分では歌うことができません。 

こん虫には、なぜ目がたく こん虫は人類とならんで、地球上でいちばん栄えている動物です。し 
さん—のでし ょうか。 かし、人類はただ一種類の生物ですが、こん虫は種類が多く、八十万種 

もあります。そして人類は知能で栄えているのにたいし、こん虫は本能 
によって栄えているといってもよいでしょう。 

目には、人間の目のように高等なものもありますが、ただ、光に感じるだけの原始的な目もありま 

す。ミミズには目がありませんが、光を感じるのは皮膚の細胞 
にまじって、ところどころに光を感じる細胞がまじっているか 
眼らです。また、アサリやハマグリは水管、クラゲは傘のふちで 

I 光を感じます。 

^ 動物が高等になるにつれて、目も、だんだん複雑になってき 
チて、ただ、光に感じる細胞があるというだけのものではなく、光 
を集めたり、外の景色をうつしだしたりするような目になって 
きます◦こん虫はふつう単眼と複眼をもってハます。 
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カミキリムシの複眼 


複眼は頭の付属肢というものが変化したもの 
で、 一対 あり、 個眼とよぶ小さな目がたくさん集 

まってできています。 

個眼は細長いくさび状で、表面に透明な膜があ 
ります。個眼にうつる像はあまりはっきりしたも 
のではなく、昼間活動するこん虫では、個眼にう 
つる像は隣りのものより少しずつずれていて、こ 
れが寄木細工のように集められて、はじめて一つ 
の像として見えるのです し、夜、 活動するこん虫 
では、一つ一つの小さい目にうつった像がかさな 
って見えるのだとされています。 

形を区別する能力 も、 色彩を識別する能力 も、 
人間の目にくらべればはるかに劣っていますが、 
トンボの複眼は頭の大部分が複眼だといってもよ 
いくらい大きく、動く物をみとめるはたらきは、 
人間の目よりもすぐれています。 

単眼はふつう複眼の間に三個あって、個眼より 
ずっとよく光を感じるので、わずかの光の変化で 
もよくわかります。太陽の光が雲にさえぎられて 
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暗くなる と、 チョウが葉かげ 
にかくれるのも、単眼のはた 
らきによるものです。 


が三トン、角の長さが 


卜 


むかしはサィの角を薬にし 
たそぅです が、 ほんとぅで 
S すか。 

の 

エ サィは、大むかしは日本に 

ノもいたとみえて、東一^からサ 
ィの化石が見つけられたこと 
もあります。いろいろ種類が 
あります が、 いちばん大きい 

のはアフリカにいるシロサイ 

で、大きいのになると、目方 
ル半もあります。そのつぎに大きいのはインドのインドサイで、角 


の長さはふつぅ二、三十センチ、大きくても六十センチくらいです。そのつぎはアフリカにいるク 
ロサイですが、角はインドサイょり長く、七、八十センチあります。ふつぅ動物園にいるのは、こ 
のサイです。 
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ジャワ、スマトラ、マレ ー 地方にいるジャワサイは角が小さく、三十センチあるものはまれです。 
いちばん小さいのはスマトラ、ボルネオ、マレー、ビルマなどに住んでいるスマトラサイで、角も 
ふつうは十二、三センチしかありません。 

インドサイやジャワサイには角が一本しかなく、めすにはないことさえありますが、そのほかの 
サイにはたいてい二本はえています。 

サイの角は皮膚のいちばん上の皮が爪のようにかたくなったもので、たえず皮膚からのびつづけ 
ています。ですから、中には骨はなく、切ってみると、かたい筋のようなもので、「うおのめ」の 
ようになっています0 

角は身を守ったり敵を攻めたりするときのたいせつな武器で、これで敵を空中にはねとばしたり 
しますが、もともとはおくびょうで、猛獣狩りに行った人の話では、ふつうは、人の姿を見ると逃 
げる t うです。 

このごろではサイの数がとても少なくなって、南アジアにはもうほとんどいなくなり、インドサ 
イは絶滅寸前で、現在ではアッサムからネパールにかけての地方にわずか残っているだけですし、 
シロサイも全部で二百頭くらいしかいないようになってしまいました。これは、おもにサイの角が 
ほしくて、人間がむやみにとったからです。 

サイの角は「サイカク」または「ウサイカク」といって、むかしは非常にとうとい薬だとされて 
いました。 

日本へは中国を通ってインドあたりからきましたが、角の先をけずって、熱さましや毒くだしに 
しました。味はありませんが、においがあり、ほうそうのときにも使われました。 
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サギはたくさん集まって暮らすのが好きで、卵をうむ時期には何万羽 
も集まることさえあります。そのようなところをサギ山といいますが、 
たくさん集まって暮らしていると、敵を防ぐときにはつごうがよいわけ 
です。しかし、人間相手ではぐあいがわるく、百年くらい前、アメリカ 
でサギのみのげを婦人帽のかざりにすることが流行したときには、たく 
あやうく全滅させられそうになりました。 

鳥はいっぱんに遠くから自分の巣にもどってきますが、伝書パトはその代表的なものです。サギ 
も寝るときにはサギ山にもどってきますが、サギが餌をさがしにいく距離は、遠くても八キロくら 
いのところまでで、多くは四キロ以内のところで餌をあさっています。 

鳥が何をたよりにして巣に帰ってくるのかは、むかしからのなぞで、今までにいろいろの説明が 
考えられてきました。 

地球は大きな磁石のようなものだから、場所によって磁力の方向や強さがちがうわけですが、鳥 
は磁力の方向や強さから、自分の巣のあるところを知るとくべつな力をもっているにちがいないと 
考えた人もありました。 

また、太陽の位置で知るのだろうと考えた人もいました。しかし、いちばん賛成者の多いのは、 
目で見て帰るという意見です。巣のまわりの広い区域のなかに、目じるしになるものをおぼえてお 
いて、それを目あてにして帰ってくるのだろうというのです。鳥は高い所を飛んでいますから、鳥 
の目に見える区域は人間よりずっと広く、背の高さ百五十センチの人間ではせいぜい直径十キロ メ 
1トルくらいしか見えないのに、高さ三百メートルの空を飛ぶ鳥には、直径七十キロメートルもの 


サギは暗くなつてから巣に 
帰ります が、 暗いのにどう 
してまちがわずに帰ること 
ができるのでしようか。 


さん集まっているために、 
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広さが見わたせます。また、日が沈んで地上は暗くなっても、高い所は地上より明るいので、そこ 
からは目あてにしているものがよく見えます。もっとずっと暗くなって、サギかヵラスか見わけが 
つかないほどになってしまえば、ふつうの鳥では見えなくなるでしょうが、渡り鳥だとなお見える 
のではなかろうかと考えられています。 

渡り鳥には、夜をえらんで渡るものもあるくらいで、これらの鳥では、目が赤外線を感じるとい 
われています。 

サヶの鼻はどうしてまがっ むかし、南部の殿様はサヶの皮がなによりも好きで、三度三度の食膳 
ているのでしょう か。 にサヶの皮がなくてはご飯が食べられませんでした。ついに自分の領地 

だけではまにあわず、松前藩に使いをだして、「当方の a むだけのサヶ 
を送ってくれるなら、ームネの城と交換してもよい」と申し入れたそうです。 

南部の鼻まがりサヶといえば有名なものですが、南部のサヶだけ鼻がまがっているわけではな 
く、産卵期になると、サヶのおすは鼻がまがります。あごの端が内がわにまがって、歯が強く大き 
くなります。サヶは生まれてから、三、四年で成魚になり、一生に一度の産卵をしますが、卵を産 
むときには、二ひきのサヶが一夫一婦の関係にあり、卵を産み終わるまで、この夫婦の関係は絶対 
にかわりません。 

産卵の場所をもとめて、一日に十数キロも川をさかのぼりますが、もし、途中でほかのおすがお 
そってくると、夫たるおすのサヶは、これとたたかって撃退しなければなりません。まがっている 
鼻は、そのときの武器ともいうべきものです。 
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ひき上げられたサヶ——じゅうぶんに成長:したおす 
は0先が鈎形（かぎがた）にまがつている。 


ほかの魚は卵を何回も産みますが、サヶはた 
った一度かぎりで、産卵を終える と、 疲れきっ 
て、おすもめすも死んでしまいます。生物の一 
生とはいえ、なんとなく美しくあわれな気がし 
ま^ T-NO 

サザエの il どはなんです か。 j サザエの肉はか 

一たいけれども、味 
がょく、そのうえ、食べると精力がつくといわ 
れています。サザエのからには角があって、か 
らの中にからだをちぢめてかたいふたで戸をと 
ざすので、頑固者の代表のょうにいわれていま 
すが、形のいかめしさに似あわず、岩に吸いつく 
力が弱いのは案外です。精力がつくといわれる 
のは、角をだすほどだからというわけかもしれ 
ませんが、どこのサザエにも角があるわけでは 
ありません。幼貝や老貝には角がないし、瀬戸 
内海のサザエにはたいてい角がありません。 

サザエの壺焼きはかん詰にまでなっています 
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が、肉には磯の香りがあるので、刺身にしてもおいしく、また、うすく切って泥雲丹とまぜ熟成さ 
せたものは、酒の肴としてよろこばれます。アヮビにはおよばなくても、春はサザエのしゅんで、 
一年じゅうでいちばんおいしいときですが、外套膜のふちは非常ににがいので、いかに精力がつく 
といわれても、ふつうの味覚の持ち主の口にはあいません。サザエの襌というのはこれです。 

サンマはなぜ秋にとれるの ニシンが春を代表する魚なら、サンマは秋を代表する魚です。サンマ 
でしょう か。 はからだが細長く、腹が白く光っていて刀のような感じがするので、漢 

字で秋刀魚と書きます。 

東京の目黒は今でこそにぎやかですが、三百年くらい前には家が十数軒しかないさびしい村でし 
た。あるとき、徳川八代将軍吉宗が狩りに出かけました。運わるく道に迷って、さんざん歩きまわ 
ったすえ、ようやく一軒の家にたどりつき、そこの老爺から、あたたかいご飯と焼きたてのサンマ 
をごちそうになりました。そのころ、サンマはいやしい魚とされていたので、それまで将軍は見た 
こともありませんでしたが、このときのサンマの味が忘れられず、城に帰ってから、もう一度食べ 
てみたいと思って、家来にサンマを持ってくるように命じました。ところが、出てきたサンマは、 
骨を毛ぬきでみんなぬいてしまった骨なしで、おまけに、そんな手数をかけていたため、すっかり 
さめており、そのうえ、狩りのときとはちがって将軍も運動不足で、おなかもぺこぺこでなかっ 
たでしょうから、さっぱりおいしくありませんでした。そこで、「サンマは目黑にかぎる」と溜息 
をついたという話があります が、 そのときの老爺の子孫が今も 目 黒に住んでいます。 

それはさておき、サンマはとてもおいしいうえに、栄養もあるので、むかしの人たちは、「サン 
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水あげされたサンマ 


マがでればあんまがひっこむ」といいま 
した0 • 

サンマはいつもは北海道の南から千島 
あたりにいますが、八月の中ごろになっ 
て水がつめたくなると、卵を産むために、 
水のあたたかい南のほぅにくだってきま 
す。プランクトンを食べながら四国から 
九州のあたりまでくだっていき、この間 
に卵を産みます。それをつかまえるので 
秋にとれるのです。サンマにいちばんあ 
ぶらがのっておいしくなるのは卵を産む 
前で、十月ころです。 

卵を産むときには、海岸の浅いところ 
にきて海藻に産みつけますが、卵を産ん 
でしまったサンマは味がおちます。卵は 
直径ニミリくらいで、一つ一つに糸のょ 
ぅなものがついていて、たがいにからみ 
あっています。卵からかえったサンマは 
まる 一年で六 センチ、 二年で十六 センチ 
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くらいに なり、 三年で 親になります。 

二枚舌のある動物は実在す 動物園に行った とき、 アィスステックをしゃぶっている幼児が、「ど 
るでしょうか。 うして ベロ (舌)は上にはない の、 上にもあればステックがうまくなめら 

れるのに……」といっているのを聞きました。なるほど、ベロが上下二 
枚ついていれば、歯にしみる こと もなくて氷が t ベられ 、まことに 好都合でしょうが、残念ながら、 
舌は下にしかありません。 

さて、 舌の二枚ある動物です が、 人間をべつとすれば、ほかにはあまり例がありません。 

へビは卩をふさいでいるのに舌をペロペロだすので、気味わるい動物とされていますが、その舌 
が炎の形にたとえられる のは、 赤い舌の先が二つにわかれているから でしょう。しかし、 これは舌 
が 二 枚あるので はなく、 先が二つにさけているだけのことです。 

ところが、ロリスのような下等なサルは二枚の舌をもっています。下等なサルやドリルヒヒには 
舌が上下二枚 あり、 上のは大きくて、ふつうの舌のはたらきをしています。これにたいして、下の 
舌は小さくて、これで味を知ることはできません。小さい舌はノミやシラミなどをとる とき、 毛を 
なめるのに使います。いわばプラッツの代用です。 

いっばんに肉質の舌は哺乳類によく発達しているものです が、 舌のはたらきの もっとも 進んでい 
るのは、人間の舌でしょう。人間の舌は言語を ととのえ、 味を 知り、 食物を丸めてのどに送りこむ 
などのはたらきをしていますが、両手両眼を失なった盲人は、舌先で点字を読むことができます。 
また、舌は生命に直接つながっていると考えられて おり、 むかしは、操を守るために舌をかみ切っ 
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て死んだ婦人の美談などが伝えられたものでした。それほどの舌があるからこそ、人間の舌はたっ 
た一枚でも、人によっては自由に何枚にも使えるのでしょう。 

このごろ、アメリカでは、クリスマスの晚にシチメンチヨウの肉を食 
べるのはばかげたことだからやめようという人がふえてきました。それ 
は、シチメンチヨウの肉は栄養のうえからみて、あまり感心したもので 
はないし、それほどおいしいものでもないのに、それをごちそうなどと思って食べるくらいばかげ 
たことはないというのです0 

シチメンチヨウは、一ーヮトリのようには人になれず、小屋の中で飼われるのを喜びません が、 と 
くに、生まれたばかりのひなはよく教えないと餌の食べかたがへたで、寒さや湿気にも弱いので、 
飼いかたがめんどうです。おとなになると、おすは二十キロちかくにもな り、 大きなつばさをひろ 
げて尾羽を扇のようにひらいて、めすに誇らしげに見せますが、このときには羽から音がでます。 
頭と首には羽毛がなく、頭には肉いぼがあって、皮膚がくちばしの根もとからたれさがっていて、 
この部分の色が変わるので、七面鳥の名を得ました。赤くなるのは興奮したときで、りきむと血液 
が頭にのぼるので、羽毛のないはだかの頭の首が赤く見えるのですが、気がしずまると血液もさが 
るので、うす赤色から青白色に変わっていきます。もともとは年に一回卵を産む時期に、おすがめ 
すの心をひきつけようとして、つばさをひろげ尾羽をひらいて、鳴き声をたてながら、りきんで歩 
くとき色が変わったのでしようが、飼いならされてからは年に何回も卵を産むようになったので、 
いつでも興奮したときには、色が変わるようになったのでしょう。 


シチメンチヨウはなぜ色が 
変わるのでしょぅか。 
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シマゥマゃキリンにはなぜ 動物のからだの表面にはさまざまの色があります。そして、体色には 
模様がついているのでしょ 光の屈折や反射などにょっておこる色と、色素をふくんでいるための色 
ぅ力 とがあります。色素にはいろいろの種類がありますが、代表的なものは 

メラニン色素です。 

動物のなかでもっとも美しい体色をもっているものは鳥です。鳥の羽毛には、 赤、緑、紫、 青な 
ど、 それこそ目のさめるよう 
に美しいものがあります が、 


けものの毛にはそのように美 
しいものはありません Q 


それは鳥の羽毛にはいろい 
ろの色素がふくまれ ていて、 
それが光をぅけて反射するた 

めです が、 けもののほぅは褐 
色のメラニン色素があるだけ 
なので、鳥にはおよばないの 
です。 

けもののなかで、もっとも 
目立った体色をもっているも 
のといったら、縞模様をもっ 
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首の長いキリンの親子 


たもので しょう。 

シマ ゥマ 、キリン、トラな どはそのなか 
でも美しく、 シマ ゥマはからだに白黒の縞 
模様が あり、キリンは 白または淡黄褐の地 
に褐色または黒褐色の大きな斑紋が ありま 
す。また トラは、 その縞目の美しさのゆえ 
に死しても なお 皮を残します。 

し力しこれらのものでもよく見る と、 
黄と褐色と黒が まじったり、 組み あわさっ 
たりしているだけです。 

動物の体色はその動物の生活と深い関係 
があり、あるものは体色がまわりの色に似 
ていて、外敵の目をのがれ身を守るのに役 
立って おり、 また毒や悪臭をもっている動 
物では、他の動物の攻撃をうけないよう 
に、 敵の目をひくようなあざやかな色をし 
ています。また、体色が体温の調節に役立 
っているものもあります0種類によって 
は、一生一定の色をしているのでは なく、 





季節によって体色の変わるものもあれば、 ィノ シシの子の ように、 幼少のときだけ縞をもっている 
ものもあります。 

シマゥマやキリンの体色は、よく保護色の例としてあげられていますが、いちがいにそうともい 
えません。たとえば、シマゥマは乾燥した草原に住んでいるので、夜でも昼でも遠くのほうからよ 
く縞模様が見え、かえってふつうのゥマのほうが見つかりにくいといいます。むかしはロバやゥマ 
にもシマゥマ とおなじような 斑紋があったと考えられるので、 この 点では、シマゥマは進化が おく 
れているともいえまし よう。 

家庭内で害をする虫には、 ノミ、力、 シラ ミ、 ナンキンムシ、ハエ、 
ゴキブリなどの大物をはじめとして、カツオブシ ムシ、 ィガ 、シミ、コ 

クゾゥなど衣類、毛皮、書籍、穀物などを荒らす虫もたくさんいます。 

本を食べる虫といったら、 コナ チャタテやシミなどですが、なかでもシミはその代表的なもので 
す。漢字で衣魚の字をあてていますが、からだには鱗毛がはえていて銀白色に光っています。はね 
もないので、ちょっと見ると幼虫のようですが、これが成虫で、幼虫は、ただ、からだが小さいだ 
けです。 

本にだけつくわけではなく、衣類でも書物で も、 でん粉質がついているものは、なんでも食害し 
ます。本にばかりかじりついているように見えます が、 古書などの間に多いのは、本につけたのり 
をなめているので す。 勉強ばかりしている学生や学者のことをシミとよびます が、 古本屋の主人の 
話では、最近はどちらのシミ も 少なくなつたということです。 


シミはなぜ本ばかリ食べる 
のでしょぅか0 
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むかしは、「山国で生まれた者は、かまぼこが板に乗って海中を泳い 
でいると信じている」などと いって、 ひやかされたものですが、交通機 
関の発達した今日では、 もう、 そんなことはありません。しかし、シラ 
ゥオを白いものだと信じている人はいます。 

白いからこそ白魚というのにちがいないと思うのですが、生きているシラゥオは白くありませ 
ん〇また、 シラゥオのほかにシロゥオというのが あり、 呼び方からいえば同じようなものですが、 
じつは、これはちがうものです。 

シラゥオが白いのはゆがいたためです。シラゥオ は、 「白魚は水に生まれて水の色」 というよう 
に、 生きているうちは もとより、 死んでもそのままにしておけば 半透明で、 腹がわに ある 黒い点の 
列が よく 目につきます。 

むかしは徳川家の紋章入りの魚として尊ばれたそうですが、それは、脳がァオィの紋のようにす 
けて見えるからでし よう。 

徳川時代には、隅田川でとれるシラゥオはことに名高く、徳川家康が伊勢湾から移してくれたと 
いう、 その恩義に報いるために、毎年二月には、佃島の漁師たちが将軍家にシラゥオを献上した 
そうです。 そして、 この「御用白魚」を納めた「御本丸御用」と書いた—挑箱を持参するものは、 
たとえ大名の行列をつっきつても、とがめられなかつた という ことです0 

シラウオはサケやマスの仲間で、あっさりしたなかにも特有のうまみがありますが、シロウオは 
イサザともいって、ハセの仲間です。シラウオよりももっと美味ですが、死ぬとシラ ウオ よりもも 
つと早く味がわるくなります。 


シラウオはどぅして白いの 
でしょぅか。 
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ツバメは虫を食べるのに、 ー ツバメは「月よりの使者」とよばれ、ツバメがくると縁起がよいとか 
スズメはどうして田畑を荒 長者になるとかいわれています。それにひきかえ、スズメは害鳥の代表 
らすのでしよう か。 のようにいわれ、ときには、にくまれてさえきました。 

それは、スズメが秋のころ、田でィネの穂などをさかんについばむた 
めでしょう。スズメは雑食性で食欲がさかんなので、農作物ことにィネ作の害がひどいことはたし 
かで、それで中国では、かつて 力、ハエ、 ネズ ミ、 スズメの四つを四害といって、国じゅうでこれ 
を退治しようとしました。 

これで何千トンもの食糧がうくのですが、しかし、スズメは田や畑を荒らすばかりでは なく、 ひ 
なを育てる夏のころには、おもに虫を食べています。作物を荒らす害虫を食べているのですから、 
この時期にはれっきとした益鳥です。 

フレデリック大王はサクランボが好きで、サクラの木をたくさん植えさせていましたが、スズメ 
がきてはサクランボをつっつくのを見て、スズメを皆ごろしにせよと命令しました。それで二年目 
には、お城の中には、もうスズメは一羽もいなくなりました。王は、こんどはサクランボがたくさ 
んできるだろうとよろこんでいたら、ケムシがたくさん出て、サクラの木を丸はだかにしてしまっ 

たそうです。 

スズメを目のかたきにしていた中国で も、 こんど、これからスズメをとってはいけないことにき 
めました。それはフレデリック大王がさとったのとおなじように、スズメが害虫をとって食べるこ 
とがはっきりわかったからだそうです。人間が小鳥からうけている利益は、どれほどのものかはか 
りしれません。 
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鳥の巣箱を発明した人はだ 巣は、 動物が 休んだり、 卵を 産んだり、 ひなを 育てたりする家です。 
れでしょう力 鳥はふつう巣を木の上や洞につくります が、 近 ごろは 森林が どんどん 伐 

られていくので、巣をつくる場所がなくなってきました。それにつれて 
鳥の数もだんだん減ってきたので、こんどは、害虫がのさばりだして、農作物を荒らすようになり 
ました。 

そこで、なんとかして鳥のふえるのを助けなければならないということになり、それには巣箱を 
つくってやることがいちばんよいということで、 バード•ゥィ ーク にもさかんに巣箱づくりをすす 
めています。巣箱があると、鳥はそこに何の心配もなく住めるので、自分の領分もしっかりきま 
り、安心して卵を産み、ひなをそだてることができるわけです。 

ところで、巣箱にはいろいろの形があります が、 いちばん初めに巣箱を考えだした人が誰である 
かきめるのはむずかしいことで、電燈や自動車の発明者の名をあげる ような わけには いきませんが、 
まちがいなくいえることは、心のやさしい人々であったにちがいない という ことです。そこで、巣 
箱の発明に関係の ある、 二つの鳥の楽園を紹介し ましょう。 

アメリカの鳥の楽園は、ナイヤガラ瀑布で有名な、エリー湖のほとりに あるジャック •マイナー 
という人の農場です。そこには毎年何千羽というガンが渡ってきて楽しく遊んでいますが、木には 
たくさんの巣箱がかかっていて、いろいろの小鳥が住んでいます。 ツバ メのためには アパート もで 
きています。マイナーは、若いときには狐が好きで鳥を よく 殺したので、マイナーの于どもはいつ 
もそれを悲しんでいました。それで、あるときマイナーを教会に案内していきました。教会で美し. 
い話を聞いたマイナーは、今まで鳥やけものを殺したことを後悔して、それから ft の楽園を つくろ 
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うと思いたち、農園にたくさん木を植えて巣箱をつくったり、植込みをつくったりするようになっ 
たということです。 

もう一つの鳥の楽園は、ドイッのまん中へんのゼーバッハという村にあります。ここには世界に 
名高い鳥の研究所があります。この研究所をはじめたベルレプシュ博士は、小さいときから鳥が好 
きでしたから、大きくなると、お城のような自分の家を全部鳥の巣にしました。石でかこんだ壁に 
は巣箱がたくさんはめこんであります し、 広い庭にもたくさん巣箱がかかっています。そのうえ、 
小鳥の好きな実のなる木がたくさん植えてあり、水をやるところもできています。はじめ、近所の 
人たちはべルレプシュのすることを見て笑っていましたが、ある年、この地方にハマキム'^がふえ 
て、 果樹園や森林をすっかり丸坊主にしたことがありました。ところが、そのときべルレプシュの 
山林だけは何の害もうけませんでした。それからみんなまねをして m 箱をつくるようになり、今で 
は、それが世界じゅうにひろまったのだと伝えられています。 

ほかのセミに先がけて鳴くのはニイニイゼミです。ニイニイゼミは日 
本じゅうどこにでもいるセミで、形が小さいのでコゼミ、マメゼミなど 
ともよばれています。また、夏をまねくかのように鳴くのでナッゼミ、 
ムギカリゼミなどともよばれています。 

ニイニイ ゼミにつづいて、ヒグラシ、アブラゼミ、クマゼミ、ミンミンゼミ' ックックボゥ'ゾな 
どがでてくると、いよいよセミのシーズンです。 

ョーロッパ C はセミが少ないので、はじめて日本にきた ョーロ ッパ人のなかには、「どんな鳥が 


セミをつかまえようとする 
と、 どうしておしつこをか 
けて逃げるのでしょうか。 
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鳴いているのか」とふしぎに思う人もいるそうです。 

このごろは、だんだんセミ捕りもできなくなりましたが、セミをとったことのある人ならだれで 
も知っているのは、セミのおしっこです。そっと木に近づいて、もち竿を恐る恐るさしだすと、そ 
のとたんに、セミはおしっこをひっかけて飛びたちます。 

セミは木の汁を吸って、その中にふくまれている栄養分をとっていますが、汁の中にはそれほど 
たくさん栄養分があるわけではありません。それで、セミはからだの大きさにくらべて、たくさん 
汁を吸わなければなりません。栄養分をとったあとの水は、からだの外にだすのですが、セミのか 
らだにはそれをためておく袋がありません。ですから、飛びたつときにはからだの外にだして、か 
らだを軽くするのでしょう。人間にはおしっこをためておく袋があるので、ときどきおしっこをす 
ればよいのですが、大勢の人の前でお話をするときなど、急に便所にいきたくなることがありま 
す。これはきっと緊張するためでしょうが、セミも人にねらわれていることに気づいて緊張するの 
で、おしっこをするのかもしれません。しかし、それはセミに聞いてみないとわかりません。 

ゾゥの鼻はなぜ長いのでし これは、誰でもかならず一度はいだく疑問です。 

ょうか。 古代ローマ人は r ソゥとは両眼の間に手のかわりにへビをもったけも 

のである」といいましたが、ゾゥの鼻はじつに器用にはたらきます。も 
し 鼻が用をなさなくなったら、ゾゥは食物をとることができなくなるでしょう。水も飲めなくなる 
でしょう。水は口で飲むのですが、口までは鼻で吸いあげて運ぶからです。また、ゾゥの鼻は、米 
粒の一粒をもひろいあげることができます。わたしたちは、鼻の先にある突起の微妙なはたらきを 
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見のがしてはいけません。 
ゾゥの鼻はこのような器用 
なはたらきをする一面、重 
さートンにもおよぶ木材を 
もちあげたり、子ゾゥをだ 
きあげて運んだりもできま 
す。このように_由自在に 
はたらくのは、鼻を構成し 
ている筋肉が四万以上もの 
こまかい筋肉からできてい 
るからです。 しかも、 嗅覚 
はすこぶる鋭敏で、風下に 
いるときには、数キ ロメー 
トル 先のものをも知ること 

ができるといいます。 

しかし、子ゾゥの時代には、鼻はそれほど役にはたたず、むしろ乳を飲むときにはじゃまになる 
くらいです。 子ゾゥの鼻の 長さは、 成長したゾゥのからだの比率にくらべる と 短かいが、五歳ころに 
なると、ようやく 効能を発揮す るよう になります 。また： ソゥの鼻を化石によってしらべてみると、 
先祖はパクの ような 鼻をしていたのが、だんだん長くなってきたことがわかります。それで、 ゾゥの 



の 

手 

や 
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鼻は手のかわりをするために長くなったという人もいますが、そのような断定をくだすのはどんな 
ものでしょうか。 

わたしたちが、いまはっきりいえる ことは、 ゾゥの鼻は、人間の鼻とおなじものが伸びたもので 
はなくて、上唇が鼻と合併したもので、発達した多くの筋肉が集合してできているものであるとい 
うこと です。 

ゾゥの赤ちゃんは、何年く ゾゥ は、 現在、陵に住んでいる動物のなかでは最大のものです が、 性 
らいお乳を飲むのでしょう 質が おとなしくて、よく 人に馴れる ので、 ィンドやビルマでは家畜とし 
力 て 飼って います。 人間が 乗ったり、 貨物自動車のかわりに重い ものを 運 

，搬させたり、 トラ 狩りなどに使ったり、ゾゥほど役にたつものは ありま 
せんが、ほかの家畜とちがって、子どもを産ませることは困難です。それで、野生の若いゾゥを浦 
えてきて II らしてから使います。 

子どもにももっとも親しまれている動物の一つです から、 どこの動物園にも飼われていますが、 
日本の動物園では、まだ生まれたことはありません。 

たいそう長生きをするようにもいわれていますが、ほんとうはそんなに長命では なく、 動物園で 
は三十年から三十五年くらい生きるのがふつうで、いちばん長く生きたレコードは五十一年です。 
捕えてきたときの年齢がいくつなのか、はっきりはわからないので、寿命もよ くは わかりません 
が、 だいたい人間と おなじくら いか、それよりすこし短かいのではないかと考えられています。め 
すは五年ごとに一びきずつ子を産むといわれて おり、 赤ん坊が母親の胎内にいるのは二十一力月か 
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ら二 十三 力月く らいです。四歳くらいまで母親のあとについて歩いて、鼻の使い方や水の飲み方な 
どを習います が、 乳をのむのは二年間くらいでしょう。ゾゥは水を飲むときには鼻を使います が、 
乳を吸うときには鼻を使わず、口で乳首に吸いついて吸います。 

ゾゥは泳ぎができるでしよ 陸の上に住んでいる動物のなかでいちばん大きいものはゾゥ で、 ァメ 
か。 リヵのサーヵスに飼われていたジャンボという、おすのゾゥは重さが十 

-ニトン半もあるといわれていました。死んだときに計ってみたら、それ 
ほどではありませんでしたが、それでも小学一年生三百人分もの目方がありました。ゾゥはそんな 
に大きいのです が、 水浴びが大好きで、泳ぎがたいそうじょうずです。 

ゾゥは浅いところでは水底に足をつけて歩きます が、 深くなって背が立たなくなっても、鼻の先 
だけだしておけば、水の中にもぐっても平気です。大むかしの人は水にもぐる とき、 小さな樽を水 
に浮かべて、樽の底にヒッジの腸でつくった長い管をとりつけ、管のはしを口にくわえてもぐっ 
たり、節をぬいた竹つつをくわえてもぐったりしましたが、これらはたぶんゾゥの潜水をまねした 
ものでしょう。 

ところで、水がどんどん深くなって、鼻の長さがたらなくなったらどうするでしょう。ゾゥは水 
の底を足で勢いよくけって、はずみをつけて浮きあがり、そこで呼吸を し、 また沈むとまた足をふ 
んばって、同じようにはずみをつけて浮きあがるというようにして泳ぎます。では、もっと深くな 
って、水底をけっても上まで浮きあがれないような深いところではどうでしょう。そんなところで 
は' ィヌなどと！：じような泳ぎかたをします。ィンドには八十頭ものゾゥを六時間も泳がせて移：一 
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させたという記録があります し、 アフリカにもナィル川を九キロも泳がせたという記録があります 9 
ゾゥのからだはよく水に浮き、水の中でうち倒されたゾゥはポッカリ水に浮くそうですが、ゾゥ 
文、水 VJA るときには用心深く、水底のかたさをよくしらベてから入ります。それは、水底がやわ 
らぃくて深、児ぃこと、泳ぎださないうちに、ずぶずぶと深くはまりこんでしまうからです。 

r ゾゥの 墓場」 はほんとう ゾゥは賢い動物です。それでィンドやアフリカの人たち は、 ゾゥは墓 
にあるのでしょう か。 場をもっていて、死が近づくとひとりさびしくそこへ死にに行くのだと 

信じています。それは人間の近づけないような深い密林や谷の中にあっ 
て、 そこには可千年のむかしから今日までのゾゥの牙がごろごろころがっているから、ゾゥの墓場 
をさがしあてた人は、大金持ちになれるといわれています。それで、はるばるとアフリカの奥地ま 
でゾゥの墓場をさがしに出かけた人もありました。どこかにゾゥの墓場があることを信じている 人 
たちは、そのしょうこには、そこいらにただの一つでもゾゥの死骸のころがっているのを見たこ 
とがないではないかとい い、 今までゾゥの墓場から帰ってきた人間がいないのは、墓場のまわりに 
は、 とても強い大きなゾゥが見張番をしていて、人間が近づけば、ひとふみにふみつぶしてしまう 
からだといっています。 

これにたいして、ゾゥの墓場などないと考えている人たちは、キツネやタヌキの死骸だって、そこ 
いらにはころがっていないではないか、動物というものは、死ぬときにはかならずどこかに行って 
ひとりで死ぬもの だ、 そしてその死骸が人目につかないのはほかの動物に食べられてしまうから 
だ、 ましてゾゥの由んでいるような熱帯地方では、死骸がころがっていたら、たちまち腐ってしまう 
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だろう し、 ハゲヮシやハイエナなどが寄って きて、 たちまち食べてしまうだろう、骨だって雨風に 
さらされていれば 二、 三年のうちにはぼろぼろになって、くだけてしまうだろうといっています。 

商品としての象牙には、「生きた象牙」と「死んだ象牙」とが あり、 「生きた象牙」というのは、 
生きているゾゥからとった 牙、 「死んだ象牙」というのは、落ちているのをひろい集めた牙の こと 
です が、 ときには、水辺などで、一力所でたくさんの牙をひろうこともあるそうです。しかし、だ 
からといって、そこが「ゾゥの墓場」だともきめられないでしょう0 

ゾゥが移動するときには、群長の指図にしたがって行くものです が、 あやまって群長もろとも沼 
の深みに沈んだり、伝染病にかかってバタバタ倒れたりしたところでは、一力所から骨や牙がたく 
さん見つけられることでしょう。なにはともあれ、今までに、ゾゥの墓場を見たという人は、『ア 
ラビアン•ナイト』の話のなかのシンドバッドただ一人です。 

大蛇はほんとうに人をのみ アオダイショゥはニヮトリの卵が好きで、鶏舎に卵をぬすみにきます 
こむでしよう か。 が、 へビが自分の口よりも大きい獲物でも飲みこめる のは、 上あごと下 

あごのつながりがゆるくできていて、口を大きく開くことができるから 
です。へビは、獲物をくわえる と、 上下のあごをかわるがわる動かして口の奥に送りこみます。ま 
た、 大きいものがおなかの中に入っても、おなかの皮が破れないのは、鱗が固くきっちりとかさな 
っていないので、皮がよくのびるためです。それで、大きなへビになるとネズミや ニヮトリ も食べ 
ます。日本でいちばん大きくなるへビといったら、それはアオダイシ ヨゥ やヤマヵガシで、大きな 
ものは ニメートルく らいになります が、 それくらいのへビで は、ニヮトブ を丸のみにすることはで 
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ウサギをのみこんだニシキへビ 


きません。それなのに、日本には 
むかしからオロチ退治やゥヮバ ミ 
退治の話がいくつも伝えられてい 
ま^ 

へビをこわがる人には、獲物を 
のんでふくれあがったへビが、小 
さくてもオロ チのように見える こ 
とでし ょう。 

ところで、アフリカ、東南アジ 
ア 、オー ストラリア、南アメリカ 

など熱帯地方にはほんとうの大蛇 
がいます。マレー半島でつかまっ 
たアミ ノメニ シキへビは十ーメ ー 
トルもあったといいます。この種 
類が今の世界ではいちばん大き 
く、 そのつぎは、南アメリカの熱 
帯に住んでいるアナコンダで九メ 
1トルちかくになります。これら 
のへビは相手をぐるぐる巻きにし 
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V 強い力でしめつけますから、もし人間がそのような目にあえば、ちっ息したり骨が折れたりして、 
.死んでしまうことでしょう。台湾では アミノメニ シキへビがオラン ゥー タンをのみこんだ例があり 
ますし、東京上野動物園でも三十キロのヤギをのんだ例があります が、 大人の人間をのみこむとい 
うことはまずないでしょう。もっとも東インドには、十四歳の少年がのみこまれた例が あり、 フィ 
リピンにもおなじような例があるといいます。また、 アメリカ 野牛をのんだへビの話 や、 三百八十 
キロのヤギをのんだへビの話なども伝えられてはいます が、 学者は、世界でいちばん大きいへビで 
.も、 八十キロ以上のものをのみこむのはむりだろうといっています。 

夕 n はほんとうに自分の足 タコは形も生活のようすもかわっているので、いろいろおもしろい話 
を食べるでしょう か。 一 があります〇 f んに化けて、お伊勢参りの仲間に入ったのはよかった 

一が、 途中で見破られてゆでられ、はずかしい思いをしたために、いまで 
も、 ゆでる と 赤くなるのだな どと いう話もあります。漫画でおなじみのタコ入道は、はちまきをし 
ています が、 あれは頭ではなくて、胴ですから、一字ちがいの「はらまき」です。 

地方によっては、七本足のタコは へ ビから変わったものだから食べるなといいますが、 タコ のな 
かには足がたらなかったり、ちぎれたりしているものがあります。それで、「タコの共食い」とか 
「タコは身を食う」とかいうのでしょう が、 タコを飼って、ためしてみた学者の話によると、とき 
には、ほんとうに足の先から根もとのほうへ食べていくことがあるそうです。また、仲間を食べる 
こと もあるそうです。しかし、これはおなかがすいたからでは なく、 たいていは病気になっている 
.ときで、 それも気持ちが ひどく いらだっているときだといいます。タコは見かけによらず、こまか 
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い神経の持ち主なので、ひどく気がたつ 
と、何かの肉に食いつかずにはいられな 
くなるのでしょう。そのしようこには、 
食べた足は、おなかの中では少しもこな 
れていないそうです。 


タツノオトシゴをどうして 


あるクイズ 


か 
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fe 守リにするのでしょう こ、タツノ十 

トシゴが大き 
II くなったら何 
になるかというのがありました が、 現在 
生きている動物のなかでいちばんおもし 
ろい形をしているものといったら、タツ 

ノオト シゴかもしれません。タツノ オト シゴは、今ではれっきとした魚の一員です が、 十六世紀ま 
では、魚 か、 けもの か、 見当がつかなかったので、とくべつ扱いをされていました。 

タツノオト'ゾゴは魚であっても 、コィ やフナなどとはまるでちがった形をしています。全体の形 
•が絵にかいたタツに似ているので、その子どもと見たててタツノオトシゴというのですが、顔つき 
がウマに似ているので ウミウ マともいいます。 

そのほ卜 、ウ マウオ 、リュウ グウ ノコマ、リュウノコマ、 ジャ ノコ、ミズ チ ノコな どともょび、 
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中国では海馬といいま 
す。 ギリシャ 語では ヒッ 
ボヵンポス (海の馬)、英 
語で もシー•ホース (海 
の馬)というのをみると、 
111 * 界じゅうどこの国の人 
もみなおなじ見方をして 
いることがわかります。 

タツノオトシゴは大き 
くなっても七センチくら 
いのもので、日本の近海 
にも 何糙類 かいます が、 
どちらかといえば、南の 

ほうに 多く、 海が わりあい 浅く、 海藻の多い ところに住んでいます。 海の 中では いつも立った よう 
な姿勢を しています が、 これは、 尾 ひれが へビの尾の ように長くのびて いて、 これで 海藻に巻きつ 
いているからです。からだはよろいを 着た ようにいかめしいが、ひれはどれ も 小さいので、 泳ぎは 
あまり じょうずではありません。泳ぐときには、胸びれと背びれを動かして、からだをまっすぐに 
立て、 尾を すこしまげて ゆっ くりと泳ぎます。 

動物のなかで も、 けものはことに子どもをたいせつに し、 ヵンガルーなどは、母親がおなかのふ 



176 




くろに赤ちゃんを入れて育てるので、母親のことをおふくろさんというほどです が、タツノオト V " 
ゴ も、 カン ガルーに負けないほど子どもをたいせつにします。ただ、かわっているのは タツノオト 
シゴのおふくろさんで、そのおふくろさんはおすです。めすは産卵期に なると、 卵をおすのおなか 
にあるふくろの中に産みつけます。 

このふくろは、おなかの左右からのびてきたひだがまん中であわさったもので、そのあわさった 
ところに細いさけ目があります。産卵が終わる と、 めすは「あとは野となれ山となれ」 で、 ほっ 
たらかしですが、おすはふくろの中で卵を 四、 五十日間も育てます。やがて卵からかえった子魚が 
泳げるようにな ると、 子魚はおすのふくろのさけ目から泳ぎだします が、 なにしろ二百びきもの子 
ですから、おすは何回もからだをまげたりのばしたりして、産みださなければなりません。その苦 
労はなみたいていではありません が、 人間から見る と、 いかにも楽しそう で、 しかも、つぎつぎに 
楽に生まれてくるようにみえます。 

タツノオト シゴの干物が安産のお守にされたのはそのためでしょう。 また、 これを ふところに 入 
れておくと厄払いになるといい、財布に入れておくとお金がふえるとか、すりにあわないとかいっ 
て、 縁起をかつぐそうです が、 西洋で も、 タツノ オト シゴはいろいろな神秘的な力をもっているも 
のと 信じられています。 たとえば、 黒焼きは狂犬にかまれた傷に よく 効くとか、これを、 ハチミツ 
をまぜた酢につけたものは解毒剤になるとかいっています。 . 

このごろ、タツノオトシゴを飼うことがはやっていますが、それには、海水を使い、たえず水を 
きれいにたもち、水中にじゅうぶん酸素がとけこむようにしておかなければいけません。また、タツ 
ノオト シゴがまきつきやすいよう に、 風化したサンゴや岩を入れる こと もわすれてはいけません。 
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4, 500 倍の電子顕微鏡で見たモンシロチョウの羽のこな 
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チョウのはねはなぜ美しい チョウやガのはねが美しいのは、はねに、鱗片とよぶ、美しい粉がつ 
のでしょう か。 いているからです。鱗片は、ひらたくて花びらのような形をしており、 

屋根瓦をおいたようにならんでいます。こん虫のからだの表面には、ど 
の部分にもたいてい毛がはえていますが、鱗片も毛の一種で、キチン質でつくられており、非常にぬ 
けやすくなっています。それで、チョウのはねを不用意につまむ と、 鱗片がとれ、斑紋が消え、膜 
や脈があらわれます。すると、そこには色がありませんから、チョウは見るもあわれな姿にかわっ 
てしまいます。もっともアオスジアゲハのように膜に色をもっているものもないではありま亡ん0 
鱗片の色や形はチョウの種類によってもちがうし、また、一びきのチョウで も、 はねの部分によ 
ってちがいます。鱗片の美しさは、鱗片そのものの色にもよりますが、多くは鱗片が光線を反射し 
てあらわす色です。たいていのチョウの鱗片は顕微鏡でのぞいてみると、コスモスの花びらのよう 
な形をしていて、表面にこまかい筋があって、それがたてにならんでいます。華麗な色をあらわす 
のは、そこで光線を反射するからで、チョウのはねの色が幻の色といわれるの も そのためです。た 
とえば、コムラサキのおすのはねは、見る角度によって、その紫色がさまざまに変化し、昼間見た 
色と、夜に電燈の光で見た色とではかなりちがう色を呈します。 


シカやウシの角の中はどう 角をもっている動物にはシカ、ウシ、サイ、キリン、カモシ カ、 ヤギ 
なっているのでしょう か。などがあります。角のあるシカはおすで、ふだんはおとなしいが、秋に 

なると、おすどうしでたたかいます。角と角とをつきあわせて力のかぎ 
り押しあい、相手をねじり倒そうとしますが、角に枝があるので、たがいにからみあって押し合ハ 
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をするのには便利です。ョーロッパには、 
からみあった角がとれなくなって、二ひき 
とも飢え死をした例もあるそうです。角は 
毎年はえかわりますが、はじめはピロ ー ド 
漉のようなやわらかい毛のはえた皮膚でおお 
初われていて、なかには血の管がいっばいつ 
於 まっています。やわらかいので、さわる と 
^ いたいのでしょうか、めすに追われても逃 
角げまわっています。そのうちにしんがだん 
だん骨のようにかたくなってきます。する 
と、 表面がかさかさになるので、シカは角 
を木二こすりつけ、皮をはぎとります。こ 
れをシカの角みがきといいます。このよう 
にして角ができあがるので、シカの角は中まで骨のようなかたいものでできています。刀掛けを見 
るとそれがわかります。 

ゥシの角は、おすにもめすにもあります。枝わかれもしない し、 毎年、はえかわることもありま 
せん。 

角の表面は皮膚がかたくなったもので、中にはすき間があります。すき間には頭の骨からつづい 
て、， るい)が入っていますが、角はその上をさやのようにおおっているだけですから、殺したあと 
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奈良の春日神辻で海年秋におこなわれる鹿角切り 


で、はずすことができます。水牛の角から花活け 
や団扇立てがつくれるのは中がからだからです。 
シヵの角はほかの動物とたたかうときにはほとん 
ど役に立ちませんが、ゥシは、頭を低く下げて、 
敵を角でつきあげます。 

サィには角の一本のものと二本のものとありま 
すが、ぬけかわったり、枝わかれすることはあり 
ません0 

ふつうの種類ではめすにも角があり、角で敵を 
防ぎます。サィの角は皮膚がかたくなったもの 
で、 いわば毛がかたまってできたようなものです 
から、 中までつまっています が、 骨のようなしん 
はありません。たえず皮膚からのびつづけてい 
て、 横に切って みると、 大きな魚の目のような形 
をしています。 

キリンの角はゥシやシヵとはまたちがってい 
て、 表面は毛がはえた皮膚でつつまれていて、袋 
角に似ています。品種によっては、頭頂にある一 
対のほか、額の中央に一本、後頭部に小さいのが 
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一対の計五本もの角をもっています。 

ツバメが早く渡ってくる年 ツバメは春の象徴で、ツバメがあらわれるとサクラが咲き、チョウが 
は豊年だといいますが、ほ 舞いは じめ ます。ツバメは人家の軒先に巣を つくり 雛を育てるので、ひ 
んとうでしようか。 とびとに親しまれ、むかしから、「ツバメの くる 家は栄える」といわ 

れ、保護されてきました。いっぱんに鳥類の渡りの季節は彼岸前後とさ 
れて おり、 種類によって多少ちがいます が、 おなじ種類の鳥では年々「渡り」 の 時期はかなり正確 
なものです。 

ツバメは平均気温が八、九度になると渡ってきますから、日本でツバメがもっとも早く渡来する 
のは九州南部で、三月の中頃には早くも姿を見せます。そして、四月中には本州のいたるところに 
あらわれ、北海道に姿をあらわすのは五月です。寒い所ほどおくれ、おなじ山では高い所ほどおく 
れ て、 百メートルにつき数日のちがいがあります。気象学者は、ツバメの渡来の時期をみて、季節 
風の交替期が早いか遅いか、大気活動の中心の強弱などを知り、天候の長期予報をするのに役立て 
るといいますが、春先の気候が例年より暖かいときには、ツバメの渡ってくるのも早くなります。 
こんな年は、シベリヤ方面の高気圧が早くおとろえて冬の季節風がやわらぎ、西ないし南寄りの風 
がよく吹きますから、たんに暖かいというだけではなくて、南のほうから渡ってくるツバメにとっ 
ては追風になるので好都合なわけですが、このような年には、夏に太平洋方面の高気圧の勢力範囲 
内に日本が入ってしまうので、晴天に恵まれ、雨が少なくなります。それでひでりになり、日本全 
体としては水稲はだいたい豊作になるといえます。 


また昭和十三 年、 十六年にはツバメがめだって早く渡ってきました が、 このような年には、梅雨 
のおわり頃に大雨が降ると考えられています。 


ツバメの巣は泥でつく〇て 巣とは、動物が、卵を産んだり、子を育てたり、休んだりするために 

あっても、どぅしてこわれ つくる一定の場所のことで、形、材料、場所などは動物の種類にょって 
ないのでしょぅか。 千§別です0 

しかし、巣といえば誰でもまず鳥の巣を思いうかべる でしょう。 それ 
は、 鳥が動物のなかで もっとも 精巧な巣を つくる からです。 

鳥の巣はもっぱら産卵、育雛のためのもので、その中で生活するのではありませんから、自分で 

ンコウは巣をつくりませんが、ふつうの鳥は産卵のたびごとに新し 


ひなを育てないホ 


トト 


ギスや力 


い巣をつくります。しかし、古い巣を利用するものも 多く、 自分のつくった巣のほかに、仲間のつ 


つた巣 や、 べつの種類の鳥がつくった巣を利用するものもあります。 コ ウノ トリ、 


シ、タカな 


のように、大きくて、 丈夫で、しかも場所にも制約のある巣を必要とする鳥は、古い巣を利用す 
ることが多いものです。ツバメも古巣を利用することで有名で、大部分は前年つくった巣にもどっ 
てきて、 それをすこし修理して、産卵します。 

ショウドウツバメは一名スナムグリツバメとよばれ、海岸や川岸沿いの土にトンネルを 掘り、 産 
室を つくり、 そこに卵を産みます。産室には、わらや羽毛が敷かれています。 

ふつうのツバ メも、 大むかしには、おそらくこのように地中に産卵したものと思われます。ツバ 
メが巣材に泥土を運ぶの も、 その名残りだろうといわれています。 
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ツベメは泥を運んできて、それにつばをまぜ、ちょうど左官 M さんが壁をぬるようにして巣をつ 
くっていきますが、このとき、泥の中に木のきれはしや、わら、羽毛などをまぜて丈夫にしていま 
す。ですから、泥でつくってあっても、ツバメの巣はこわれないのです。 

ツルの頭はなぜ美しいので ツルは大形で、長いくびと脚がほどよくつりあっていて、いかにも姿 
しよう か。 S しい鳥です。それで最も気品の高い鳥だとされていますが、また、 

その声がひときわ高い ので、 r 鶴のひと声」などと いい、 姿と ともに 王 
者の貫録の一つにかぞえられています。地球上の大部分に分布してはいますが、種類は少なく、わ 
ずかに十四種にすぎません。 

いっばんに、鳥は一見して雌雄の別が見わけられるものですが、それはおすのからだが大きく、 
羽毛の色彩も美しいからです。しかし、ツルでは、いくらかおすのほうが大きいくらいのことで、 
雌雄ほとんど区別がつきません。 

ツルの頭は美しい が、 頭の美しいのはツルにかぎったものではありません。サギの飾羽も美しけ 
れば 、ホロホロ チョウのこぶも美しく、 ニヮトリのと さかなども最も美しいものの一つにかぞえて 
よいでしょう。そして、それはまた雌雄の特徴をあらわし、その鳥の生理状態をあらわすもので も 
あります。ツルの代表タン チョウ ブルが美しいといわれるわけの一つは、頭の頂きに赤裸部が あっ 
て、 それが赤くて美しいからで、丹頂の名もそこから得たものですが、ツルの多くの種類は頭が赤い 
色をしています。位置は種類に よって 多少ちがい、 クロ ヅルは後 頭、 カナダ グル、 ナべゾルは前頭 
頂、オ グロヅルは頭頂、マナブルは 顔、ソデ グロブルは前頭から顔にかけて 赤く、アメリカ シロ、、 ツ 
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ルは頭頂と眼の下方にひげ状に 
赤い部分が あり、ォォブ ルは頭 
から上くびにかけ赤い色を呈し 
ています。また、ゴゥシュゥヅ 
レ ルは眼から後頭部にかけて赤裸 
ヅ 帯が あり、 オオ カザリブ ルは頭 
リ頂は灰色ですが、眼からくちば 
ム しの 根 もとに 赤色のと さか 状の 
ン肉質裸出部が あります。 これら 

にたいして、ァネハブルは耳部 
にある白色の房羽が美しく、ハ 
ゴロモブルは白い前頭部の美し 
さがめだちます。しかし、なん 

といっても 頭頂の もっとも 美しいのはカン ムリヅルでしょう。カンムリ ブルの頭頂は ビロード状で 
く、後 頭に黄色の大球状 羽 冠が あります。 人間が これを まねて、帽子の かざりに した こともあり 
ますが、 人為の 遠く およぶ ところではありません。 

ッルの 頭が美しい のは、このように、 赤裸部が あったり、 羽冠があるためです が、 それが スズメ 
になくて、 なぜッルの頭にあるのかとい うような 問題になる と、 まだ今日の科学では答えられませ 
ん〇 
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デンキゥオはなぜ電気を’た 人間の社会はそう あっ 
すので しょうか。 てはなりません が、 動物 

の世界は弱肉強食です。 

もちろん、共生生活を営んでいるものもあります 
が、多くの動物は、あるいは攻め、あるいは守るこ 
とに明け暮れしています。 

魚もまた毎日それをくりかえしています。魚が他 
の魚を攻撃するのは、主としてそれを食べるためで 
すがし力しアユの ように、 闘争心がさかんで^0! 
分の繩張りに侵入してきた仲間を撃退するもの や、 
闘魚の ように、 闘争が好きで相手にはげしい突撃を 
加えるもの もあります。 

また、こちらからはあまり攻擊をせず、どちらか 
といえば、守勢的で、仲間や自分を敵の攻撃から守 
子供を保護する型の魚もあります。たとえば、 
フグはからだの中に毒をもっていて、これをおそっ 
て食べたものは、毒がまわることで敵の攻擊から身 
を守り、ゴンズィは毒のあるとげをもっていて、外 
敵がくればこれで擊退します。 


り 




ナ 


キ 

ン 



186 



ところで、電気魚とょばれているものは、いわば攻防兼備の習性をもった魚で、電気を発生し 
て、 これで餌を捕えたり、敵から自分を守ったりします。 

その もっとも 有名なものは、南米オリ ノコ 河に産するデンキゥナギで、電力も五百ボルト以上 
で、八百六十ボルトという記録もあります。また、アフリカに産するデンキナマズも四百ボルトく 
らいの電気を発生します。 

デンキウナギの発電器は尾部の腹がわにあって、電流は尾のほうから頭のほうに流れますが、デ 
ンキナマズの発電器はからだ全体の皮膚と筋肉との間に層をなしていて、電流は頭のほうから尾の 



A 


ナ 

ク 

キ 

ン 




ま 


板 

常 



器 

電 

発 


膜 

隔 



か 


経 

神 


ほうに流れます。発電器は筋 

} 肉のかわったもので、そこで 
ま電気がつくられ、たくわえら 
れています。その構造は、う 
すい凾状の細胞が 三、 四百個 
隔柱状につみかさなったもの 
が、 さらに五百ないし一千も 
集まったものだと思えばょ 
く、一つ一つの細胞の発電力 
はそれほど大きくはありませ 
んが 、このょうに たくさんつ 
みかさなって いるので、 強い 
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電気が おこる のです 。しかし、 この電気は かぎりなくおこるものではなく、しばらく 放電が つづく 
となくなり、 再び充電されるまでに はかなりの 時間が かかります。そこで人間は、 電気魚を捕える 
ときには、 まずこれを刺激して放電 させ、 それから生け捕りに します。 

病気や事故で命を失なわなくても、年をとれば動物は死にます。この 
よぅにして死んだ のを、 寿命がきたなどといいます が、 動物の寿命は、 
種類によってそれぞれほぼきまっていて、とくべつ長く生きられるよぅ 
なことはめったにないものです。 

しかし、どの 動物の寿命 も、 正確に知る ことは困難です。 

長寿の代表とされている「ツルは千年カメは万年」のカメも、今までに知られている最高の記録 
は三百年で、ツルも八十年くらいですから、そんなに長いものではありません。しかし短命の代表 
とされているカゲロウの生命は、わずか数時間にすぎませんから、これとくらべれば、それこそ 
「月と スッ ボン」です。 

いっぱんに動物の命数は、動作ののろいもの、からだの大きいもの、成長のおそいもの、子の少 
ない もの、 成熟のおそいものは長命で、動作の機敏なもの、からだの小さなもの、成長の早いも 
の、 子の多い もの、 成熟の早いものはわりあい短命だとされています。動物の寿命は成熟するまで 
の四、 五倍というのがふつうで、人間の寿命を百二十五歳とするのも、二十五歳に五をかけて算出 
したものですが、動物の寿命についてはまだわからないことが多く、右の法則 (？) にも反証や例 
外が あり、 これが正しいというわけにはいきません。 


動物は as によて てね ゼ壳 
命の長さがちがぅのでしょ 
ラ か。 
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トラにはなぜ長いひげがあ I 
るのでしよう か。 


竜ほどりっぱなひげをもっているものはありません が、 これは、想像 
の動物ですからべつとして、トラのひげほどりっぱなひげは少ないでし 


上 


ところで、 


つたハひげとはどんなもののことをいぅのでしょぅか。動物学上では、ひげの語の 


ラ 


意味する内容がはっきりしていないぅらみがありますが、もし顔から細長くのびているものが、ひ 

げだとすると、たいていの動 
物はひげをもっています。卜 
ンボやセミにもひげがあり、 
ゴキブリはとくに長いひげを 
もっています。 

また、エビのひげにいたっ 
ては、みごとといぅほかあり 
ませんが、こん虫やエビでひ 
げといっているのは、触角の 
ことです。コィにもひげがあ 
り、底魚のナマズやドジョゥ 
のひげはちょっとした貫録を 
さえもっていますが、魚類の 
ひげは口のまわりに生じた肉 
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質 b 突起です。また、クジラのひげはくしの歯のような形をしていて、小形の食物をこしとるのに 
役立っていますが、これはヒゲクジラ類の上あごに発生する角質のものです。 

これにたいして、陸に住むけもののひげは、口の周辺にはえている毛で、感覚の補助作用をして 
います。二次性徴としてとくにおすにめだって発達する場合も あり、 人間などはその好例です。 

けものは、その名のよう に、 全身毛でおおわれていますから、顔にも毛があるわけです が、 顔の 
毛のなかでもひげはとくに長く、 トラ やネコのように肉を食べるけもの、ネズミやゥサギのように 
物をかじるけものではとくにめだっています。 

トラやネコのひげは、ふつうの毛がめだって長くなっただけのものでは なく、 外からはふつうの 
毛のように見えます が、 直接皮膚に植わっているのではありません。ひげの根もとは、血液の充満 
した袋の中に浮いていて、そのまわりは神経でかこまれています。ですから、何かにちょっとでも 
さわる と、 根もとが動いて、鋭敏に神経を刺激するので、すぐにわかります。それで触毛といって 
いますが、これは、傷つきやすい眼や口のまわりがほかのものにあたらぬように保護するのに役立 
っています。 トラ やネコではこの触毛が非常によく発達していて、口のまわりばかりでなく、目の 
上にもあります。そして、それをひろげる と、 顔をとりまく大きな円になりますから、せまい所を 
くぐるときにはひげをひろげて、穴の大きさをはかります。 

トラとラィオンとはどちら トラはアジア大陸にいる猛獣で、暑い地方から寒い地方にまでひろく 
力強いでしょうか。 住んでいます。ィンドでは、今でもトラにやられる人が毎年五十人くら 

いいます が、 加藤清正の トラ 退治で有名な朝鮮には、もうほとんどいな 
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くなりました。日本にも数十万年のむかしには住んでいたものとみえ、愛知県から骨が発見された 
こともあります。 

トラは森林や草原にいて木にはあまりのぼりませんが、水泳はじょうずです。顔はいかめしく、 
眼がピカピカ光っていて、けものの大将としての貫録はじゅうぶんです。 

ライオンは獅子ともいい、むかしはアラビア、インド、イランにもいましたが、今はおもにアフ 
リカの草原や岩山に住み、インドでは、ガーという森の中に二百頭くらいが保護されて残っている 
だけです。乾燥した草原に何頭か集まっていて、シマゥマやレイョゥなどを追いかけ、一撃でたお 
しますが、このときの走る速さは時速八十キロにも達するといいます。おすにはくび、ひじ、下腹 
に長い毛があり、百獣の王のねうちがあります。しかし、性質がトラよりずっと明るく、おなかが 
いっぱいのときには、近くにシマゥマなどがいてもつかまえないといいます。人にもなれやすいの 
で、サーカスの曲芸などにも使われますが、トラは気が荒らいので、サーカスにはあまり使われませ 
ん。大きさはどちらもほぼ同じですが、インドのベンガル地方のトラは、ライオンよりもすこし大 
きく、おすはニメートルにもなります。どちらが強いかは、いちがいにはいえないことで、たてが 
みがあるだけライオンのほうが強いかもしれないという人もあれば、ライオンとトラとをおなじ野 
に放っておくと、かならずライオンがいなくなるところをみると、トラのほうが強いのかもしれな 
いという人もいます。ローマ時代には、軍隊の士気を奮いたたせるために、よくライオンとトラと 
をたたかわせてみせたそうですが、そのころの記録によると、ほとんどライオンが負けたそうで 
す。アメリカで、 サー カスの®を破ったライオンとトラとがたたかったときには、ライオンのほう 
が勝ったそうですが、野生のものと飼っているものとはちがうし、また、そのときの事 t » によって 
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もちが うので、 どちらが強い かは、 いちがいにはきめられない でしょう。 

いちばん大きい鳥はなに鳥 いちばん大きい鳥は、現存のものではダチョウで、大きなものになる 
でしょう か。 と、 身長 ニメ丨 トル 半にも 達し、 体重は百三十キロを越します。 

ダ チョウはアフリカ、アラビア、シリア、メソポタミア 地方に 住み、 
ふつうは 五、 六羽の小群をなして います。 翼や尾に ある 白色の羽毛は四千年も前から飾りに され、 
婦人の帽子や陸海軍の大将の帽子の 
飾りなどにさかんに使われました。 

そのころは非常に高価だったので、 

飼育が 流行し、日本で も三十年くら 
い前に高碲達之助氏が試みて、数十 
羽にふやしたこともありました。し 
かし、 今は羽毛を 使うことが少なく 
なった ので、 飼育熱は すっかり さめ 
てしまいました〇 . 

ダチョウは熱い地方の生まれです 
が、 寒さにたいする抵抗性が強いの 
で、 たいていの動物園に飼育されて 
います。 胴は 大きく、よく 太って い 
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て頑丈です が、 翼が退化し 
ているので飛ぶことはでき 
ません。そのかわり、後足 
ゥ がきわめて発達しているの 
H で、これで走ったり、敵を 
，チ防いだりします。逃げると 
ぶきなどにはすばらしく速 
よく、長い足の一またぎは七 
1 メ ー トル半、このままの速 
さがつづくとすれば、時速 
九十キロにもなります。足 
の趾は二本で、長いほぅに 
は爪が あり、 力まかせにけ 

るときには、ニセンチくらいの厚板をも割ることができます。 ィヌが けられて二つに裂かれた こと 
あるそぅです。 

小さい頭が長いくびの上にちょこなんとついているさまは、ユーモラスですが、目は大きく、視 
力がきいて、ニキ ロ も遠方の敵を見つけることができます から、 親ダチョゥの捕獲は容易ではあり 
ません◦長いくびは、上下の屈伸が自在で、皮膚が丸出しになって おり、 赤桃色 や 灰青色をしてい 
ます。それでダチョゥの種類は一つです が、 毛がなくてむきだしになっている部分の色によって五 
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適りに小分けしています。 

動物園のダチョゥは、ときどき長いくびを伸ばして、どこかを見つめるようなまなざしをしてい 
.ますが、遠く故郷の空でも眺めているのでしょう。 

日本には鳥が何種類くらい！ 毎年、皇居のお濠の白鳥や遊園地のクジャクが殺される事件が おこり 
いるので しようか。 ます。鳥が死んだくらいと思うかもしれませんが、それは ヨーロ ッパや 

ーアメリヵの人たちが聞いたら、びっくりすることなのです。外国をまわ 
ってみ て、 いちばんおどろくことは、大きな建物が立っていたり、りっぱな自動車道路が縦横に通 
っていたりすることではなくて、小鳥たちがなれなれしく人のそばに寄ってくることです。広場に 
遊んでいる ハトは、 わたしたちの頭や肩に平気でとまって、手のひらから餌をついばみ、公園の池 
のヵモやハクチョゥはなれなれしく後からついてきます。スズメはもちろん、いろいろな野鳥も近 
づいてきて、すこしも人を恐れません。おそらく日本ほど鳥が人を恐れている国はないでしょう。 
それは鳥にたいする愛情が欠けているからにちがいありませんが、ほんとうは、日本人は鳥を愛す 
る国民で、古くから嬉しいにつけ悲しいにつけ鳥を友としてきました。また、むかしから鳥を飼い 
ならす、いろいろな行事もおこなわれてきました。 

「鳥の鳴く国は平和」だといわれますが、日本の野鳥は戦争から急に減ってしまいました。鳥の 
種類は世界に八千六百種くらいありますが、日本にいる野鳥の種類は四百二十四種で、そのなかには 
絶滅寸前の鳥もいます。このところ鳥がひどく減ったのは、第一には森林が伐られたり、湖や沼が 
埋められて fe の住むところがせばめられ、食物がなくなってきたからでしょうが、また一つには、 
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むやみにとったからです。銃で射つばかりか、カスミあみでとったりするのだからたまりません。 
それに、最近の農薬や都会のビルの建設もひとやくかっています。農薬は害虫を退治するナ e ども、 
鳥にも害をおょぼすし、ビルにはツバメの巣をかけるところもありません。害4 Hi の代表とされて、 
るスズメでさえ、ある時期にはさかんに害虫を食べるくらいで、多くの小鳥は害虫をとらえて農乍吻 
や動物の生育を助けています。そのぅえ、人の心をなぐさめてくれるのに、それが或る一方で^ 
変なので、毎年バードゥ ィーク を設けて、鳥をかわいがろぅとみんなに呼びかけているのです$、 
いつもこのときの心持ちで小鳥をかわいがり、一日も早く「鳥の鳴く国」にした、，ものです0 


鳥のくちばしはなぜとがっ 鳥のくちばしは口の一種ですが、くちばしは、ただ食物を食べる役を 
ているのでしょう か。 するだけでなく、衣や住の面でも重要なはたらきをしています。 

鳥は、巣の材料を運ぶときも、巣をつくりあげるときも、羽をととの 
えたり、羽にあぶらをつけたりするときにも、くちばしを使います。もちろん、もっとも重要な役 
目は食物をとることで、人間やけものだと手や前足が手助けしますが、あいにく鳥には前足があり 
ません。前足に相当する翼は飛ぶ用をするだけですから、鳥の場合には、くちばしが手の毛もしな 
ければなりません。そればかりか、鳥には歯がありませんから、食物を嚙み切ったり、こま^; く争 
いたりすることも、くちばしでしなければなりません。 

このように、鳥のくちばしはいろいろの役目をはたさなければならないので、くちばし丈それぞ 
れの鳥の習性に応じ生活に適するような形になっています。ですから、形は種類によって千差万別 
です。しかし、なんといっても食べることがいちばんおもなはたらきですから、くちばしの钐尤食 
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オオハシドリのくちばし 


物の種類にもっとも関係が深く、くちばしの形を見 
れば、その鳥の食生活が推察できるほどです。たと 
えば、木に穴をあけるキッッキのくちばしはまっす 
ぐで、くさび形をしていてきわめて堅く、泥の中の 
餌をあさるッルのくちばしは細長くなっています。 
また、生きている動物を常食とするヮシやタカのく 
ちばしは鋭くまがっていますし、マツカサをついば 
み、 その鱗片の間から種子をとって食べるイスカの 
くちばしは上下たがいに食いちがっています。オオ 
ハシドリのくちばしは大きすぎて始末にこまるだろ 
うと心配にもなります が、 熱帯の大きな果物をパク 
パク食べるのにはつごうがよいのです。 

これらのくちばしは、どれもとがっていますが、 
それにひきかえ、カモやアヒルのくちばしはひらた 
く、くちばしの両がわには、くしの歯のような形を 
したものがならんでいて、そのすき間から餌といっ 
しょにすくいあげた水をふるいおとすようになって 
います。 

走る鳥として有名な エミユーのく ちばし も、 ひら 
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たくて、幅ひろくできています。 

鳥はなぜよい声で鳴くので 鳥の鳴き声は、地鳴きとさえずりにわけられます。わたしたちはふつ 
しょうか。 う、 さえずりのことを鳥の鳴き声といっていますが、地鳴きも無視して 

はなりません。地鳴きは、雌雄、老幼によって多少のちがいはあります 
が、その鳥のもちまえの鳴き声で、危険がせまったことを仲間に知らせる鳴きかたなどは、これに 
属します。これにたいして、さえずりはおすがめすに呼びかける求愛の歌ともいうべきもの！^すか 
ら、鳥たちに訪れる年一回の繁殖期には、鳥はさかんにさえずります。ウグィスが、庭の灌木の繁 
みにきて ffi をあさるとき、チャッチャッと低く鳴くのは地鳴きですし、ウメの木にとまって ホーホ 
ヶキョと鳴くのはさえずりです。 

ところで、さえずりは 求愛の歌で あると同時に、 自分の繩張りを仲間に宣言するための歌で もあ 
ります。また、 機嫌の よいと き、 なんとなくうたう 歌で もあります。さえずりが、 鳥の声のなかで 
もっとも美しく、 にぎやかで、力に満ちあふれているのはそのためです。 

鳥の声が美しいのは、動物のなかでもっともすぐれた発声機構をもっているからです が、 ただ、 
人間の音声にはおよびません。それは、人間は言語中枢をはじめ脳髄のはたらきが非常に発達して 
いるため、後天的に完成した声をもっているからです。しかし、生まれたときの発声器官の優劣と 
いうことになれば、鳥のほうがすぐれているといえます。鳥の発声器官は鳴管といって、気管から 
気管支にうつる分岐点にあり、タンチョウヅルが「ツルのひと声」といわれる高い声がだせるのは、 
気管が胸のところで迂回していて、くびの二倍もの長さをもっているからです。 
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また、 鳥の肺臓はその奥に気囊が あって、 肺活量が大きいので、空気の量が 多く、 胸廓は籠の よ 
うに固定して いて、 呼吸はおもに腹式呼吸です から、 飛びながらでも発声で きます。 そして また、 
呼気 ばかりでなく、 吸気で も 発音する ことができます。 

それで鳥は 美しい声で鳴くことができる わけです が、もちろん 鳴き声に もピンからキリまであり 
ます。たとえば、 毎年夏になる と、 ラジオで放送す るブッボウソウの 声は、すこぶる神秘的です が、 
それは コノハズクの鳴き声で、まことの ブッポ ウソウは 昼間だけ 鳴き、 その声 もギャーギャ ー とあ 
まり美しくありません。 

人間は、寒くなれば齎物をたくさん箫た り、 部屋を暖かくしたりして 
寒さをふせぎますが、人間以外の動物ではそんなことはできません。 

ウサギや イノ シシ 、キツネ、 タヌキなどでは、冬になるとからだの脂 
肪がふえ たり、 毛が厚くな ったりして、 寒さをふせぐようになっていま 
すが、鳥やけものが冬のきびしい寒さにたえられるのは、さぞかしたい 
へんなことでしょう。そこで 冬眠したり、 冬 ごもりしたり、 住む所を 変えたり、 いろいろの形で越 
冬がおこなわれるのです。 

こん虫はたいてい卵で冬を越します が、コウモリは、 寒くなつて虫がいなくな ると、 洞穴や鐘乳 
洞の天井からさかさにぶらさがって冬を越します。ヤマネ も 落葉やかやぶき屋根の中に草で巣を つ 
くって、まりのように丸くなって冬を越します。ふだんは体温が三十四度ぐらいあるのに、このと 
きは六度ちかくまで さがり、 一分間に 二、 三百 も あった脈 も 十回くらいに 減り、 呼吸 も二、 三分間に 


コウモリ、 カエ ル、 へビな 
どは冬になると冬眠します 
が、 鳥は冬眠しないのでし 
ようか。 
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キクガシラコウモリの 冬眠（下泉重吉先生 提供) 


回くらいに減ってしまいます。そして、 

冬眠中は何も食べません。リスは木の 

洞穴に巣をつくってを冬を越します 

が、 秋のぅちに集めておいた木の実を、 
ときどき食べながら眠っています。 

クマも冬の間は洞穴の中でゥッラゥ 
ッ ラしていますが、これは脈も体温 も 
さがらず、母グマはこの間に赤ちゃん 
を産みます。へビやト カゲは 岩穴や地 
下に もぐって 冬を 越し、カメは 泥の下 
で冬眠します。カエルも土の下で冬眠 
します が、カエ ルが浅いところに もぐ 
っていると きは、 暖かい冬の くるしょ 
ぅこだといつて、さわがれたこともあ 
りました0 

鳥は冬眠しません が、 むかしは、ッ 
パメは冬になると湖や川の底の泥の中 
で冬眠するのだと考えられていまし 
た。その後、ッバメやカモは季節にょ 
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つて住むところをかえることがわかりました が、 これも冬越しの一つの方法です。「渡り」の研究が 
進むにつれ て、 鳥のなかには冬眠するもののないことがわかったのでした が、このごろ、 鳥のなかで 
も、 アメリカに ハるヨタ カの仲間の プーア•ウイルという 鳥は冬眠することが明らかになりました0 


トンボの目は小さい目の集 日本のことを、むかしはアキッ島といいました。アキッというのは卜 
まったものだといいます ンボのことです。むかし、神武天皇が力にさされたとき、トンボがとん 
が、 いくつくらい目がある できて力を食べたからアキッ島というようになったのだそうですが、い 
のでしょう力 やそうでは ない、 日本の国の形がトンボの形に似ているからだという人 

もいます。また、トンボという名は、からだが棒の形に似ているので、 
「飛ぶ棒」からきたのだという人もいますが、はっきりしたことはわかりません。 

トンボのからだはまるで飛行機のような形で、とんでいる虫をつかまえるのにとてもつごうよく 
できています。とまっているトンボの顔の先に、指をだして、ぐるぐる輪をかいてみたことはあり 
ませんか？だんだん輪を小さくしていく と、 手でつかまえられることがあるでしょう。これは、 
トンボが大きな目玉で指を見つめる とき、 ぐるぐるまわす と、 それにつれて首が うごき、 催眠術に 
かかったような状態になるためだろうといわれています。 

トンボの頭でいちばん目立つのは大きな目玉でしょう。二つの大きな目玉の間にはべつに点のよ 
な E が三つあります が、 大きな目玉は頭のほとんど全部をしめています。大きな目玉は複眼とい 
い、たくさんの小さな目のあつまったもので、あみの目の ように 見えるのは、一つ一つの目で、個 
眼とよびます。個眼の数は一万から三万くらいもあり、どんなこん虫で も、 トンボほど多くの個眼 
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をもっているものはありません◦一つ一つの個眼を見る と、 上のほうにあるものと下のほうにある 
ものとでは、大きさがちがうでしょう。ある学者は、明るいときには、下のほうの目がよくはたら 
き、暗いときには、上のほうの目がよくはたらくのだといっています。トンボはこの目で五、六メ 


卜 


暗いときには、上のほうの目がよくはたらくのだといっています。トンボはこの目で五、六メ 
ル先のものでもわかるようですが、動くものだととくによく見きわめます。それで、小さな虫 


が飛んできても、すぐに追いかけていくことができるのです。 


ナマズがあばれる と、 どぅ 
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近いうちに月への旅行もできそうですが、地震がいつくるかというこ 


して地震がおこるというの I とはまだいまの科学ではわかりません。しかし、地震がどうしておこる 
でしょうか。 I かということはわかっています。 

むかしの人は、地面の下に大ナマズがいて、それがあばれるので地震 
がおこるのだといいました。ナマズがあばれないように石でおさえつけたという、その石を今でも 
まつっている神社もあります。 

ナマズが地震をおこしているのではないのに、なぜそのようなことがいわれたのでしょうか。 
それは、ナマズがいかにも地震をおこしそうな顔をしていて、しかも地震のおこるときには、よ 
くあばれているからでしょう。ナマズは鱗がなくてぬるぬるしているので、つかまえにくいうえ 

に、とぼけた顔をしています。大きな頭は丸くひらたく、くちひげが四本あります。英語でキャッ 

トフィシュとよぶのは、ダニューブ川に住んでいるナマズにはひげが六本あって、ネコに感じが似 
ているからでしょう。日本のナマズにも、幼いときにはひげが六本あります。夜になると川底をは 
いまわって、大きな口でヵエル、エビ、ドジョゥなど、何でも手あたりしだいに丸のみにします。 




食べ物がないときには、仲間も食べてしまうほどですが、昼はたいてい知らぬ顔をしています。大 
きなものはーメートルもあって、六十年も生きているので「池の主」にたてまつられています。 

目は小さいが音や振動をすばやく感じ、地震のおこる前のわずかな地下振動でもよく感じます 
が、しかし、地震計にはおよびません。 

ニヮトリの先祖は野鶏で、いまでもインド、マレー、スマトラなどに 
行くと見られます。野鶏はキジの仲間で、密林の中を飛びまわっていま 
す。わりあいに人になれやすいので、人間は七千年も前から野鶏を飼い 
はじめて、卵をたくさん産ませたり、肉をとるために、せまい小屋に入れてふとらせたりしてきま 
した。それで、翼が小さくなり、からだが大きくなってうまく飛べなくなってしまいました〇その 
しょうこには、ニヮトリを野放しの状態にして飼うと、だんだん飛ぶようになります。 

なお、ニヮトリやァヒルは、人間が飛べないようにした鳥ですが、野育ちでも飛べないものには 
キウイ、ダチョウ、ヒクイドリ、エミュー、ペンギンなどがあります0 

とさかは、ニヮトリの頭にある肉質の突起で、ほかの鳥にはないの 
で、 si 冠の漢字をあてています。レグホーンやミノルカのとさかは大形 
なので、とくによくめだちます。 

いちばんふつうに見るとさかは、ふちにのこぎりの歯形のさけ目のつ 
いたひとえのとさかですが、このほかに、それよりもっと fi くて肉が寧く、表面に突起のたくさん 


一ーワトリの頭にはなぜとさ 
かがついているのでしよう 
か。 


11ワトリはなぜ空を飛べな 
いのでしょぅか。 
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あるもの や、 ィチゴの実を思わせるようなもの、キクの花を頂いたように見えるもの、ひとえのと 
さかが三列にならんだものな ど、 いろいろの種類があります。毛冠といって、頭上に羽毛がむらが 
ってはえたものもあります。 

とさかは、ニヮトリの生理と密接な関係があり、生殖器官の活動状態によって大きくふくれた 
り、ちぢまって小さくなったり し、 色も鮮紅色を呈したり、暗紫紅色になったりします。 

元気のよいおんどり や、 さかんに産卵するめんどりのとさかは、大きく 赤く、 つやつやしていま 
すが、産卵を休んでいるときのめんどりのとさかは乾燥しています。 

とさかのあるのはニ ヮトリの 特徴の一つです が、 とさかのほかに、ニヮ トリの 下くちばしの両が 
わには、とさかに似た肉髯が垂れています。 

ニ ヮトリは、 鳥のなかではいちばん人間と関係の深い鳥で、どんな未 
開人でも飼っています。 ニヮ トリにはときを告げる性質が あり、 朝早く 
鳴く ので、 むかしはこれを時刻を知る 目 やすとしました。それで、人間 
が 飼うよう になったのだとい う 人もいるくらいです が、 その 肉 や卵が食糧として重要な ものである 
から、飼うよう になった ものでしょう。 東京 オリンピックでも、 選手村の食堂で使った ニヮ トリ 
は六万 羽、 鶏卵は七十二万個に達しました。 

それほど身近かにあるニ ワ トリです が、 ニ ワ トリの小便に気づく人は少ないで しょう。 鳥やけも 
のが食べたり飲んだりしたものは、胃や腸をとおっていく間にだんだん消化しやすいものにかえら 
れ、小腸から吸収されます。そして、不要のものは体外にすてられます。不要のものとしてかぞえ 


11ワトリ はなせ小便をしな 
いのでしょぅか。 
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み 


ワトリも 


の 

う 

ぞ 

内 

の 


られるものは糞、尿、汗などですが、糞や尿は排 
* 口、汗は汗腺から体外にだされます。 

水分の大部分はじん臓で尿にされ、尿は管をと 
おって、ぼうこうという袋にためられ、それから 
からだの外にだされます。ですから、一 
尿をださないはずはありませんが、紳士の立ち小 
便はしばしば目にしても、ニヮトリが排尿してい 
るのを見た人はないでしょう。 

それは、人やィヌなどでは、糞を体外にだす口 
と尿をだす口とは出口がちがっていますから、糞 
をすることも尿をすることもはっきりわかります 
が、 ニヮ トリでは出る口がおなじなので、はっき 
りわからないのです。 

鳥のからだは飛んだり運動したりするのにつご 
うよくできていますが、ぼうこうをもたないこと 

も、その一つです。ニワトリにはぼうこうがないから、じん臓でつくられた尿は、管をとおって、 
直接糞の出る口にいき、そこで糞といっしょにからだの外にだされます。尿はおもに尿酸というも. 
のからできているねばねばした液で、ニワトリの糞を見ると、表面に白いものがついていますが、 • 
あれは、おもに尿のかたまったものです。 



フ 
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このようなわけで、鳥の粪は、けものの糞とはちがって、糞と尿とのまじったものですから、二 
ゥトリを使って、餌料の栄養分がどれくらい消化されたかを調べることは困難です。 

% 

丨 f 

_ .• 4 

ネコの目はなぜ針のように 冬が近づいて寒くなってくると、ネコは、こたつの 上 か日なたで背を 
細くなるので」ょうか。 丸くして、うつらうつらしています。寝るのを好むので、ねるのネと好 

むのコからネコという名がついたともいわれていますが、祖先が熱帯地 
方の産だけに、寒いのはにが手です。しかし、ぐっすり眠りこけているわけではなく、耳に全神経 
が集中されていますから、かさと音でもしようものなら、目をあけます。 

ほかの動物の目は顔の両がわについているのに、ネコの目は、人やサルとおなじように、顔の真正 

面についていますから、ネコには 

孔}獲物が立体的によく見え、また明 
鋪 g るいところでは瞳孔を細くし、暗 

ir いところでは瞳孔を大きくして、 

ti どこででもよく見えるようなしく 
&抑みになっています。もちろん、 
明暗によって瞳孔の大きさが変化 

のするのは、ネコにかぎったことで 
ネはなく、人間の目も明るいところ 
では瞳孔の大きさがちぢんで小さ 
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くなりますが、しかし、ネコの目にはおよびません。ネコの瞳孔は大きさばかりか、形も変わり、 

まっ暗いところではほとんどまん丸に開き、うす暗いところでは縦長のだ円形にちぢみ、明るいと 
ころでは針のようになります。それで、むかしの人は「六つ丸く、 五七 卵に、四つ八つは、柿の 
種なり、九つは針」といって、ネコの目の大きさを見れば、およその時刻がわかるといいました。 
しかも光の強さに応じてす ば やく 変化す るので、「ネコの目のように変わる」などと、たとえにま 
でもされています。 

ネコの瞳孔の形は、人間のそれとはちがって、縦のレンズ形をしています。このような形の瞳孔 
をもったものには、ほかにキッネがあり、ラィオン、トラ、ヒョゥなどはネコの近縁ですが、瞳孔 
は円形です。ネコが目を針のように細くすることができるのは、瞳孔の形が縦のレンズ形だからで 
すが、ネコの目がそのような形になっているのは、草むらなどに身をかくし、草の間から獲物をね 206 
らうのにはつごうがよいわけです。草やぶのなかのすき間は縦に長くてせまいから、そのすき間か 
らのぞくのに は、 瞳孔が縦形である ほうが、 頭を上げ下げしないでもすむと考えられます。 

ネコの目は暗いところでど レオナルド•ダ•ビンチがモナ•リザを描いた ときには、 種々の技巧 
うして光るのでしょう か。 をこらしたそうです が、 目を描く ときには、 ペルシャ ネコの 目の色を参 

考にしたと聞きます。白色の毛の長いペルシャネコのなかには、ときに 
左右の眼の色が一方は青く、他方はみどり色のものがあります。日本ではこれを「金銀のネコ」と 
よんでいますが、モナ•リザの目はこれに擬して描いたということです。 

ネコの目は暗いところで光る目の代表になっていますが、夜のくらやみを利用して獲物をあさる 


動物はたいていこのような眼をもっています。動物園の夜は、ライオンやヒョウが目を光らして無 
気味ですが、トラ退治に行ってきた人の話によると、くらやみのなかのトラの眼は、自動車のへッ 
ドライトのように光るといいます。 

ところで、何かが見えるのは、そのものが光を発しているか、または他からの光を反射している 
か、 そのどちらかの場合です。太陽や電灯は自ら光を発しているから見えるのです が、わたしたち 
の周辺にある机や器物など、ふつうの物は自らは光を放ちません が、 昼光や電灯の光を 反射して い 
るから見えるのです。 

夜行性の動物の目が光るとはいっても、それは目から発光しているわけでは なく、 他からの光を 
反射して光っているのです。ですから、あたる光の種類によって、光る度合も色もちがいます。真 
.の暗夜には、ネコの目といえ ども 光りません0 

イヌやネコの目が、かすかな光さえあれば、暗いところででも光るのは、眼の底に 夕ぺーツムと 
いう光の反射板があって、そこで光を反射するからです。それで、わたしたちの目には、目が光つ 
ているように見えるのです。どんなこわい人の目で も、 人間の目には 夕ぺー ツムがないから光り ま 
せん。また、くらやみのなかのネコの目の色が、ときによって、桃色、みどり色、黄色、青 fe な 
ど、さまざまに見えるのは、光のあたる角度がちがうからです0 


ネ n はどうして顔をあらう 
のでしようか。 


ィヌは男らしい が、ネコは 性質が女らしいから お 化粧するの だろうと 
いう 人もいますが、それは ネコを 人間と おなじ ものの ように 見すぎた考 
えかたです。顔をこするのはきれい好きだからにはちがいありません 
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，か、 それは、顔にはえているひげのよごれをとっているのだろうと思います。顔のひげは、ほかの 
けものにもあります が、 ネコやネズ ミの ひげは、とくに長くのびています。それで、ネズミもよく 
顔をこすります。 

むかしから、ネコはひげを切るとネズミをつかまえなくなってしまうといいますが、ひげはネコ 
にとってはたいせつなものです。暗い夜でも穴をもぐって通れるのは、ひげでさぐって通るからで 
す。ネコのひげは、くちもと、眼の上、ほほ、下あごなどに生えていて、これを上下左右にひろげる 
と、 まるい形になります。それはネコがからだをのばしてくぐれる大きさです。ふつうの毛が長く 
.なったもののように見えますが、そうではなく、はえかたもわたしたちの毛とはちがっています。 
わたしたちの毛も、誰かがさわるとさわったのがわかりますが、それは毛が皮膚にはえていて、毛 
.が動く と、 毛のねもとの皮膚がうごき、それをそこにきている神経が感じるからです。ところが、 
ネコの感じかたは人間とは比較にならぬほど鋭敏です。ネコの毛は、触毛といって、トラのひげと 
.おなじで、先端に何かちよつとさわっても、ねもとが よく 動き、動くとすぐ神経にさわるので、ピ 
ンと感じます。ネコはせまいところを通るとき、ひげがちよつとでもさわると、それと同時に、耳 
‘かうしろにたおれますが、もう通る準備ができたのです。こんなによく感じるひげなので、ごみが 
ついて感じがにぶくなつてはこまるので、ネコはときどき顔をこすってよごれをとるのでし よう。 


ネ n はどうして 魚が好きな 
のでしようか。 


ネコにかつおぶし、キンギョにボゥ フラ、キ ツネにあずき 飯、 ぬす人 
に倉の番など は、 どれも、好物をそばにおいては油断がならないことの 
たとえです。 
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ネコの先祖についてはいろいろな説がありますが、たぶんアフリヵから南ョーロッパやインドに 
かけて住んでいた、野生のものを飼いならしたものでしょう。 

ネコがネズミをとるのを見る と、 じっと同じところにうずくまっていて、出てくるのを何 寺 間で 
も根気よく待っています。それで、エジプト人たちは、ネコを穀物倉の番をする ように 仕込み まし 
た。それまでは、ネズミを退治するのには イタ チが使われていましたが、それからは「ネコさえい 
なけりゃネズミの世盛り」 と、 うたわれるまでになりました。 

ネコが魚好きなのは、飼いならされるとき、魚をあたえられて、何代 も 何代 も 飼われてきたため 
もあるでしょうが、いちばんおもなわけは、先祖からうけついできた、生まれつきの性質で しょ 
う。今でもビルマやエジプトには、池や沼にとびこんで魚をつかまえるネコがいますが、飼いネコ 
が池のキンギョをつかまえるの も、 むかしからもっている性質のあらわれでしょう。 

では、ネコのいちばん好きなものは何でしょうか。それは、マ タタ ビでしょう 。「ネコに マ タタ 
ビ」という言葉があるくらいで、ネコの仲間の トラ や ライオンも、 マ タタ ビを食べる と、 まるでよ 
っばらったようになって、百獣の王の威厳も何もあったものではありません。 

ネ n はなぜ手でごはんを食 動物の四本の 足は、 もともと運動用のものです が、 しかし前足と後足 
ベないのでしようか。 をくらべてみると、まった く 同じ形をしているわけではありません 。そ 

のちがいは動物の種類によってさまざまです が、 前足が、運動のほか 
に、 べつの仕事もできるようになっている動物もいます。前足のする運動以外の仕事といえば、食 
物を とること、 身を守る こと、 巣を つくることな どですが、そのような ことに 使って いるう >っ こ、 
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だんだん前足が発達し、ついに運動は後足だけにまかせて、前足はそれをまったくしなくなったの 
が人間です。 

動物のなかで前足と後足があまりちがわないのは、トヵゲやヤモリの類で、けものになる と、 か 
なりちがってきます。 

ネコの足もちがっているほうで、ネコはからだを後足で支えてすわることができますから、前足 
をかなり自由に使うことができます。まねくようなかっこうをしたり、顔を洗うようなしぐさので 
きるのはそのためです。それで、ネコの前足のことをふつう「ネコの手」とよんでいます。 

ネコの手の親ゆびには、太くて強い爪があるので、獲物をしっかりおさえつけることができま 
す。また、手が前後左右にかなり自由に動かせるようにできているので、容易に木のぼりができま 
す。しかし、手で物をつかむことはできません。ネズミはかなりうまくやりますが、つかんだ食物 
を口まで運ぶことが巧みにできるのはサルの類だけです。 

チンパンジーやゴリラの手は、まるで人間の手のようにはたらきますから、ごはんを口に運ぶと 
きに も、 かゆいところをかくときに も、 手を使いますが、それでも危険がせまる と、 四本の足で逃 
げ去ります。 

人間の手では、五本の指が一本一本みなそれぞれの役目をはたし、そのうえ、五本協同でも仕事 
をし、片手で間にあわなければ、両手を使って、どんな仕事でもかたづけます。人間の知能が他の 
動物より群を抜いてすぐれているのは、二本の足で立って歩くようになったからだといわれていま 
すが、ほかのけものでは、前足と後足とはちがうといっても、二本の足で立つことが曲芸としても 
て^やされるくらいで、前足はいまも重要な運動器官です。 
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はん%少ぅ 

ネコの手もその範疇を脱することはできませんから、茶わんや箸をもつことなどは不可能です。 
人は、忙しいときには、ネコの手もかりたいなどといいます が、 ネコの手では、ネズミを倒した 
り、 顔をこすったり、人をまねくかっこうをするくらいがせいぜいで、それ以上のことを期待して 
も、それは無理です。 


ノウサギはなぜ冬になると 因幡のシロウサギの話は有名です が、 この話の主人公のシロウサギ 
白くなるのでし ょうか。は、 わたしたちのよく知ってい^目の赤い カイ ウサギで はなく、ノウ サ 

ギです。 

ノウサギは、目が茶色で耳の先がすこし黒い野生の山ウサギです。山や野原の草地のくぼみに草 
をしいて巣をつくり、おもに夜出て若芽や木の皮などを食べます。山に木を植えると、かたっばし 
からかじるし、冬になるとやたらに木をかみちらすので、森林にとってはたいへんな口をおよぼし 
ます。その損害は毎年五億円をこえるといいます。夏は毛の色が褐色ですが、寒い地方では、 冬に 
なるとまっ白にかわります。 

しかし、これはそんなにめずらしいことでもな く、 オコジョ 、イイ ズナ 、ホ ッキョクギ ツネ、 ヒ 
部シベリアのリスな ども、 冬になると毛が白くなります。これは、からだを守るための保護色 だと 
いう人もいますが、長野県あたりに行く と、 おなじ雪野原に白い ノウ サギも褐色の ノウ サギもいる 
ことがありますから、保護色の効果がはたして どれく らい ある ものかは、はっきりわかりません。 
トラやヒョウの模様もよく保護色の例にひっぱりだされますが、雪におおわれる 北朝鮮 や満州の 卜 
ラも、インドのトラとおなじような縞模様をもって平気で暮らしています。ですから、寧、地方の 


いなば 
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ノウ サギが冬になると白くなるの も、 保護色だなどときめてしまうわけにはいかないでしょう。 

ある学者の実験によると、ィエウサギを、温度を 低く して飼う と、 鼻の先や耳の先だけが黒く 
て、 あとはまっ白になるといいます。ノウサギの毛が白くなるの も、 このようなことに関係がある 
らしく、 冬になると白くなるの も、 毛がぬけかわるのではなくて、夏毛の色がなくなって白くな 
り、 そこに白い下毛がはえてくるので白く見えるのだといわれています。動物の衣がえという問題 
にも、 まだ解けないなぞがたくさんあります。 

ノミ はなぜはねるのでし よ わたしたちの知っている ノミは、ヒトやィヌ、 ネコなどに つく ノ ミで 
うか。 すが、 いろいろなけもの や 鳥に も、 それぞれの種類の ノミが ついていま 

すから、これらを全部あわせる と、 ノ ミの 種類は八百にも達します。ほ 
かのこん虫とちがって、どれにもはねがなく、からだも小さいので、下等な虫の ように 思われやす 
いのです が、 こん虫のなかでは高等のほうです。 

近年、農薬の発達にともない、こん虫の数はたいへん減りましたが、ノミが相かわらずのさばっ 
ているのは、寄生生活をしているからでしょう。ノミのからだは左右からおしつぶされたような形 
をしていて、宿主の毛の間をすりぬけるのに便利であるし、また、口は管状で宿主の血を吸うのに 
適しています。 力は、 血を吸うのはめすにかぎられていますが、ノミは雌雄とも血を吸い、捕える 
のも 力より ずっと困難です。 

ノミが たくみにはねるのは、足がよく発達しているからです が、とくに 後足は太くて 長く、 足の 
根もとや、 ももががっしりしてパる うえに、 すねには長いとげがはえていてスプリングの役目をし 
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ヒトノミ 


ています。 


「ノミの夫婦」といわれているよぅに、おす i 
めすよりずっとからだが小さいが、その小さいお 

蓼 I 


トノ 


すでも、ずいぶん跳びます。体長ニ ミリの ヒ 
ミの記録は、幅跳び三十ニ センチ、高さ 九 センチ 

メートルです。 

これにくらべると、人間の記録は貧弱で、 走り 
幅©の世界記録も九メ ー トルには達せず、 走り高 
® も 三メー トルにはおよびません 。もし 人間がノ 
ミと同じわりあいで跳べるものなら、幅跳びで よ 
三百二十メートル、高跳では九十メートル跳べな 
ければならないことになります。 ノミ がいかこ跳 
躍の名手であるか、わかる という ものです。 

がはねるのは、危急の場合に危険から逃げ 
るためで、これははねを失なつたノミにあたえら 
れた特性です。ある学者は、ノミね ^ y がった 
とき、百八十度宙返りしてお尻を前のほうに むけ 
て跳ぶので、ちょうど流線型に なると 報告してい 
ますが、流体力学応用のこんなはなれわざをする 


ノミ 
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のです から、 われわれが「のみ とりまなこ」 で追い かけても、なかなか 捕えられない わけです。 

ハエはなぜ手や足をこする ハエが とまっているところを 見て いると、 前足をあわせておがむよう 
のでしょう か。 なかっこうをしたり、 後足ではねを こすったりします。 江戸の頃の 俳人 

として知られたぃ一っ於は、それを" やれ 打つなはえが手をする足をする"と 
句にしました が、 iBIJ 足をこする さまが、 flig をよってい るよう なかっこうなので、それで虫へんに綢 
の字の つくりを つけて「蠅」 という 字をつくったのだそうです。 

ハエほど人間と 密接な関係を もった 虫は なく、ハニのいない 家は ないでしょう。 いかに清潔に贺 
をくばっても、外から 飛んで くるのだから、どうしようもありません。 

ハエが伝染病などの悪い病気のなかだちをすることはよく知られていますが 、一び きのハエカカ 
らだにつけているバイキンの数は、多いものでは七百24 し、 腹中にはなおその何倍かのバイ 
キンを もっています。 米 西攀で戦死した ァメリカ 兵士のう ち、 実際にスペイン人の，弾丸に倒れた 
の—分の 一で、四 分の三はハエによってもたらされた病気のために死んだのだとい います。 繁殖 
力いさかんで、春先の一びきのハエは、もし天敵や人間にたおされなければ、夏 I りまでに— 
一 五五兆三九二〇億ひきにもふえる と、 ある学者はいっています。 

飛んできた ハエは、 食物に とまると 前足で ちょっとさわってから、 口をだします が、 これは前足 
の i に味を しる 器官があるからです。 しかも、 この味覚は人間とは比較にならないほど鋭く、ほん 
ものの砂糖とサッカリンな ど、 みごとに区別し ます。 V 
また、ハ 14 戈 天井にさかさに とまったり、はげ 頭に とまること もできます が、 これは足の先の Jr 


214 



の間にとくべつのしくみがあって、そこから 
りけのある液をだしているからです。毛がいっ丈 
いはえているぅえに、ねばりけのある液をだすの 

• V • 、 / n % ^ ^ 4 


で、こん虫学者は、 


エはフヱルトの裏にゴムの 


りをつけたょうな靴をはいているな どと、 たとえ 
ています。これにごみがついたり乾いたりする 
と、せっかくの機能がじゅうぶんにいかされなく 
なるので、ハニは足をこすってごみを おとし、 つ 
ばをつけていつもしめらせています。手足をこす 
るのはそのためです。 

なお、ハエの天敵のなかには、複眼につく ァォ 
ヵビのょうなバィキンが あります。複眼の 小さな 
眼の間にひろがって、ついにはハユをたおしてし 
まいますが、このバィキンがつくと、ハエは頭を 
ねじまげて、前足でさかんに顔をこすります。 


/\ H はどうして便所に R ん 
できて卵を産むのでしよう 

か。 


ハエの多いのは文明 

国の恥です。中国を旅 
行してきた人の話で 
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ことになり、その結果、自衛隊、消防庁、海上保安部等まで出動して 

「夢の ft 一 こ火をつけ、焼き打ちの挙にでました。 ， ノ：賽見 

は、 「ウジがわく」などといいました が、 これは、」の繁殖のものすを 


帯をお 
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したことばです。ところが、文化生活を誇っている現代人は、ごみを山の ように 積みっぱなしで、 
そこにハエが繁殖することを忘れ、 また、 陸つづきではないから大丈夫 だと、 ハエにはねのあるこ 
とを忘れていたというわけです。 

東南アジアを旅行してきた人の話に よると、 食膳にむらがるハエを追ったら、「そんなに気にし 
なさるな、ハエの食べる量など知れたものだから」とたしなめられたそうですが、むかし、中国で 
は、食物にハエのつくのは料理がおいしいからだ、と達観していました。料理の上にハエがいな 
いと、ハニも近よらぬほどまずいなどといったものですが、この伝染病の媒介王に親しまれたので 
丈たまりません。 

ハエは、料理のうまいまずいにかかわりな く、 食物のあるところにはかならず寄ってきます。ハ 
エの仲間のなかには、花の蜜を吸っているような風雅なものもいますが、人や、けものの血を吸う 
ものなどもあり、ふつう、家にいるィエバエも、くさりかけた肉や、けものの糞などを好んで食 
ベます0 

食物の存在が、どうしてハエにわかるのかといいます と、 それは眼がよく発達していて、 よく 物 
を見ることができるからです が、 また目のとどかぬ遠い所からでもそれを知ることができるのは、 
においをかぐはたらきが強いからです。 

ハエの頭には触角が二本あり、それは短かいものですが、触角のもとの部分にはにおいをかぐし 
くみがあって、そこでにおいを知ります。そして、くさった肉や糞などを好んで食べるハエは、花 
の蜜だけを吸っているものよりも嗅覚が鋭敏です。 
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ハクチョウ(白鳥)はなぜ ハクチョウは伝説に富んだ鳥で、白く、大きく、美しい姿をしていま 
白いのでし ようか。 す。日本には、冬、シベリア方面から渡ってきます。むかしは東京湾あ 

たりにも来たそうです が、 今では数 力 所にわずかのものが渡来す る だけ 
で、 何十羽もの集団が くると ころは天然記念物に指定され ています。 

狩狐はもちろん禁じられていますが、肉を食用に し、 羽毛を羽ぶとんにしようとたくらんだ人た 
ちによって、魚や貝をとる害鳥の汚名をきせられ、あやうく禁狐を解かれそうになったことも あり 
ました0 

そのときには、学者たちの努力に よって、 ハクチョウが アマモ、 スギナ、 ガマ、ト クサなど水辺 
の植物しか食べないことが証明されたので、 あやうく 難をまぬがれましたが、しかし、心なき人は 
いつでも、どこにでもいるので、皇居のお濠にいても安全とはいえません。1 C の娜(神奈川県)のハ 
クチョウは無法者に食べられました し、 栃木県では狩狐監視員に擊ち殺されたハクチョウも ありま 
した。まことに「ハクチョウは悲しからずや」です。 

ところで、ハクチョウが白いのは、羽が白いからですが、鳥には、これと対照的に、目のさめる 
ようなあざやかな色彩のものもあります。鳥の羽の色彩は、羽にふくまれている色素と羽の枝にあ 
ってプリズムのようなはたらきをする小空胞が原因になっています。色素からでる色は、どの方向 
から見てもおなじに見えるわけですが、それが見る角度によってちがって見えるのは、小空胞があ 
るためです Q 

色素のなかで、いちばんふつうにあるのはメラニンで、これは黑、黒褐色、灰色、褐色などの色 
をあらわしますが、このほかにも 赤、黄、 緑などをあらわすいろいろな色素がふくまれています。 
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羽をひろげるハクチョウ 


また、青い色は、おもに小 空胞に光線が反射す るた 
めにでる色です。 

ハクチョゥの羽が白いのは、白い色素があるわけ 
ではありません。ハクチョゥの羽には色素がなく、 
そのうえ、小空胞にも光を反射するしくみがないの 
で白いのです。 

クジャクは あでやかな羽で有名な鳥です が、シロ 
クジャ クが白 いのも、 羽の色素を失なっているから 
です。 

ハトが飛ぶとハタハタ 
いうので、それがつまっ 
てハトという名がついた 
のだそうです が、 ハトは 
平和を象徴する鳥として人に好かれ、むかしから神 
社やお寺に飼われています。また「ハトに三枝の礼 
あり」といって、子バトは親パトより三つ下の枝に 
とまるとつたえられ、礼儀の正しい鳥の代表になつ 
ています 。しかし、 じつさいに飼つてみ ると、 なか 


ハトは子を乳てそたてると 
いいます が、 ほんとぅでし 
ようか。 
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なか活発で、頭をつっつきあって坊主になったり、親より上の枝に とまったり します。 

ハトは、人間が飼いはじめてから何千年にもなるので、今では種類も多く、世界じゅうにひろま 
っていますが、そのなかでタンブラーという種類は宙返り、横転、逆転、木の葉がえしなどさまざ 
まの芸をするので、空中の軽業師とよばれています。東京日比谷公園では、ハトがふえすぎて、そ 
のしまつに困っていますが、年に数回繁殖しても、一回に卵を二つしか産みませんから、そまつに 
扱うとすぐ減ってしまいます。むかし アメリヵでは、 旅行パトが空を おおう ほど飛んだそうですが、 
めちゃくちゃにとったので、今はいなくなってしまいました。ハトのおすはたいへんな恐妻家で、め 
すと交代して卵をあたためます。二つの卵からは、ふつう、おす、めす一羽ずつ生まれてきます。 

ところで、日本にいる鳥で植物質の食物をいちばん多くとるのはハトです。まれには小さい虫を 
t ベることもありますが、だいたい一年じゅう植物質のものばかり食べています。これは鳥として 
はちょっと珍らしいことです。それで、ハトがヒナに餌をあたえるときには、ほかの鳥のように簡 
単にはいきません。 

ほかの鳥のヒナは、栄養に富んだ虫などを食べていますから、消化もしやすいのですが、ハトは 
堅い木の実や榖物を食べていますから、そのままひなにあたえるわけにはいきません。それで、親 
、、ハ トがいちど木の実や穀物をのみこんで、食道の途中にある袋の中で乳のようなどろどろした消化 
しやすいものに変えたのち、口から吐いてひなの口に注いでやるのです。ふつう、これをハトの乳 
とよんでいますが、人間の乳とはまるでちがったものです。 

このように、ハトはのんだものを思うように吐きだせるので、医学者はハトを飼って、「酒を飲 
めばなぜ人間は吐くのか」というような研究をしています0 
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ヒクイドリ(火嗅い鳥)は ヒクイドリは、いかもの食いの代表のようにいわれています。 

どうして石炭の燃えがらや ヒ クイ ドリが日本にはじめて渡ってきたのは、およそ今から三百年前 
石を食べるのでし ょうか。 の一六六三年だとい われて いますが、そのころの記録には、鉄石、 瓦、 

火炭などを食い、そのまま糞にだすなどと書いてあります。明治の初め 
のころまで見世物にされていました が、 興行師はいつも「火喰鳥」であることを看板にしていました0 

しかし、なかには「火を食 
うこと能わず、梅の大きさ 
なる石あるいは鉄を食う」 
などと、やや正しい記録を 
残している人もいます。 

ヒクイドリ i ニューギニ 





ク 


ヒ ア 、オースト ラリア北部に 

住む鳥です。翼が退化して 




ルいるので飛ぶことはできま 


0 


ばせんが、 後足が がんじょう 


気 


で、 時速 四、 五十 キロのは 
やさで走ります。 

動物園の ヒクィドリは 運 
動場の鉄柵の直径ーセンチ 


221 









もある鉄棒を、足でけって「く」の字形にまげてしまいます。爪が短剣状になっているものも あり、 
こんなのにけられたら、 ■: へんにからだが裂けてしまいます。密林の中にいて、水辺に よく あらわ 
れ、走ったり、跳んだり、水を渡ったりします。川のまん中でじっとしていると、小さな魚が、毛 
のような羽毛の間に頭をつっこんで遊ぶので、頃合いをみて、さっと岸へおどりあがり、羽毛の間 
から落ちる魚を食べると、アメリヵの探検家が語っていますが、植物性のものを食べる鳥ですか 
ら、動物園では、サッマィモ、卵、リンゴ、バナナ、パンなどをあたえています。 

原産地では、おもに地上に落ちている果実をついばんでいますが、こん虫や甲殼類などの動物質 
も食べます。 まっ 赤に焼けた炭火などは食べられるはずがありませんが、そのようなことをいわれ 
るようになった のは、 のどの赤い肉たれが火を飲んだように見えるからかもしれません。もっとも 
石炭の燃えがらや ブリキ、 釘、石ころなどを食べることはあり、サンゴの首かざりを食べられてし 
まった婦人もいます。ヒクィ ドリが 異物を食べるのは、食物として t べるのでは なく、 これを胃の 
砂囊の中にたくわえて、未消化の物をくだくのに役立てるためでしょう。 

ほかの鳥とちがって、めすがおすより美しいので有名です が、 そのすました顔を正面から見れ 
ば、 グロテスクというほかありません。 

ヒトデの口はどこにあるの ヒトデの口は腕のまん中へんにあります。ヒトデの腕には、腸やエラ 
でしよう か。 や卵のできる部分もおさめられているし、目もあります。 

ヒトデは、海にだけ住んでいて、まるで絵に書いた星のような形をし 
ているので、漢字では海星と書きます。人の手に指が五本あるよう に、 腕が五本あるので、ヒトデ 
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とよぶのでしょうが、その仲間には、腕が十本以上あるものもあります。ヤッデヒトデは、その名 
のとおり腕が八本です。しかし、つかまえてみると、腕が五、六本しかないものもあれば、十本も 
十一本もあるものもあります。腕の少ないのは折れてとれたのです。多いのは、とれた腕がもとの 
ようにはえてくるとき、まちがってよけいに出てきたのです。腕にはいぼがたくさんついていて、 
いろいろなはたらきをします。 

ヤッ デヒトデは、たいていは肉食で、ハマ グリ、アサリ、 ヵキなどの二枚貝が好きです。二枚貝 
はふつう砂の中にもぐっていますが、貝が水を出し入れするところはすこしく♦ほんでいますから、 
ヒトデは砂の上をはって歩いて、いぼでそれを見つけて、からのはしに吸いつき、砂の上にひっぱ 
りだします。それから根気よくからを開こうとします。初めのうちはなかなか開きませんが、三十 
分もすると開くようになります。そうすると、ヒトデは腕のまんなかにある口から、胃をからだの 
外にだして、風船のようにふくらまして貝の肉をつつんでしまいます。消化してしまうと、また胃 
をからだの中におさめてしまいます。 

貝を養殖している人たちは、なんとかしてヒトデを退治しようと一生けんめいですが、今のとこ 
ろ、網でひいてとるよりほかに方法はありません。ヒトデをつかまえて、腕をもぎとって海にすて 
たら、前よりもふえて困ったことがありますが、それは切れたところがまたはえてくるからです。 

ヒバリの名は「日晴れ」からきたのだそうですが、ヒバリは日本じゆう 
ほとんどどこにでもいる鳥で、野の開けたところなら、春から夏のおわ 
りころまで、天気のよい日はほとんど一日じゆう鳴きつづけてハます。 


ヒバリはどぅして空高くさ 
えずるのでしょぅか。 


223 


わたしは、子供のころ射撃場の原っぱに毎日ヒバリをとらえにいきました。ヒバリは、空からお 
りてくるときには、けっして巣のそばにおりませんが、飛び立つときには巣から直接飛び立つと聞 
いたので、一生けんめいに見張りましたが、ついに一羽もつかまえることはできませんでした。し 
かし、何年もつづけてかよったのは、ほんとうはヒバリの声を聞くのが楽しかったからでしょう。 
ヒバリの鳴き声は空高くあがっていくときと、空にとどまって鳴いているときと、おりてくるとき 
では、それぞれ鳴きかたがちがいます。それで、鳴き声を聞くと、目をつぶっていても、のぼって 
いくときなのか、おりてくるときなのかがわかります。たとえば、チーチブ、チーチブとかチーチ 
ビ、チーチビなどと鳴くときは、かならずのぼっていくときです。 

鳥の鳴き声にはいろいろ種類があって、仲間に何か知らせるときの鳴きかたもあれば、おすがめ 
すに話しかけるときの鳴きかたもありますが、ヒバリが空高く飛びながら高らかに鳴くのは、自分 
のなわばりを仲間に知らせるためだといわれています。 

自分の巣のあるところの上に飛びあがり、そのまわりの区域が自分のなわばりであることを仲間 
に知らせるのですが、広い空のことですから、どこからどこまでと、はっきりきめるわけにはいき 
ません。それで、ほかのヒバリがくると、けんかがはじまり、その結果、はじめておよその区域が 
きまるわけです。学者の調べたものによると、あがる高さはだいたい百メートルくらいで、空にと 
どまる時間も、「揚げヒバリ」の競技会では十五分などという記録もありますが、ふつうは七、八 
分間のようです。 

ヒバリの鳴き声は、美しいとはいえないかもしれませんが、これほどのどかな気持ちのよい鳴き 
声はないでしょう。それだけに、外国にいってヒバリの丸焼きをごちそうにだされたときには、と 
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カレイの成魚 


て も食べる気がしませんでした。 

ヒラメとカレイはどうちが むかしから左 ヒラメ、 右 
うのでしよう か。 カレイといいます。からだ 

の左がわに目があるのはヒ 
ラメ、 右がわに目のあるのはカレイだというのです。 

ある画家が、カレイのつもりで絵をかいたところが、 
投書が きて、 「あれはヒラメの絵 だ、 まちがっている 
ぞ」といって叱られました。画家は実物を見てかいた 
のだからまちがうはずはないと思いました が、 叱られ 
たので、しょげてしまいました。 

では、左とはどっちのことで しょうか。 右とはどっ 
ちのことで しょうか。 

伝説によると、ヒラメはもとはふつうの魚とおなじ 
形をしていたのに、それが右と左の二つにさかれたの 
で、あんな形になり、外がわのほうは黒くて目がある 
のに、内がわは白くて目がないのだそうです。海の中 
をひらひら泳ぐのは、さかれた半分をさがしているの 
だということです。 
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ヒラメやカレイの左右のきめかたは、頭を向こうむきにし、尾を自分のほうにむけ、内臓のある 
ほうを下にむけてきめます。つまり、左がわに目があればヒラメ、右がわに目があればカレイとい 
うわけです。 

ところが、カレイといっても、左がわに目のあるものもあります。また台湾や南洋方面に多い夕 
イヮンヒラメは、目が右がわにあったり、左がわにあったりします。ですから、それだけできめる 
わけにはいきません。 

では、どこで区別するのでしょうか。およその区別は口のさけかたでします。ヒラメの口は大き 
くてななめにさけていますが、カレイの口はおちょぼ口です。 

日本には五十種 あまりのヒラメやカレイがいますが、 おなじ ものを、 所に よってヒラメとよんだ 
り、カレイとよんだりしていて、大きなちがいはありません。「すべてカレイだといってもよい」 
といっている 学者 もいるくらいです。 

ヒラメの親は二つの目が片がわについています が、 卵からかえったば 
かりの子は、フナやコイとおなじように、目も鼻も口もちゃんと両がわ 
についています。それが生まれてしばらくたつと、からだが変わりはじ 
めます。 まず、 からだが背と腹のほうにのびてひらべったくなります。 
そのために、 コイやフナのようにまっすぐになっていることができないで、一方を下にして横にな 

ります0 

からだが十センチくらいになったころから、下のほうの目がだんだん上のほうにうつりはじめま 


ヒラメの目はどぅしてなら 
んでついているのでしょぅ 

か。 
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2 


3 


4 


ヒラメの目が移動していくじゅんじょ 


す。あたまの骨も少しずつ変わっていき、それにつれて、下がわの骨は 
上がわの骨よりも大きくなります ので、 頭の骨がねじれていって、から 
だが二十センチくらいになる と、 目はまったく反対がわにうつってしま 
います。そして、今まではふつうの魚のように縦になって泳いでいたも 
のが、 海の底に横になります。目がひっこすにつれ て、 その近くにある 
鼻のあなも 口も、 おつきあいをするようになり、場所を変えていきます。 

また、 コィ やフナなどは、背びれと腹びれの形や大きさがちがってい 
ますが、ヒラメでは、横になって泳ぐのにつごうのよいよう に、 背びれ 
と腹びれがだいたい大きさも形もおなじくらいまでになっています。ヒ 
ラメがしずかに砂の上に休んでいるときには、いつも白いがわを下にし 
て、砂の色に似た青黒いほうを上にしています。目はすこしでっぱって 
いるうえに、かなりよく動かすことができます。目が出ているうえに動 
くのですから、からだは砂の中にかくれていても、広い場所を見ること 
ができて、泳いでいる魚などの三倍も四倍もの広さの場所を見ることが 
できます。これは動かず、じっとしていても、食物にする小さな動物を 
見つけるのに役立ちます。 

ヒラメの目が一方にうつったのは、ヒラメが海の底に住んでいるのに 
つごうのよいよう に、 長い間に、だんだん変わっていったものと思われ 

ます。 
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フカはほんとうに人を食べ フカはまたサメともいいます。フカというのは、おもに 関西 地方での 
るでしょう 力。 呼び名で、 関東地方では サメとよんでいます。いっぱんには、サメ類の 

なかで大きいものをフカといいます が、 それ も、 いちがいには いえ ませ 
ん。ジンべィザメは長さが 十メー トル、重さが四トン半 も あるのにサメといい、 ラブ カは長さが一 
メー トルく らいしかないのに、フカという名がついています。サメとフカには、はっきりした区別 
がな く、 中華料理に使うフカのひれは、サメ類のひれをほしたものです。また、山陰地方で ヮニと 
いうのはサメのことで、因* : のシロゥサギの話のなかにでて くるヮニは、 サメの こと だといわれて 

います。サメはこの物語でもわかるように、性質が荒らく、海水浴の客や潜水夫をおそって食い殺 
すことがあります。それで、オーストラリアの海水浴場では、鉄条網を張ってサメの入るのをふせ 
いでいます。 

サメのからだは細長くて、 表面が やすりのようにざらざらしていますが、これはうろこが小さく 
て、かたくて、皮膚の上にとがって出ているからです。サメの皮を乾かしたものは、サンドぺーパ 
—の かわりに使えます。また、口には 鋭い歯が たくさんあります。 

サメは ほとんど 世界 じゅうどこの 海に も住んでいて、日本の 近海に も 八十 種くらいいます。 
おとなしい 種類 もないではありませんが、クジラをおそうようなものもあります。日本の近海 こ 
いる人食いザメの代表は7オザメ で、 毎年、何人 かが 人食いザメの犠牲になります。数年前、四国 
で 水泳中の少年がおそわれた ことがあり、その翌日、 近くで捕えた アオザメの 腹を さいたら、 少年 
の 足が出て きたことがありました。また 伊豆半島の 沖では、 網の 中に 魚を 追い こむ ために泳いで い. 
た漁師が、サメに嚼みつかれて、海の中に引きずりこまれたこともありました。サメよ海の ギャ y 
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ダですから、人間に恐れられているばかりでなく、ほかの魚 も、 サメを見ると気が狂った ように 逃 
げまわります。いつぞや、マグロの大群がサメに追われてきて、思いがけなくたくさんとれたこと 
がありました。漁師たちは大喜びでそれを町に売りましたが、しばらくすると、そこらじゅうから、 
とてもまずくて食べられなかったという小言がきました。学者の調査に よると、 それはサメに追わ 
れて、あまりの恐ろしさから、マグロのからだの中にホルモンがたくさんできて、それが肉にしみ 
こんだためだったということです。 

ところで、人を食うサメを人が食べていることをごぞんじでしょうか。わたしたちが大好きなか 
まぼこの原料はサメです。 

フヴはどうしてからだをふ フグはほかの魚とはちがって、胃についているふくろに、水または空 
くらませるのでしようか。 気をいれて腹をふくらませることができます。それでフクの名ができ、 

それがフグに変わったのだといわれています。 

フグがふくらむのは、身を守るためにもっている習性です が、 ふくらむ ことにつ いては、敵にお 
そわれた とき 急にふくれて敵をおどかすためだと か、 空気を吸ってからだを軽くし腹を上にして浮 
かび、 風や流れにまかせて旅行するためだと か、 引き潮で海岸に残された とき、 呼吸の助けをする 
ために空気を吸うのだと か、 いろいろにいわれています。 

このうちでいちばん もっともらし いのは、敵から身を守るためにふくらむ という 考えかたです。 
なるほど、水中でからだをまりのようにふくらませれば、よほど大きな魚でも飲みこむわけにはい 
かないで しょう。 しかし、フグがからだをふくらませる のは、 水の中よりも空気中でのほうが多い 



ことから考える と、 からだをふくらませるのは绳 
から伝えられた性質ではあるが、今では、せっポ 
つまったときにだけあらわれるのだろうと察せら 
れます。 

フグの仲間のハリセンボンは、水中で水を吸っ 
てからだをふくらませると、とげが全部立ち、か 
らだをふくらませることととげとがいっしよこな 
って、みごとにからだを守りますが、これから見 
ると、からだをふくらませる習慣は、とげと関係 
があるように思われます。 

ふつうのフグ は、 ハリセンボンのようにはから 
だをふくらませることができないし、とげの数も 
少ない が、 しかし、子どものフグでは皮膚にある 
ざらざらの小さなとげがわりあいよく発達してい 
て、 からだもよくふくらみます。おそらくフグの 
祖先には とげがあっ々でしょう が、 それが だんだ 
ん退化して、 今では とげが少なくなり、したがっ 
て、 からだをふくらませる 習慣 もだんだんなくな 
ってきたのでしょう。 つまり、 フグのからだをふ 
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くらませる習慣は退化の途中にあるので、それで、水の中よりも空気中にだされたときの ような、 
せっぱつまっ たときに、 多くあらわれるものと考えられます。 

フクロウとミミズクとはおなじ仲間の鳥で、どちらも、昼間はうす暗 
い森の中にいます。ふつう ミミ ズクといっているものの多くは、頭の上 
に直立した羽毛をもっています。これをふつう耳とよんでいますが、も 
ちろん、ほんとうの耳とはなんの関係もありません0 

フクロウ やミミ ズクは、 夜になる と出てきて、ネズミ、 こん 虫、 は虫類などを食べるので、農業 
や林業の益鳥ですが、姿や声がかわっているので、気味わるがられています。それで、 フク ロウは 
生まれて 六十 日になると母を食べるな どと いわれ、 フクロウの 字に も、 鳥の首を木にかけた梟をあ 
て、 人の首を獄門にかけるのを梟首といいました。 

また、 ミミズクは暗黒凶兆の鳥として恐れられ、中国ではミミズクの鳴いた家からは死人がでる 
などといわれています。西洋に も、 ミミズクが窓から侵入して赤ちゃんの生血を吸うなどという迷 
信があります。魔法使いのお婆さんが ミミ ズクに姿をかえた話などもありますが、一面、知識や学 
者の象徴にもしています。 

容姿のなかでもっとも目立つのは顔で、頭が大きく、くびが短かく、くちばしは短かく鋭く、先 
が^?のようにまがり、まるくて大きい目は二つならんで前方をむいています。昼間はまぶしいの 
で、うす目をあけるか、または閉じていますが、ときにはウィンクをしているかのように、片目だ 
け M いてハることもあります。いっぱんに、鳥の目は夜になるときかなくなるので、鳥目という C 


フクロウやミミズクは、ど 
I つして昼間は目が見えない 
のでしょぅか。 
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とまり木におすましのフクロウ 


とばがあるくらいですが、フクロウやミミズクの 
目は、夜になるとょく見えます。 

目が色や光を感じるのは、網膜のはたらきで、、 
そこには二種の視細胞があります。一つは円錘体 
といって、おもに色を感ずるはたらきを し、 他の 
つは円取体といって、おもに明暗を感ずるは 
たらきをします。ふつぅの鳥の目には、円錘体だ 
けあって光の強弱を感ずる円柱体がないので、夕 
方になると光にたいする感じがわるくなります。 

ところが、フクロウやミミズクの目には、この反 

対に円柱体しかありません。それで夜でもよく見 
えますが、昼間はまぶしくて、白日のもとでは活 
動しにくいのです。 


プランクトンは何を食べて プランクトンとは、 
生きているのでしょぅか。 ひとくちにいえば、水 

の中にゴミのよぅにた 
だよっている生物で、それには植物性のものと動 
物 ft のものとがあります。そして、植物性のブラ 
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ンクトンは、陸上の植物とおなじように、水の中にふくまれている養分をとり、また二酸化炭素、 
日光などを使って養分をつくって育っています。これにたいして、動物性のプランクトンは植物性 
のプランクトンを餌にしています。 

白いへビがほんとうにいる このあいだ、東京のある会社のウインドーに白いへビが飾ってありま 
でしょう か。 した。それは、ョーロッパの航空会社が、わざわざ日本の人に見せよう 

として持ってきたものでした。説明に、白いへビは世界に一びきしかな 
いと書いてありました。ところが、日本には白いへビがたくさんいます。山口県の麻里布というと 
ころでは、天然記念物として保護されています。 

白いへビは、見た目にも、ふつうのへビのように気味がわるくないし、 性質 もおとなしく、人に 
害を加えるようなこともありません。それどころか、ネズミをとって食べるので、むかしから 土地 
の人たちにかわいがられています。なかには、弁天さまのお使いだといって、あがめている人もい 
るくらいです。 

白へビはァオダイショウの変わったもので、ウロコに色をもたなくなったへビです。アオダイシ 
ョウは黒みがかったうすいみどり色をしたへビですが、ながい間、日のあたらないところに住んで 
いるうちに、その卵から突然親に似ない白へビが生まれて、それからずっと白いのが生まれてくる 
ようになったのです。動物の毛や皮膚が黒や茶などの色をしているのは、メラニンという色素があ 
るからですが、もしメラニンがないか、あってもほんのちょっとしかないものは白子といって、白 
く見えるようになります。白へビにはその色素がないわけです。シロウサギやシロネズミの目は赤 




い色をしていますが、白へビの目も赤く見えます。それは目にもメラニンがないので、血の色がす 
けて見えるためです。 

白へビとは反対に、カラスへビといって、黒いへビがいます。カラスへビはシマへビが黒く変わ 
ったものです。また、台湾には、アオへビといって、みどり色の美しいへビがいます。アオへビは 
おそろしい毒をもったへビです。 

ペリカンの口はどうして 大 むかしの人は、ペリカンのことをガランチョウとよびました。 

きいので しょうか。 ペリカンはくちばしの形がかわっているので、世界じゅうどこの国の 

動物園にも飼われています。日本人がはじめてペリカンを見たのは、三 
百年くらい前のことで、それは渡りの途中、モンゴールや中国に行くものが道にまよってきたもの 
だろうといわれています。 

ペリカンのくちばしは、大きいばかりでなくて、下のくちばしは袋になっており、中には魚が二 
キロも入ります。ペリカンの袋は、魚をとるときには網のようなはたらきをします。飛んでいるべ 
リカンは、魚を見つけると、水中めがけてドタリととびこみ、魚をとらえますが、魚がたくさんい 
るときには、袋をスコップのように動かしてすくいます。水と魚で袋の中がいっぱいになると、口 
をとじて水だけ外にだします。そして、とった魚は一時、袋の中にためておきます。 

また、ペリカンの母鳥の袋は、ひなのえさ箱です。母鳥はつかまえた魚をくだいて、おかゆのよ 
うにして、それを袋にもどします。すると、ひなは袋に首をつっこんで、この餌を食べます。ひな 
は大きくなっても、母鳥がのみこんだ魚を食べようとして、袋の中に頭をつっこみます。あまり深 
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く 首をつっこむ ので、 頭がすっかりかくれて しまいます。 

こんなにたいせつなはたらきをする袋なので、ペリカンは袋を非常にたいせつにします。ペリカ 
ンが頭をうしろにあおむけにして、くちばしを大きく開き、袋を胸の上までひろげているのを見た 
ことはありませんか。これは、袋を干して空気を入れているのです。ペリカンの口が大きいのは、 
もともと大きかったうえに、このように口をよく使ったからでしょう。 

ペンギンはどうして病気に 烏の種類は八千数百槌もあり、亜種まで加えると二万九千種にもなり 
弱いのでしょうか。 ますが、ぺンギンくらいしゃれた.^^をした鳥はいません。前足が«?の 

i ような形になっているので、，鳥であるのに、飛ぶことはできず、陸上で 
はいつも直立しています。太ったからだをのせている後足は、からだのずっとうしろのほうについ 
ていて、短 かく、 歩く 姿は、 歩きはじめの人間の赤ん坊のよちよち歩きに似ていて、むしろ、けも 
のを思わせます。それで、コゥティペンギンのおすが、両足のゆびの上に卵をのせて、立ったまま 
で卵をあたためる話などを聞く と、 ペンギンは鳥なのかとおどろく人もいます。 

ペンギンのなかには、熱帯地方のガラパゴス群島付近に住むものもいますが、大部分は南極に近 
い寒い地方に住んでいます。そこでは、雪原の斜面を腹ばいになってすべったり、水中をァザラシ 
にも負けないほどのスピードで泳いだり、ときには海中から岩や雪原の上に跳びあがったりして、思 
うままの 活動をしています。動物園にいるペンギンは、たいていは捕鯨船団に生捕られてきたもの 
ですが、寒い地方では元気だったこのお客様たち も、 日本に くると、 いろいろの病気にかかります。 

病気の 讀は ァスニギルス 症、カタ— ル 性 ■、中毒症、 覉 i、sl _” し 1 It , fei 等 
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。 さまざまです が、 どこの動物園でも 
が」。頭を痛めているのはァスペルギルス 
^ ^ 症です。これはペンギンの肺病とも 

⑽ギいうべきもので、アスペルギルス • 
でン 、 

一べ フミガーテスというヵビによってお 
ラ V 

ステ こります0 

•コ なぜ動物園のペンギンに このよう 
b 持な病気が多いかとい うと、 今までと 
丄_呔は環境がすっかりかわってしまうか 
M 次、 ら です。 南極地方は気温が 低く、 乾 

マ寒燥しているので細菌やヵビが少な 

く、それで、その地方に住んでいる 
ペンギンはヵビにたいする抵抗力 も 弱いのです が、 それが日本に着くまでには長い船旅を しな けれ 
ばなら ず、また、 着いてから も、 名に しおう 汚れた都会の空気を吸わなければなりません。その 
うえ、 せま苦しいかこいの中に入れられ、食物 も かわるのですから、ペンギンが病気になる のは 当 
然のことです。 

なお、ペンギンは自然の園では多数むらがって住む性質が あり、 繁殖期には何千というペンギン 
.が一力所に集まることもあります。それを遠くから見る と、 まるで軍隊がならんでいるよう で、 い 
っせ いに鳴いたときな どは、 たくさんのサィレンを一度になら したよう なや かましさです。 



237 




ボウフリが上にいるときに 
は、 なぜ雨が降るのでしよ 
うか。 


むかしから、生物は天気を予言するといわれています。 天気に 関する 
言いつたえは、久しい間にわたる観察から生まれてきたものですから、 
なかには 適中率 七十パーセントなどというものもあって、その故に、 気 
象庁に「動物を 飼って、それに 天気予報を させるように」と、まじめに 


進言してくる人もいるほどです。 

鳥類が天気の変化にたいしてとくに敏感で、気象の変化にすみやかに 
.反応することは古くから知られて おり、 それは「渡り」の時期の行動に 
もっとも ょく あらわれますが、鳴き声にもあらわれるので、愛鳥家は鳴 
.き声を聞いて天気を予測することができるといいます。 

また、ヨ ーロッ パではドジョゥを生きた晴雨計としている地方がある 
し、 ァリ、 ハエ、ァブなどの行動を見て、天気を察する地方もあります。 
これに類することはたくさんありますが、しかし、目下のところ、まだ 
気象台の天気予報ょり適中率の高いものは一つもありません。生物の天 
気予報は、生物気象学の今後の研究課題の一つです。 

さて、ボゥフリは、水中でせっせと食物をとって大きくなります。し 
かし、ボウフリは水の中で生活はしていても、魚とはちがって、空気中 
.の酸素を呼吸しています。 

イエカやヤブカの仲間のボウフリを見ると、尻に近い節の背中がわか 
ら一本の管がでていて、この管の先を水の上にのぞかせ、管のはしから 
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ボウフリの頭部の顕微鏡写真 


空気を吸います。管の内がわは水をはねるの 
で、水にもぐっても、水が管の中に入ること 
はありません。ですから、ボウフリがあがっ 
てきて、頭を下にむけて水面からぶらさがっ 
ているときは空気を吸っているときで、浮き 
沈みの 運動は、 水の動き かた、 光の進む方 
向、 重力な どに関係しておこなわれ、天気に 
は関係がありません。ボウフリの浮き沈みが 
お天気と関係のないしょぅこには、「ボウフ 
リが 上に いるときは雨」といぅ 地方 もあれば、 
「ボウフリが 上に いるときは晴れ」という 地 

方もあります。 


シログマ(白熊)はなぜ南 
極地方にはいないのでしよ 
うか。 


シロダマは北極 
地方に住んでいる 

クマで、ホッキョ 


クグマといいます。カナダ、アラスカ、 ユ！ 
ラシアの北極圏の海岸付近に住んでいます 
が、極占〗近くの氷上で見たといぅ記録もあれ 


239 





ホツキョクグマ 


は、流氷に乗ってうつらうつらしている間に、遠 
く流されて日本の沿岸にまできたなどという、の 
んきものもあります0 

ホツキョクグマは、クマのなかでもっとも大き 

く、体重八百キロに達するものもあり、性質は凶 
暴で、ときに探検家たちをおそったりしますが、 
しかし探検家たちにとっても、かつてはそれは货 
糧と衣料を供給してくれる重要な動物でした。今 

からおょそ七十年前、ノルゥヱーの探検船フラム 
号が北氷洋にとじこめられたときにも、探検家た 
ちは、いくどかホツキョクグマを射止めて食糧や 
衣料にしました。 

ホツキョクグマは、全身に白い毛が密生してい 
て、皮膚の上に厚い脂肪層があるので、ょく寒さ 
にたえられます。 

泳ぐことも水中にもぐることも巧みで、*氷か 
ら流氷へと泳ぎ渡りながらアザラシ、魚、海草な 
どの食 ffi をさがし歩きますが、氷の上でもすベら 
ないのは、足の裏に毛がはえているからです。お 
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すは冬ごもりしません が、 めすは秋までに食いだめして、冬ごもりして子を産みます。生まれたば 
かりの子は、ネズミの親くらいの大きさで、目も見えなければ、白い毛もはえていません。それで 
母ダマのふところにだかれて、乳を吸って大きくなります が、 さいわいに も、 北極地方の冬は長く 
夜は長いので、母子は穴の中で安らかに休めるというわけです。 

ホッキョクグ マが北極地方に住んでいるのは、その先祖が アジア 大陸の北のほうに住んでいたか 
らで すが、もし、 これが南極地方に住むとしたらどうでしょう。自分で熱帯という難関を越えて移 
住しなければなりません。動物は、それぞれの住んでいる地方の気候その他が自分の生活にもっと 
も適しているから、そこを離れず、また、それでおたがいのバランスがたもたれています。ホ ッキ 
* クグ マにとっては、北極地方はけっして住みにくいところではなく、 また、 はるかかなたの反対 
がわに、さまざまの条件の似かよった南極地方があることも知りません。動物園にさえ住めるので 
すから、 南極地方に住めないわけはないでしょうが、人間がこころみないかぎり、ホ ッキョ クグマ 
白身で移住することはないでしょう。 

ホトトギスはどうして血を ホトトギスを「不如帰」というのは、ホトトギスの中国名の一つです 
吐くのでしょう か。 が、 日本で明治から大正にかけて、ひとびとの悲淚をしぼったのは、徳 

富蘆花の『不如帰』でした。 

ホトトギスのことを悲劇の鳥とよぶのは、小説の主人公である武夫と浪子の悲恋に同情してのこ 
とでし ょうし、 「泣いて血を吐くホ トト ギス」とい•うことば も、 浪子の病気にむすびつけ ると、 い 
っそう悲劇的なものになるというわけです。 
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ホトトギスは五月上旬から下旬に かけて、 南の 国から やってくる夏鳥で、日本人には親しみの深 
い鳥です。山中や山麓に住みついて、特徴のある声で鳴きます。おすはキヨツキヨツキヨツキヨツ 
キヨツキヨツと六声鳴き、四声目の古间いのも目立った特徴です。ホトトギスの「聞きなし」はかぞ 
えるにいとまなく、「テツペンカケタカ」 「本 «' かけたか」 「ほっ ちょん かけた か」「テツペン 未儿 
げたか」「ヒヨツ タンタケタ カ」 「_ 丁 かげだか」 「庖丁 どっちゃった」「一びん 酒肴」「弟恋し 
g ほって食わそ」「特許許可局」等々、地方によって種々雑多ですが、そのどれにも伝説や物語が 

くっついているのもおもしろいことです。 

また、ホトトギスは、八千八声鳴かないうちは、血を吐いてもやめられないように運命づけられ 
ているなどともいわれていますが、ホトトギスはたいへんなおしゃべり鳥で、夜も昼も明け方も 
鳴き、飛びながらでも鳴いています。 

ホトトギスが「泣いて血を吐く」といわれるのは、上下の口蓋が血のような赤い色をしているた 
め、口をひらくと口の中が赤く見えるからでしょう。 

中国には、この鳥の異名が六十以上もあるそうです が、 日本にもそれに劣らないくらい あって、 
しかも「聞きなし」の場合の ごとく、 その名に もまた、 それぞれ物語や伝説がついています。その 
なかには不如帰、思帰 鳥、 帰去来、恋し 鳥、 妹背 鳥、夕 影鳥など悲劇の主人公を思わせるような名 

がいくつもありますが、ホトトギス自身は思いのほかにドライで、ゥグイスの巣の中に素知らぬ顔 
で卵を産んでおいて、ゥグイスに卵をだかせ、ひなを育てさせて平気でいます。むかしの人は"鶯 
の子になりにけむホトトギス何れの音にか鳴かむとすらむ"とうたいましたが、これこそは、悲劇 
の fe とよばれるゆえんではないでしょうか。 
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ボラのへ そは ボラの 何でし へそは、へその緒のとれたあとですから、哺乳類以外の動物にはあり 
ょうか。 ません。ボラのへそとい って、 串にさして焼いて売っているのは、厚い 

かたい筋肉質のもので、食べるとシャキシャキしておいしいが、これはも 
ちろんほんとうのへそではありません。ボラのへそは、ボラの胃の 出口 (幽門)にあたる部分です0 
そろばん玉のような形をしているので、「そろばん玉」ともいいますが、ニヮトリでいえば、すな 
ぶくろにあたります。ボラは泥やかたい物を食べるのですが、歯が発達していないので、胃で消化 
しなければなりません。それで胃の壁が非常に厚くなっているのでしょう。 

なお、人間などのへそとはちがいますが、俗にへそとよぶものをもっているものとしては、ゴム 
まり、クリ 、豆、 うす、魔法瓶などいろいろあり、巻貝にもへそあながあります。 

ミノムシはなぜか6をつく ミノ ムシは、木の枝にじっとぶらさがっています。 ミノ ムシは よく 見 
るのでしようか。 かけても、 ミノ ムシの親を見ることは少ないので、むかしの人は ミノ ム 

シを親の知れないものとみて、「鬼の子」などとよびました。そして、 
人間のみのにミノムシが巣をつくったのを、知らずに蒼て歩くと、雨の夜など、みのから火のしず 
くが落ちるといい、ときには、みの全体が火となって人間が火を着て歩くようなことになるが、そ 
れでもすこしも熱くないのはふしぎだなどといって恐れました0 

しかし、ミノムシはえたいの知れないものの子ではなくて、これはミノガの幼虫です。ミノガよ 

茶褐色で目立たず、高い木のこずえを飛び、しかも非常に短命ですから、あまり見かけないのも当 
然です。それもおすの話で、めすにいたっては、はねやあしが退 m し、いわば洞#:だけのィモムシ 
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型ですから、巣の中から出ることもできませ 
ん。ただ卵を産むだけです。 

寒くなる と、ミノ ムシは冬眠しますが、 

三、 四月ごろになる と、 さかんに木の葉を食 
ベて生長し、五、六月ごろ、みのの中でさな 
ぎになります。それから二週間くらいすると 
一人前になって、おすはみのをとびだします 
が、めすはさなぎのからをかぶったままで 
す。交尾がすむとやがて卵を産みますが、それにつれて、めすのからだはしだいにちぢみ、卵でか 
k の中がいっぱいになるころには、ひからびて死んでしまいます。二、三週，^ L て卵がかえると、 
幼虫は、母親のかわいたからだやからを使って、すぐにみのをつくります。みのができる と、 ぞく 
ぞくとはいだしていって、さっそく木の葉を食べはじめます。 

寒くなるまでに三回ねむって成長しますが、みのが小さくなってく ると、 口から糸をどんどんだ 
し、 口で葉や枯れ枝を食い切って、上へ上へとつないでいきます。そして、冬が近づくと巣を枝に 
固着して年を越します。、 

ですから、 ミノ ムシの V 6 は、 こん虫の幼虫がつくるまゆの一種だといってもょいわけです。日 
本には十数種類の ミノ ガがいますから、その幼虫がつくるみのの大きさや材料もさまざまですが、 
ふつぅ、内がわは、なめらかな糸で厚く裏ぅちされています。ミノムシはこれにこもって外敵力ら 
まぬがれ、気象の変化などにたいしてからだを保護しているのです。 
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モズはなぜ木の枝にカエル 
や魚をさしておくのでしよ 
うか。 


モズは、、、ハッタ、イナ ゴ、 イモムシ、ケムシ 、ケ ラなど 農作物を荒ら 
す害虫を好んで食べる鳥で、秋から冬にかけて、垣根の カラタ チ や 道ば 
たの イバラな どの小枝、有刺鉄線のとげな どに、 ネズ ミ、コウモリ、力 
エル、魚、トカゲ、ムカデ、 こん 虫、クモ などをつきさして おく、 珍ら 


しい習性をもっています。 

伝説に ょりますと、 "かき根にはもずのはやにえたてて けり、 しでの田おさにしのびかねつつ" 
で、モズはまだこの世に生まれてこない前の世において、しでの田おさ(ホ トト ギス)から借金しま 

したが、それが払えなかったので、は 


: : . 

參.画：':. 
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ずかしく思って、今でもホトトギスに 
あうと草の中にかくれ、借金を返すか 
わりに、カエルやバッタなどのごちそ 


うを木の枝にさして、ホ 


トト 


ギスへの 


おそなえにするのだといいますが、研 
究家の間では、モズがそれを食べるの 
か、 たんなる習性なのか、かなり論争 
されてきました。 

このごろでは、冬の食糧不足に備え 
て貯えているのだろぅといぅことにか 
たむいてきましたが、モズは生きてい 
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る虫だけを食べる鳥なので、生き物を捕えることがおもしろくて、それで、おなかがいっぱいのと 
きでも、餌になる動物がいるとそれをつかまえ、食べ残りをとげにさしておくのだという説もあれ 
ば、モズの仲間には、食物中の不消化物をかたまりにして吐きだす習性があるから、はやにえもそ 
の一つのあらわれであろうという説もあります。 

また、モズのくちばしは、タカのくちばしのように鋭く、先が鈎のようにまがっていて、肉をち 
ぎって食べるようになっていますが、あしが細くて弱いので、生き物をしっかりつかまえていて食 
ベるわけにはいきません。それで餌を捕えると、それをつかまずに木のとげなどにつきさしておい 
て、 くちばしでちぎって食べます。こんなと き、 人間やほかの動物が近づいてくると飛んで逃げる 
のはもちろんですが、もし、餌をさして食べはじめたころ敵が近づけば、せっかくの獲物でも残し 
て飛び去らねばならないわけです。その残されたものが、モズのはやにえとしてわたしたちの目に 
ふれるのだとも考えられます。 

モルモットはなぜ医学の実 人間が医療の実験に供されることを「モルモットにされる」というく 
に使ゎれるのでし ょうら いで、モルモットは実験動物の代名詞にされています。 

ヵ モルモットは、たいそうおとなしい動物で、短毛、長毛、巻毛の三種 

類ありますが、毛色は個体によってそれぞれちがい、 白、 茶、チョコ 
レ ート、黒、 銀ネズミ等の単色、白茶、黒茶などの二色、 白、 茶、黒のまじった三色など、さまざ 
まです。原産地は南米でペルビアン.キャビィという動物を飼いならしたものですが、土地の人た 
ちは愛玩用のほか、食料にもしていました。ヨーロッパにはじめて渡ったのは十六世紀で、それか 


246 



医学上の実験によくつかわれる モルモット 


ら広くゆきわたりましたが、 はじめて これをもち 
こんだ オランダの人たちは、リス科のマーモット 
の 仲間た と 思いちがいを しました。 それで マーモ 
ットと 名 づけました。 日本には、一八四三年に才 
ランダ 船で渡来し ましたが、このとき、その誤ま 
った 名が そのまま 伝えられ たので、 それが なまっ 
て、 モルモットとよばれるようになりました0 

もっとも、モルモットについてまちがいを犯し 

たのは、オランダ人ばかりではなく、中国では久 
しい間ブタの 仲間 だとしていました。それはブタ 
の子のようにころころしていて、鳴き声もブタの 
子に似て いるからでしょう。日本ではテンジタネ 
、スミ ともよびますが、この呼び名はモルモットよ 
り無難な よびかたといえましょう。 

モルモットはネズミの 仲間ですが、 リスの 仲間 
だとまちがえられたくらいで すから、 ネズミとち 
がった点 もあります。たとえば、モルモットに文 
尾が ありません。 それに指の数 も 前足には 四本、 
後足には三本です。 また、 からだのわりに足が非 
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常に短 かいので、跳んだり、はねたり、木によじのぼったりすることもできません 。さらに、 人間 
やサルとおなじように、ビタミン C を体内でつくることもできません。モルモットを飼うときには、 
かならず 青物を あたえる か ビタミン C を あたえますが、これは、そのためです。 

モルモットは雌雄とも成熟するのが早く、生後三、四力月でもう一人前になり、年々二、三回子 
を産みます。子の数は一回にふつう二、三匹です が、 子は生まれたときには、すでに全身に毛がは 
えそろっています。また、眼も開いており、歯もはえていて、一時間後にはちょこちょこ走りはじ 
めます。そして、二、三日たてば親といっしょに餌を食べはじめます。 

モルモットが実験動物にされるのは、主として、このように早くよくふえるからです。しかし、 
このモルモットも、最近はかげがうすくなってしまいました。それは、モルモットよりもっとよく 
ふえるハムスターがあらわれたからです。 

ヤマアラシにはどうしてと ヤマアラシのからだには長いとげがはえていますから、いかにも、も 
げがあるので しようか。 のすごい動物のように見えます が、 ヤマアラシはネズミの仲間で、わり 

あいにおとなしい動物です。しかし歯はかたいので、倒れたゾゥの牙を 
かじって台なしにしてしまうことなどもあるといいます。 

ョ ー ロッパ南部、アフリカ、ィンド、マレ ー などに住んでいて、夜、出歩いて、木の根、牙、果 
物、野菜などを食べます。畑を荒らすので農園の人たちにはにらまれていますが、ヤマアラシが捕 
えられるもう一つの理由は、肉がおいしいからです。 

ヤマアラシを捕えるときには、巣の入口に待ちかまえていて叩く か、 または畑に、先のほうを細 
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くした 長い金網のかごをしかけて おいて、 それに 
誘いこんで 捕えます。 

いっぱんに、動物は鼻先をたたかれると、気絶 

するものなので、ヒョゥやトラもヤマァラシを捕 
えるときには、顔をねらってガンと一発くらわす 
そうですが、顔にとげがないのは、ャマァラシに 
とっては不幸なことです。 

また、 長細い金網のかごに誘い こまれ、しまっ 
た、 と気づいて後退しょうとするときには、とげ 
がわざわい します。 この場合には、とげが反対向 
きになっているので、金網にひっかかって動けな 
くなります。 

このょうな 場合はべつと して、 ヤマァラシのと 

げはからだを守るのに大いに役立って います。と 
げは毛のかわったもので、黒白のまだらがついて 
いますから、夜でもめだち ます。これは 一種の瞀 
戒 色です。 また、驚いた とき や怒った ときには、 
とげをさかだて、からだを まるめ、 尻を敵の ほう 
にむけて後退し、尾を ふって、 尾にある中空の短か 



いとげをカサカサ鳴らします。ヤマアラシ(山嵐)という名は、そこからきたのだそうですが、これ 
は警戒音ともいうべきものです。それでもなお相手がおそってくると、とげをさします。とげは根 
もとから抜けて、おそった動物のからだに残ります。すると、その部分の皮膚や筋肉が収縮するた 
めに、とげはしだいに深く入っていき、ときには心臓にまでも達して、ついには、その動物をたお 
してしまう こと さえあるといいます。 


ラィチョウの羽は、冬と夏 ライチョ 
とどうしてちがうのでしょ ウょ、日本 

うか。 アルプスな 

どの二千四 

百メートル以上の高山に住んでいる鳥 
で、 夏は岩山とそっくりの色をしてい 
ますが、 冬は全身がほとんど白くなっ 
て、 雪の上にいるときなどは判別しに 
くいほどです。氷河期を生きぬいてき 
たといわれているだけ あり、 雨や雪が 
降って気温が低いような荒れた天気の 
日ほど、 うれしそうに歩き まわりま 

す。六月ころ、ハイマツのかげなどに 





3月頃のライチョウ 
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巣をつくって、卵を産み、七月から十月にかけて 
ひなを育てますが、おすは、ひながかえると、な 
わ張りを解き、それからは 四、 五羽で 群をつくっ 
て遊んだりけんかしたりしています。 他の 小鳥と 
ちがって、 半月くらいは水がなくても耐えられる 
ょうですし、食物も季節の移りかわりとともに、 

高山植物の 芽、 若葉、成 葉、 紅葉、枯葉の順に 食 
ベ、 花も実もついばみます。 

冬は、ダケカンパの冬芽やハイマツの葉を食べ 
ています。 

白山や御嶽では、むかしから、神のお使いとし 
てあつかわれ、この鳥に石を投げたり、追いまわ 
したりす ると、 暴風雨にあうといわれています。 

人間をあまり恐れません が、 天敵は イヌヮシ、キ 
ツネ、 オコジ ョ などです0 

雷鳥な どと 恐ろしそうな名を もっていますが、ハトとあまり大きさのかわらないやさしい鳥が、 
自然の 風雪に耐えて生きのびられた のは、 夏と冬とで羽の色が はっきりと変わり、それが周囲の色 
に似ている ことなども あずかって、力があったにち がいありません0 

ところで、 鳥の羽が抜けかわる ことは、ライチョウに かぎった ことで十 r めりません〇それ文す ベ 
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b: ハ 


冬のライチョウ （乘鞍岳に て) 


ての鳥に見られる生理現象です。ホルモンの関係で 
ふつうは繁殖をすませたあとの秋に羽が抜けかわり、 


し 


ガンやカモなどでは一時に翼の羽毛が抜けるので、 
ばらくの間は飛べなくなるほどです。また、シギ、チ 
ドリのょぅに、秋だけでなく、春にも繁殖に先だって 
羽の抜けかわるものもあります。ライチョウはそのも 


力力と 


つともめだったもので、冬には脚の趾にはえている羽 
毛までまつ白に変わります。 


ラクダはなぜ水を飲まずに ラクダは砂漠に住むのに 
いられるのでしょぅ か。 適応していて、砂漠を旅行 

する人たちにとっては欠く 
ことのできないものなので' 「砂漠の舟」といわれて 
います。ラクダの足の裏には大きなたこのよぅなもの 
があるので、砂漠のあらい砂の上でも平気で歩くこと 
ができますし、鼻の穴が自由に開いたり閉じたりでき 
るので、砂ほこりが入るのを防ぐことができ、また、 
長いまつげはほこりや強い光線をさえぎるのに役立っ 

し A し、、，ら、.1/〕^:きな遨^-±、何日も飲 
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まず食わず でおられることでしょ 

砂漠の旅をつづける人たちは、水がなくなると、 ラク ダを殺して、冒の水袋や背中の こぶから水を 
とって飲むといわれています。 ラク ダの冒の壁にはたくさん水がためられているし、こぶからも 水 
が得られるといい、ある人は、こぶから得られる水の量は十九リットル余りだともいっています。 

し 力し、この 問題と とりくんだアメリカの 学者の研究に よると、 水 袋と よばれて いる胃の袋こ 
は、食物がつまっ ていて、 水と しては 青っ ぼい 悪臭を放つ液体が四 リットル余り 入っ ているだけ だ 
としします。そして、また、 背中のこぶは脂肪が隆起した もので、 脂肪を 分解して 水に変えるため 
には、それ以上の水分を失なわなければ ならない から、 ラクダがここに 水を ためておくと 考えるの 
はうな ずけ ないともいっています 。ラク ダが 体内に水を 貯えて いるといわれるのは、人間丈 いちど 
にたく さん 水を飲む ことができないのに、 何日間 も 水を飲まな かったラクダは、いちどに百二十リ 
.•トル もの 水を飲む ことができる から、 このようなありさまを 見た 人が、ラクダの 体 勺こ文 K CO & 
蔵器官が あるにちがいな いと考えた のでし ょう。 フ I 

ラクダが水をあまり飲まないでも生きていられるのは、おもにつぎのようなことに よるの ビと、 
そのアメリカの学者は結論しています。 

すなわち、ラクダのからだのしくみは、蠢化合物を有効に利用で—ようになっていて、体重 
の二十五パ '] セントの水を失なっても、なお血液量があまり減らず、体温も 三十四 度から四十度二 
分までで変化の範囲が広く、 さらに 体毛がすぐれた熱の絶縁性をもち、脂肪が皮下全体にひろが 
らず背中のこぶに集まっているからだというのです。 
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ロバとラバとはどのように ロバもラバもゥマの仲間ですが、ロバは耳が大きいのでゥサギゥマと 
ちがうのでし ようか。 もよ ばれています。あまりかしこくない者のことをロバのようたなどと 

、、，、「まか」と漢字で書くときには、馬鹿(ゥマシカ)と書きます。満 M 
中国、西部アジア、 tnl ロッパの地中海沿岸地方、アフリカなどでは、ロバをたくさん飼っていま 
すが、日本では動物園やスポーッランドで、子供をのせて歩いているくらいのものです。 

ロバはゥマよりも忍耐強いので、石の多い山道でもがまんして歩くし、また、病気にたししても 
強く、 粗末な物を食べてでも生きていくことができ、水を飲まないでも tt しことくこともできま 
す。それで、日本のように山の多い国で、田畑に使うにはゥマよりもよいくら I です。 

しかし、競馬のように走らせたり、ひげをはやした人がいばって乗ったりするのにはむきまセ 
ん〇そ1文、ロバはたてがみはりっ。はであっても、からだがゥマよりずっと小さい力らです。 

ただし、 口、、 ハちとれもみな小さいかというと、そうとはかぎらず、南フランスのロバは日本のゥ 
マくらいもあります。しかし、ふつうはゥマより小さく、ィンドやセィロンのロハは肩の高さ力 

八、九十センチしかありませんが、それでもりっぱなおとなです。 

ラバは ラと もいいます。頭が 短 かく、 耳が 長くて、からだつきはロ パによく 似ています カ ロ/ 
よりも 大きく、ゥマにも似ています。 歯の形な どもゥマによく似ています。また、がまん強く、落 
ちついているところはロバに似ていますが、力が強くて勇ましいところはゥマに似てい ます。 皮® 
がかたくて 雨に うたれたり 強い陽光を うけたりしても 平気な ので、 熱い 地方では ラ、、 ハをさかんに使 
っています。けれども、 残念な ことにはラバは子を産みません。では、ラバはどうやって生まれて 
きたので しょう？ それは、 ラ、、 ハはロバとゥマのあいの子で、ラバの父親は 口、 ハで母親はゥマです 
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ラバがロバのよいところとゥマのよいところをもっているのは、そのためです。 

ところで、ラパとは反対に、ゥマを父親にし、ロパを母親にしたらどんな子が生まれてくるでし 
ょうか。こうして生まれてきたものをケッティといいますが、ラバやロバよりずっと力が弱くて、 
あまり役にたちません。 

一月もなかばをすぎて湖が氷にとざされると、いよいよワカサギ釣り 
がはじまります。こんな ころ、コイ やフナは湖や沼の底でじっと眠って 
いますから、1¢をやってもなかなか釣れません。寒ブナを釣るのには、鼻 
さきに餌をつきつけて目をさまさせなければならないからたいへんです。ところが、ワカサギは、 
冬のまっさい中に、氷に穴をあけて、針をおろしてやればひっかかってきます。 

ワカサギはからだが細長くてアユのように美しい魚です が、 からだが半分すき 
とおっていて、アユよりももっとスマ ート です。アユは夏の魚で、香魚の字をあ 
てます が、 ワカサギは冬の魚で、公魚の字をあてます。湖や沼に住みついている 
ので、川魚のように思われていますが、もともとは海の魚です 〇べー リング海の 
海岸寄りや北海道のまわりなど、寒流のえいきょうのつよい海で育って、親にな 
ると川をのぼります。そして、水草や砂に卵を産みつけてから死にます。卵は一 
度に五、六千うみます。卵からかえった子はプランクトンを食べていますが、や 
がて海に出て、こん虫やュビなどを食べて成長します。およそ一年で一人前にな 
り、それからまた、卵を産むために川をのぼってきます。 



ワカサギは、どぅして冬に 
釣れるのでしょぅか。 


ワカサギ 
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.受精直後 




3•受精してから3日目 


0 




きん肉 



4•受精してから15日目 5•受馈してから20 13 (3 6•受饴してから28日目 



7. ふ化した直後 


ワカ サギ（卵から幼魚になるまで) 


これが ワカ サギの一生です 
が' しかし、 なかには 川 や湖 
で生まれてから 後、 海にいか 
ずに一生を真水の中に住んで 
いるものもあります。 

マス やアユ にもそう いうの 
、がありますが、このようなワ 
カサギはあちらこちらの 湖に 
移せば、そこで ふやす ことが 
できます。ワカサギは氷のは 
りつめたようなところでも 生 
きていますが、 水の温度が三 
十 度くらいに なっても 平気な 
ので、どこにうつしても、た 
いがいのところでふえます。 
いま、 湖に いるワカ ギサ は、 
た I てい、こうしてふやした 
ものです。 

十一月ころからあぶらがの 
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皇居の お 濠に群れあそぶ鳥 （カモとュリカモメ） 


って、いちだんとおいしくなりますが、これは# 
の産卵にそなえて、せっせと餌を食べるからです。 
川や池に住む魚は、コィでもフナでも、冬になる 
と、ほとんど館を食べずにじっとしていますが、 
もともと寒い海の魚であるヮカサギは、零度に近 
い冷たい水の中でも平気で、しかも、いっしょう 
けんめいに ffi をあさっていますから、氷に穴をあ 
けて、餌をおろせば、おもしろいようにかかって 
くるのです。 

冬になると、皇居の 
«にたくさん小鳥が集 
まりますが、それは力 
モとユリカモメです。 

この写真で黒く点々と見えるのはカモで、白い帯 
のように見えるのはユリカモメの大群です。 
皇居の濠に集まるカモは十種近くありますが、 

もっとも多いのはコガモ、マガモ、カルガモで 

す。これらは九月初めころから日本に渡ってき 


^ ¢3 u < ? J 

どこからくるのでしょぅ 

か。 










て、 各地の海岸、湖沼、河川などで冬を越し、三月ころからまた繁殖地へ帰っていきます。繁殖地は 
東部シベリアの中南部だといわれていますが、くわしいことはまだわかっていません。 

ユ リカモメも冬鳥で、カムチャッカ 地方で繁殖し、十月下旬から渡ってきます。 おもに 海上に住 
み、水面ひくく飛びながら餌を求めます。 

小田原(神奈川県)の酒勾川の川口付近に群がるのは、かまぼこ工場で捨てる魚のあレが目あてな 
のでしょう。ユリカモメは別の名を都鳥と いい、 それは『伊勢物語』によれば、在原業平が"名に 
しおはばいざこと問はむ都鳥わが思う人はありやなしやと"と隅田川のユリカモメに呼びかけたの 
がはじまりだということですが、大阪の人は、仁徳天皇が京と定めた難波の堀江にいたから、都鳥 
とよぶようになったのだと主張します。 

こうして都鳥の名ひとつにも本家、宗家の家元争いがありますが、動物学のうえでは、本名をミ 
ヤコ ドリとよふ鳥がべつにあります。 

それはチドリの仲間で、むかしは東京湾の沿岸などでも見られたそうですが、近年は、ほとんど 
見られなくなりました。 

それにひきかえ、別名都鳥のユリカモメは大群をなして海上を飛び、海が荒れると海岸、港、川 
口、 堀江としだいに奥へはいってきます。また、近年、海面に浮かぶ重油の量がめだってきたこと 
は、カモやユリカモメにとってはたいへんな問題です。そういう点では、ときには、 ハク チョゥが 
殺されるようなことがあったとしても、やはり皇居の濠は安全なので、そこに集まってくるのでし 
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